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日本国際生命科学協会（InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養

および食品関連の安全性に関係する諸問題を解決す

るため、政府機関、学術機関および産業界の国際的

な協力体制のもとで、科学的な観点から調査研究を

推進するために設立された非営利の科学団体である

国際生命科学協会（Interna ti on al Life Sciences 

Institute; ILSI)の一部門として日本を中心に活動

している非営利の科学団体です。
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発癌を修飾する栄養条件と

食品成分

木村修一博士

昭和女子大学教授

はじめに：

去る 1月22日から27日までパハマ・ナッ

ソウ市で開催された ILS I年会に、角田

会長の代理として出席させていただき、そ

の活気のある会議に大いに刺激され、かつ

また啓発されたことでした。とくに学術報

告は魅力的なものが多かったと思います。

学術報告を大きく分けて 1）アメリカの新

食品栄養表示に関するもの 2) I LS Iの

Research Awardsの紹介と受賞者の講演 3)

小児についての栄養および食品安全性に関

するもの 4）炭水化物に関するもの、とに

なります。この中で、私がとくに興味をも

った報告は 4）の中の一つである植物リッ

チの食事をとっているアジア人に乳癌が明

らかに少ないということでそれら食物中の

生理活性物質について検討した報告です。

何気なく日常食べている食物のなかには、

その成分としてさまざまな生理活性物質が

含まれていますが、この物質のなかには癌

源性物質やプロモーターなどが含まれてい

る場合もあろうし、これに措抗する物質が

Nutrition and Food Ingredients 

for Cancer Prevention 
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含まれているかもしれません。国により、

あるいは地域によって疾病の種類や発症率

が異なる有力な原因の一つは、知何なる食

物を食べているのかということと関連して

いることによるといえます。たとえば、日

本は胃癌王国ですが、米国では乳癌、結腸

癌が、英国では肺癌、気管支癌、中国、イ

ランでは食道癌が多く、それぞれ生活のあ

りかた、とくに食生活と関係が深いことが

指摘されています。

あらためて言うまでもなく、発癌過程に

は二つの段階があって、引金が引かれるイ

ニシエーションという段階と、引金のヲ｜か

れた発癌過程を促進するプロモーションと

いう段階があることが認められています。

そしてさらに、癌ができたとしても、免疫

監視装置などの生体防御体制をくぐり抜け

なければ癌には成熟しないと考えられてい

ます。癌の発現に食生活が関わるとしても、

どの段階に関与しているのか、また、どの

ような組合せで実際に発癌を修飾している

のか、複雑な過程といえます。

ここではまず、パハマでの乳癌について

SHUICHI KIMURA, Ph.D. 

Professor, Showa Women’s 
University 
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の報告を簡単に紹介し、次いで、これと関

連して、発癌を修飾する栄養条件、食品成

分について、若干解説してみたいと思いま

す。

( 1 ）いわゆる食餌性工ストロジェン様作

用物質の乳癌発症抑制作用について

シンシナチ市にある小児病院医学センタ

ーのKennethD. R. Setchell博士は炭水化

物リッチ食物をとっているアジアの人々が

乳癌になる率が少ないという疫学的結果に

注目して、この食事に含まれる生理活性物

質として、食餌性エストロジェン作用物質

が重要なものであろうという結論に達しま

した。日本人に乳癌が少ない理由がこれと

直接関係しているに違いないという見解を

とっていました。すでにこれまで、この食

餌性のエストロジェンが腸内細菌により代

謝を受け、内因性のエストロジェンと共に

腸肝循環系に入っていることが分かつてき

ており、エストロジェンの働きと密接に関

係していることが推測されていました。演

者らはホルモン依存の癌の発生を抑制して

いる可能性を大豆たんぱく中の成分で動物

の飼育実験を行い検討した結果、明かな抑

制を確認しました。非ステロイド性のエス

トロジェン作用をもっイソフラボノイドな

どがエストロジェンと括抗していることを

考えているようです。実験には化学発癌剤

による字L島東カルシノーマを用いています。
乳癌の発症が単に食物だけによるとは思え

ないのですが、興味ある結果を示しており、

示唆を与えるものです。近年、天然の物質

から発癌物質、プロモーターあるいは抑制

物質など数多くのものが取り出されて報告

されています。とくに、海産の毒性物質の

なかには強力なプロモーターがあることカ宝

最近話題になっています。これらに関連し

て、栄養状態や食品成分などによって、知

何に発癌が修飾されるかについて、若干の

2 

紹介をしてみたいと思います。

( 2 ）摂食パターンによる影響ー

食餌制限による発癌発生の抑制

摂食パターンの影響については古くから

の研究があります。すなわち、有名なBerg

の報告がそれです。すなわち40%制限食で、

雌雄いずれの寿命も延長させました。また

加齢とともに増加する疾患である腎臓、心

筋、血管などの病変の発症も、食餌制限に

よって遅れることが分かりました。ここで

注目したいのは、腫蕩の発生も食餌制限に

よって遅れたことです。私たち東北大学の

教室ではこのことに注目し、検討した結果、

免疫能が食餌制限で昂進するためであるこ

とをあきらかにし、化学発癌剤によるマウ

スの発癌実験でもこれを確かめることがで

きました。このことについては昨年の総会

のときに「エイジングと栄養Jのなかで、
詳しく話したのでここでは省略します。

（イルシ－No.31を参照）

( 3 ）発癌と酸化的ストレスとの関連の研

究から生まれた有効物質

老化のメカニズムについての仮設のなか

で「生体内に生ずるラジカルが老化の原因

となる」とするHermanによって提出された

フリーラジカル説は有力なものの一つです。

現時点で、老化との関係がもっともありそ

うなラジカル反応としては脂質過酸化をあ

げることができます。生体にある活性酸素

や生じた過酸化物を処理する能力が強いほ

ど老化に抵抗できると思われる事実が多数

報告されています。したがって、活性酸素

の除去剤（スカベンジャー）や消去剤（ク

エンチャー）その他抗酸化作用をもっ物質、

たとえばビタミンE、ベータカロチン、ア

スコルビン酸、グルタチオンなどは老化防

止作用のあることが期待されています。こ

のような抗酸素剤を餌に添加して飼育した

ILSl.(No.35) 93.6 
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ときの延命効果についても報告されていま

す。

一方、老化の原因となると考えられてい

る過酸化脂質は変異原性や発癌性をもっと

いうことが多数報告されています。たとえ

ば、ヒドロペルオキシドやその分解物であ

るマロンジアルデヒドが変異原性および癌

原性と関連しているとの報告があり、また

近年、活性酸素がプロモーション段階に関

与していることが明らかにされつつあり、

老化と癌化の共通するところがあることが

示唆されています。活性酸素種が発癌のプ

ロモーション段階に関与することを示唆す

る間接的証拠として、 TPA  (12-0・テトラ

デカノイルフォボールー13－アセテート）な

どのプロモーターが好中球やマクロファー

ジ、の＂respiratory burst”を強く誘発し、化学

発光（ケミルミネッセンス：スーパーオキ

サイドアニオンラジカルや一重項酸素の存

在を示す）を起こしたり、活性酸素のスカ

ベンジャー、クエンチャーなど抗酸化物質

がプロモーション効果を阻害することが報

告されています。 Tp A投与によって表皮

のオルニチンデカルポキシラーゼ（0DC) 

が誘導されることが知られていますが、合

成抗酸化剤であるブチル化ヒドロキシアニ

ソール（BHA）の投与によってこれが抑

制されるという報告もあります。

アラキドン酸代謝系が癌原物質の代謝活

性化に関与していることが、すでに明らか

にされていますが、さらにまたTp Aによ

って細胞内リン脂質からアラキドン酸の遊

離やプロスタグランジン合成がが強く誘導

され、リポキシナゲナーゼによるアラキド

ン酸代謝も刺激されることが示されていま

す。一方、アラキドン酸代謝の阻害剤は抗

プロモーション作用が認められていること

から、アラキドン酸カスケードなどにみら

れる脂質過酸化がプロモーション段階で関

与している可能性が高いと考えられていま
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す。フリーラジカルが発癌のプロモーショ

ン段階で効果があるという報告も見られま

す。

以上述べたように、活性酸素がプロモー

ション段階で関与するという説がある一方、

イニシエーションに関与するという説もあ

ってまだ確定的な結論には達してはいない

ようです。しかしながら、いずれにしても、

老化にも癌化にも活性酸素が働くことは事

実のようです。

( 4 ）発癌に関与する各種食品成分

発癌と食生活の内容との関係についての

疫学的調査による知見はこれまでも蓄積さ

れてきています。もちろん、食生活関連要

因と癌との関係は、体の部位で異なること

が見られ、胃癌には食塩過剰や穀類多食、

大腸癌には高脂肪、低繊維食、といったそ

れぞれ特徴的な関わりが見られることはよ

く知られています。

こうしたデータをもとに、 in vitroある

いはinvivoの実n験で、確かめられたものも

数多くあります。

カロリ一、脂肪：

すでに制限食のところで述べたように、

過食が発癌を早めるということは、疫学的

にも動物実験でもほぼ確かめられています。

先進国で多い肺癌、乳癌、大腸癌などの発

生が高脂肪、高カロリーの食物摂取と関係

があること。また乳癌による死亡率と食事

脂肪摂取量とのあいだの相関については

Carrollの説が有名です。 Carterはラットに

7, 12-dimethylbenz(a)-anthraceneを与え乳癌

を発生させる実験で、 18%という高脂肪食

で増加すること、そしてその増加は

indomethacinの併用で完全に抑えられるこ

とを観察しました。アラキドン酸カスケー

3 
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ドの代謝系がプロモーションと関係してい

ることは前にも述べた通りです。

食物繊維：

Burkittが大腸癌の発生率と食事組成との

聞に相関があるという仮設を提出したこと

はあまりにも有名である。 「先進国で大腸

癌が多いのは、高度に精製された食品の摂

取が増え、食物繊維の摂取が減少している

ことに原因している。すなわち、このこと

が腸内細菌そうを変え、腸内に癌原性物質

の生産を増加させ、それとともに糞便量を

少なくし、排便回数を減少させ、大腸内移

動時間を延長させると結果となり、高濃度

に存在する癌原性物質と大腸粘膜との接触

時間を長くするからである。 Jというもの
です。すでに述べたように、北米人が大腸

癌にかかりやすいのは脂肪摂取が多いため

とされていますが、なぜ脂肪摂取がそのよ

うになるかについては種々の説明がなされ

ています。脂肪の大量摂取が胆汁酸の分泌

を促し、これが大腸内の細菌によって発癌

物質に変換されるのであろうというのがそ

の一つの考え方です。ヒトの糞便中から変

異原物質が離され、その化学構造が決めら

れましたが、食物繊維を食べるとこの化合

物の生産が減少することが確かめられてい

ます。

ビタミン類：

平山らの疫学調査によれば、緑黄野菜の

摂取頻度と肺癌による死亡率とのあいだに

は明かな負の相関があることを示していま

す。すなわちピタミンAやベータカロチン

が発癌のリスクを減少させているのです。

同様の疫学からの知見はいまや数多く報告

4 

されています。一方、それを裏ずける実験

的な成績も多く報告されています。特異的

なCR B P (cellular retinol binding pro-
tein）に結合したビタミンAは分化などの

遺伝子発現の制御に関与しているとすると

考えられており、ビタミンAおよびその同

族体が種々の癌にたいする予防や治療に試

験され、知見も集まりつつあります。 FF 

A誘発性肝癌ラットにおいて、 13・29週フ

ェノパルピタールを投与すると前癌病変と

みなされるpreneoplastic fociがみられます

が、レチノイドの誘導体の一つポリプレイ

ン酸（ E・5166）投与で有意に病変が減少

するという抗プロモータ一作用を示唆する

報告もあります。本年の岐阜で行われたピ

タミン学会では、カロテノイドの発癌抑制

作用が中心でした。そこではプロビタミン

としての力価と抗腫蕩性の効果は別であり、

ベーターカロチンが必ずしも最も抗腫蕩性

がたかいわけではなく、プロビタミンA機

能のないカロテノイド色素でも、非常に強

い抗腫蕩性が認められているなど興味ある

知見が蓄積されつつあります。ピタミンA

とならんで、ピタミンCとEにも発癌抑制

作用のあることが観察されていますが、そ

の機序として最も可能性のあるのは、亜硝

酸と二級アミンからニトロソアミンを生成

する反応を抑制することにあるとみられて

います。食物中には亜硝酸（その材料とな

る硝酸）や低級アミンが比較的広く分布し

ています。たとえば野菜には硝酸が、魚に

は低級アミンが多く含まれています。漬物

などを製造する過程では、細菌の働きで硝

酸は容易に亜硝酸に還元され、二級アミン

と酸性条件（pH2・4）で反応し、発癌物質

であるニトロソアミンを生成することにな

ります。ピタミンCはこの過程を抑制する

のです。 αートコフエロール（ピタミンE)

は子メチルコラントレン誘発の皮下肉腫の

発生をおさえるほか、生体内のニトロソミ

ILSl.(No.35) 93.6 
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アンの生成をおさえることが知られていま

す。ビタミンCは水溶性部分で、ビタミン

Eは脂溶性部分で作用を発揮することがわ

かっています。なお、腸内細菌によるニト

ロソアミンの生成がこの両ピタミンの投与

で著しく抑制されることがBruceらによっ

てたしかめられています。

微量金属：

セレン（Se）カ宝グルタチオンパーオキシダ

ーゼの構成成分として不可欠であることがわ

かり、ビタミンEと相補的に脂質などの過酸

化を防ぐことがあきらかになり、ビタミンC

やEと同じ様な機序が考えられますが、その

明確な作用は不明です。 Schrauzerらは広範な

疫学調査で、アメリカのSe欠乏地帯で癌の発

生が多いという結果を得ています。また、マ

ウスやラットを用いて実験的にセレンの発癌

抑制効果を示した報告も多く見られます。自

然発生の癌でも化学発癌によるものでも、セ

レンの抑制効果が認められているのです。

銅（Cu）およびそのキレート化合物が化

学発癌を抑制するという報告がみられますが、

ヒトでの観察がまだ少なく、今後の検討が期

待されるところです。亜鉛の欠乏あるいは過

剰投与で化学発癌が抑制されたという報告も

ありますし、このほかコバルト（Co）、ア

ルミニウム（A£ ）、ゲルマニウム（Ge）、

ヴァナジウム（V）などの報告もありますが、

それらの知見はまだ確立されたわけではあり

ません。
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あとがき

高齢化社会での食餌性疾病の代表の一つが

癌であるといえます。エイジングによる生体

の老化は発癌の基盤になっていることから、

エイジングを修飾する栄養状態や食品成分が

そのままでも発癌を修飾する可能性が強いと

言えると思います。

このようなことを考えてくると、本来、生

体自身が持っている発癌の内部要因（老化、

癌遺伝子など）と発癌を防徐する防衛体制

（解毒、免疫、さらには癌抑制遺伝子など）

がその基底にあることを忘れてはならないと

思います。一方、食物環境はたんなる外部環

境条件にとどまらず、生体そのものを構築す

る材料・エネルギーとして生体側の体制を大

きく修飾する特性をもっているのです。つま

り、栄養状態あるいは食品成分に関わるばあ

いもあるが、それがもたらす生体応答が、発

癌を修飾するばあいもあります。上にも述べ

たように、食餌を制限するだけで、発癌の時

期がおくれ、またその進行も抑制されるとい

った現象もみられるのです。そしてまた、腸

内細菌への関与を介して発癌が修飾されるこ

ともあるのです。

エイジングの研究は、癌抑制の研究までも

含むふところの深い研究領域であることを最

後に強調してペンをおきたいと思います。

5 
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日本国際生命科学協会

1993年度総会報告

日本国際生命科学協会

事務局次長麓大三

本協会1993年度総会は、役員、顧問、理事

及び各委員会委員長の総数日名出席のもとに、

3月4日国際文化会館において開催された。

総会は下記議事次第に従い、角田会長が議長

となり、会議を司会し審議が行われ、それぞ

れ可決承認された。以下その概要について報

告する。

議事次第

1.会長挨拶

2 . 1992年度第2回理事会 （総会）議事録採択

3.新入会員紹介

4.議題

(1) 1992年度事業報告（案）

(2)1992年度決算報告書（案）

(3) 1992年度余剰金処分 （案）

(4）会計監査報告

(5)1993年度事業計画（案）

(6)1993年度収支予算書（案）

5. IL  S I本部総会報告

6. ILSI JAPA N優先検討課題

7 .その他

ILSI JAPAN 
1993 ANNUAL CONFERENCE REPORT 
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1.会長挨拶

開会に当たり角田会長より次の要旨の挨拶

があった後、昨年度第2回理事会の議事録採

択及び新入会員の紹介が行われ、審議に入っ

た。

会長挨拶

本日は1993年度総会のため、役員、顧問、

理事、各委員会の委員長および新会員の皆様

のご出席をいただき感謝に堪えない。

本協会は1981年に ILS  I日本支部として

設立されて以来、 12年目を迎えることが出来

た。 ILS  I本部は1978年に設立されたので、

15周年目を迎えることとなった、 “より安全

でより健康な世界をめざして”という共通の

ビジョンを持って 9支部、 1連絡所を有し、

全会員数は250杜となり、ますます発展をして

いる。本部のマラスピーナ会長は、日本国際

生命科学協会の昨年度における活動について、

北米支部と共にSeniorBranchとして他の支部

の指標になるものとして高く評価し、本部と

しても本協会の活動の活性化のため、人的、

財政的に協力する旨の心強い支援の意向を示

している。

FUMOTO DAIZO 
Administrator, ILSI JAPAN 

ILSl.(No.35) 93.6 
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さて、本年1月に理事各位に私の新年の挨拶

をお送りいたし、本総会において理事各位より、

具体的な年次活動計画のご審議と IL S I J 
APA Nの使命の達成に向けて率直なご意見を

いただきたい旨お願いした。

私は本年は“実行の年”と位置づけたいと考

えている。昨年の9月の第二回理事会において

は新しい組織、人事のもとで事業活動の推進に

関しご意見をいただいたが、本日は、本協会の

1年間の動向を把握した上で、 1993年度を飛躍

の年とするため稔りある仕事を着実に推進すべ

く理事会、役員会および各委員会が協力して、

課題を絞り実行してまいりたく存じている。本

総会を有意義に活用できるようご支援をお願い

致したい。

本日の議題はご案内の通りである。よろしく

ご審議の程お願いする。

2.議題 (1)199ヨ年度事業報告（案）について

議長：議題（ 1 ）について桐村事務局長に説明

を求めた。

桐村事務局長：事業報告（案）について次の如

く説明を行った。

( 1) 1992年度の事業活動の特徴

1992年度は ILSI JAPA Nの十周年を

終え、次なる飛躍に向けての年であり、種々の

改革、活動が行われた。その主なるものは総会、

理事会の開催の他、新会長の就任、役員会の充

実、組織の強化改革、各委員会及ぴ各研究委員

会の活動、毒性学の国際シンポジウムならびに

内外研究者を招聴した学術集会の開催、本部総

会への出席及び機関誌の改名と定期刊行、栄養

学レビュー誌の発刊等である。

1992年度における活動の要点については次の

通りである。 （尚、 l～ 6月については、昨年

度第二回理事会報告として本誌33号に掲載して

あり、重複するので要点のみとする。）

ILSl.(No.35) 93.6 

-ISL I本部総会に出席

1月19日米国フロリダ州マイアミピーチ市

で開催された ILS I本部総会報告。

一故小原会長の葬儀、告別式

故小原哲二郎会長の葬儀及び告別式が1992

年1月20日千日谷会堂において神式により

葬儀及ぴ告別式が執り行われた。

一角田副会長が会長に就任

3月5日の総会において角田俊直氏が満場

一致で会長に推薦され、就任した。

組織の改革

第一回総会における組織の強化改革として

は次の知く取り決められた。

①副会長を新たに学界から 2名、産業界から

l名選任し、従来の副会長と併せ学界3名、産

業界3名の計6名となった。

会長：角田俊直氏（新任）

（味の素（株））

副会長：粟飯原景昭氏

（大妻女子大学）

木村修一氏（新任）

（東北大学）

小西陽一氏（新任）

（奈良県立医科大学）

戸上貴司氏

（日本コカ・コーラ（株））

十河幸夫氏

（雪印乳業（株））

山本康氏（新任）

（キリンピール（株））

監事：印藤元一氏

（高砂香料工業（株））

難波靖尚氏

（前（財）食品産業センター）

②組織図

委員会は従来の編集委員会、財務委員会

及ぴ広報委員会に加え、科学研究企画委員

会、研究財団設立準備室及ぴ栄養学レビュー誌

編集委員会が新たに設けられた。また、科学研

究企画委員会には栄養とエイジング研究委員会、

バイオテクノロジー研究委員会、油脂の栄養研

7 
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財務 広報

委員会 委員会

担当： 担当：

十河 戸上

副会長 副会長

委員長： 委員長

大田 秋山

賛行氏 孝氏

栄養と工イジング

研究委員会

委員長：大田

賛行氏

編集

委員会

担当：

角田

会長

委員長：

青木

真一郎氏

理事会

（総会）

会長

副会長

科学研

究企画
ヨ~~司畠4ヨエ~ 

担当：

粟飯原

副会長

バイオテクノロジー

研究委員会

委員長：倉沢

1章伍氏

究委員会及び安全性研究委員会が設置され、そ

れぞれ活動を開始した。なお、従来の各ワーキ

ンググループは研究委員会設置に伴い発展的に

解散した。

一機関誌の改名

編集委員会においては創立十周年を経過し

たことを節目として、従来の機関誌「食品 と

ライフサイエンスjを「ILS I・イルシーj

と改題し、体裁も B5版からA4版と 見やす

くし、内容についても種々検討を加え1992年6

月にその第 l号を従来との連続性 を考えNo.

31として刊行し、引続き32号を9月、 33号を 1

2月に定期的に刊行した。

一栄養学レビューの発刊

従来から検討されていた「NutritionReviewsJ 

8 

｜事務局 ｜ 

研究財 「栄養学

団設立 レピi-J誌
準備室 編集委員会

担当： 担当：

p上 木村

副会長 副会長

油脂の栄養

研究委員会

委員長：日野

哲雄氏

奈良病理組

織セミナー

実行委員会

担当：

小西

副会長

安全性

研究委員会

委員長：大下

克典氏

の日本語版の発行について ILS I本部及びI

LSI-N Aの好意により当会が版権を譲り受

け、関係者の努力によりその第 1号が10月に

「栄養学レビューjとして出版された。編集ス

ッタフとしては木村修一先生を編集長、小林修

平先生を副編集長とし、編集委員、編集幹事及

び翻訳者からなり、年4回を目標として刊行す

ることとなった。なお、発行は建吊杜の協力に

より同杜が当たることとなった。

一刊行物

定期刊行物の「食品とライフサイエンスJ
No.30「ILS I・イルシー」 No.31,32,33及び

栄養学レピュー誌第1号を刊行した。また、バ

イオテクノロジーWGによる「バイオ食品の安

全性jを建吊社から刊行した。

ILSl.(No.35) 93.6 
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-ILS I本部出版物の配布

I ・ L ・ S ・ I NEWS 

”Dietary Fibre -a Component of Food: 

Nutritional Function in Health and Disease" (edit-

ed by T.F. Schweizer and C.A. Edwards) 

Similarities & Di百erencesbetween Children 

& Adults”Implication for Risk Assessment (edit-

ed by P.S. Gugelian et al.) 

( 2) 1992年度の事業活動の概要

①会員の増減

1992年度上半期は3月12日に（株）ア

ルソア、 4月1日に日本食品加工（株）、

10月14日に日研フード（株）の入会があった

が、南海加工（株）の退会があったので総会

員数は65社となった。

②各種会合の開催

1992年度における理事会、役員会、委員

長会議、各委員会及び各研究委員会の開催状

況は次の通りである。

理事会（総会） 2回

役員会 4回

委員長会議 3回

科学研究企画委員会 3回

編集委員会 1 2回

広報委員会 7回

財務委員会 1回

バイオテクノロジーWG

及びバイオテクノロジー

研究委員会 9回

油脂の栄養研究委員会 5回

安全性研究委員会 3回

栄養とエイジング

研究委員会 1回

栄養学レビュー

編集委員会 2回

( 3）各種学術集会の開催

1992年度における当会主催による各種学術

集会は下記の如く、講演会5回、シンポジウ

ILSl.(No.35) 93.6 

ム2回、スライドセミナー 1回、研究集会l

回及び懇談会2回の計13回開催された。 （こ

こでも第2回理事会報告と重複する 5月開催

のスライドセミナーまでは要点のみとする。）

OILSI JAPA N講演会

「エイジング研究とクオリティー・オプ・

ライフJ
2月26日 講師：日野原重明博士

於：佐々木メモリアルホール

OILSI JAPA N講演会

「栄養とエイジング研究の方向性」

3月5日 講師：木村修一博士

於：国際文化会館

0 IL S Iシンポジウム（東京）
「環境化学物質のヒトがん発生に対するリ

スク評価」

4月13日、 14日

於：石垣記念ホール

0 IL S Iシンポジウム（大阪）
「環境化学物質のヒトがん発生に対するリ

スク評価j

4月16日、 17日

於：大阪千里月華殿

OILSI JAPA N講演会

「食物とがんJ
5月14日 講師：杉村隆博士、 D.日フ

イリップ博士、 R.C.ガーナー博士

於：食糧会館

OILSI JAPA N講演会（大阪）

「毒性病理に関する新しい知見J
5月19日 講師： C.C.ケイベン博士、

J.P.D.マギー博士

於：ライオンズホテル大阪

OILSI JAPA N講演会（東京）

「毒性病理に関する新しい知見j

5月25日 於：学士会館

講師は大阪会場と同じ

0第10回実験動物の筋肉、骨組織に関する国
際シンポジウムと ILS I病理組織スライ

9 
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ドセミナー

5月20日～23日 於：奈良県立新公会堂

OILSI JAPA N講演会

「安全性研究におけるリスクアセスメント

の考え方J
9月4日 於：国際文化会館

講師：林裕造博士

参加者： 60名

Oエイジングと栄養公開研究集会 10月25日
仙台市における第二回全国食文化交流プラ

ザ（みやぎ食際’92）に参加、当会主催

「エイジングと栄養：健康と長寿をめざす

食生活J公開研究集会を仙台国際センター
において開催、東北大学農学部長木村修一

博士を座長として次の講演が行われた。

「エイジングと栄養」

東北大学農学部長木村修一博士

「沖縄の長寿をもたらす食生活の秘訣」

沖縄県副知事 尚弘子博士

「日本人の食生活j

東京都老人総合研究所地域保健部長

柴田博博士

「食事と運動」

筑波大学体育科学系教授

鈴木正成博士

参加者： 350名

OILSI JAPA N講演会

「魚介類脂質の栄養J
11月30日 於：学士会館

講師：板倉弘重博士

参加者： 48名

O懇談会
①「畜産物油脂の栄養についてj

11月20日 於：食文化研究財団

講師：渡辺乾二博士

参加者： 14名

②「Sc P開発経緯について
ーその安全性と社会的受容性－J
12月8日 於：島根イン青山

講師：大岩丈二先生

10 

前田茂先生

参加者： 30名

議長：議題（ 1 ）について諮り、全員異議な

く可決承認された。

3.議題（ 2) 1992年度決算報告書（案）、

議題（3) 1992年度剰余金処分（案）及び三義

題（4）会計監査報告について

議長：議題（2）および議題（3）について

大田財務委員長に説明を求めた。

大田財務委員長：決算報告書（案）について

説明を行い、併せて剰余金処分（案）につい

て説明を行った。

議長：議題（ 2 ）および議題（ 3）につき、

監事に対し、監査報告を依頼した。なお監事

については従来印藤元一氏と難波靖尚氏にお

願いしていたが、難波氏から健康上の理由で

辞退の申し出があったので、永年のご協力に

感謝するとともに役員会においてはやむを得

ないと判断し、難波氏の後任を青木真一郎氏

にお願いした旨の報告を行った。

印藤監事： 3月1日に青木監事とともに日本

国際生命科学協会事務所において、決算報告

（案）および関係書類について審査したとこ

ろ、いづれも誤りがなく正確に処理されてい

ることが認められ、また剰余金処分（案）に

ついても適正、妥当と認められた旨報告した。

議長：議題（2）および（3）について諮り、

全員異議なく可決承認された。

4 .議題（5) 1993年度事業計画（案）およ

び議題（6) 1993年度収支予算書（案）につ

いて

ILSl.(No.35) 93.6 
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議長：議題（ 5 ）について桐村事務局長に、

議題（6 ）については大田財務委員長にそれ

ぞれ説明を求めた。

桐村事務局長が1993年度事業計画表に基づき

下記項目について説明を行い、続いて収支予

算書（案）について大田財務委員長が説明を

行った。

( 1 ）組織強化対策

1 ）会員増

2）事業活動の拡大と推進

3）将来展望の実行

4）法人化の研究推進

( 2 ）財政の安定化対策

1）会員増による財政強化

2）法人化への準備

( 3）会議開催予定

1 ）理事会（2回）

2）役員会（4回）

3）委員会：

財務委員会（4回）

広報委員会（10回）

編集委員会（12回）

科学研究企画委員会（4回）

N R編集委員会（4回）

4）委員長会議（4回）

5) R F設立準備室会議

(4）科学研究の推進

1）既設研究委員会の活動推進

－安全性研究委員会

．栄養とエイジング研究委員会

・バイオテクノロジー研究委員会

．油脂の栄養研究委員会

2）新規科学研究及び調査の推進

( 5 ）学術集会の開催と参加

1）シンポジウム「毒性学の将来への展

望」

2）シンポジウム「バイオ応用食品J
3）講演会

( 6）出版

ILSl.(No.35) 93.6 

1) 「ILS I・イルシー」 (4回）刊行

2) 「栄養学レビューj (4回）刊行

3) 「栄養とエイジングjシンポジウム

講演録（日本語版）

4）その他栄養、健康、安全性について

の関連資料

5) ILSI （本部・支部）による学術

書、ニューズレターの配布

( 7）広報活動

1 ）会員企業経営者との懇談

2）入会勧誘活動強化

3）メディアとの交流

(8) ILS I本部及び他支部との連携

( 9）行政との関係強化

1）国際的視野に立った政策決定への提言

2）国際会議における協調

(10）関連学会、協会への協力推進

議長：議題（ 5 ）および議題（6）について

諮り、全員意義なく可決承認された。

5. IL S I本部総会報告

議長：本年1月22日から28日までパハマで開

催された ILS I本部総会に木村副会長を代

表として7名の方々に出席をお願いした。 2

月の役員会でその報告を伺ったが、本日の冒

頭でも申し上げた如く ILS Iは世界的にま

すます発展しており、国際的知名度も上昇し

ている。それらのことを含めて福冨事務局次

長、杉田本部理事、および木村副会長にそれ

ぞれ報告いただきたい。

福冨事務局次長：本部総会報告については

「イルシーJ34号にも記載があるが、ここで
は配布資料の「ISL I本部総会の報告」に

基づき報告を行う旨述べ、次の項目について

報告した。

(1）マラスピーナ ILS I会長の年次報告

く） IL S I本部が15周年を迎え目下 15周
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年誌を編纂中、く） IL S Iが9支部、 1連

絡所を有し、 HES Iを加え会員数が250杜

となる、く〉本部年間予算、く〉二大国際会議へ

の参画、く〉栄養学レビュー日本版の刊行につ

いての祝意表明、く）ILSI Pres sの

設立

( 2 ）役員の改選

本部Boardof Trusteeの改選により、 31名の

理事が選任され、うち日本からは林裕造、杉

田芳久、十河幸夫の3氏が選任された。杉田

氏は ExecutiveCommitteeのメンバーにヲ｜き続

き選任された。

( 3）支部会

く）Branch設置基準、く＞HESIメンバーと

支部との関係、。HumanSubject Researchと

p L、く）TrademarkProtection、く〉支部の調査

研究活動、く〉支部役割のガイドライン、

く） ILSI Pres s、く〉支部会員募集に

おける問題、く〉情報サービス

( 4）日本での国際会議への支援

( 5) FA OおよびWHOとの関わり

( 6 ) Aging Instituteを東京に設立することに

ついてマラスピーナ会長の要望

( 7) I S L Iに東南アジア支部を加えた組

織図についての説明

杉田本部理事：配布資料の「Boardof Trustee 

報告」および「ILS I年会報告」に基づき、

次の項目について報告した。

く〉日本支部の活動状況報告、く）HESIの

設立経緯およびその現況、く）ILSI Br 

a n c h設立基準改訂版、く〉臨床試験実施基

準、く〉食品栄養科学委員会学術報告

木村副会長：今回本部総会に出席LNutrition 

Reviewsの編集長Dr.Rosenbergと会ったが、

Dr. RosenbergはNutritionReviewsの日本語版

「栄養学レピ、ューJの発刊をたいへん喜んで
いた旨の報告の後、本部総会関係では、 IL 

s I北米支部の食品栄養科学委員会学術報告

12 

では興味あるものが多く、例えば、ある種の

脂肪酸による免疫系の活性化、微量元素の重

要性とエイジングの関係、脂肪の食欲増進作

用メカニズム、鉄欠乏の妊婦、小児への影響、

炭水化物の栄養価の見直し、大豆に含まれる

エストロゲン類似物資の作用等があった。印

象としては全般的に大変興味深いものであっ

たが、日本の食品についても種々取り上げら

れており、我々としても食品の側からそれら

について追求し、研究を促進する必要がある

と感じた旨の報告があった。

議長：次にファイザーの笹山社長が本部総会

に参加されたので、印象についてお話いただ

きたい。

笹山社長：マイアミでファイザーの社内会議

があり、バハマの近くであったので1日だけ

参加した。全体の印象としては次の4つの点

について述べた。

①I LS IとFAO/WH Oとの関連につい

て、 ILS Iがこれら国際機関とのつな

がりが強く、その一部として一体化して

いることを強く感じた。

②I LS Iは環境、食品、栄養の問題等につ

いて今正に直面している問題を正確に方

向づけている。かなり後になって日本で

問題となるようなことも含まれており、

これらを先取りして進めており、総会は

決してお祭の会議でないと感じた。

③F D AとかECからも参加しており、加え

て新しいメンバーの東南アジアのような発

展途上国の参加もあり、これらの人々の生

の芦が聞けるということは大変意義あるこ

とと思った。

④I LS I本部事務局の受入れ態勢は大変優

れており、アレンジも完壁で何の不安もな

く参加できた。会員の皆様も是非来年は参

加され、 ILS Iを日本の外側からみてそ

の真価をわかっていただきたい。
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6. ILSI JAPA N優先検討課題

議長： 1992年事業計画表に記載しである優先

検討課題は昨年の総会で定められたものであ

り、この方針に沿い組織強化、各委員会の活

動を推進し、固めてきた。会員各社の役員、

理事、委員長が一体となり、ようやく全体の

ベクトルが合い始めてきたので、今年度はこ

の4つの課題を実行する年と位置づけたい。

本日の配布資料の事業報告の2頁に組織図が

あり、各委員会の担当役員および委員長が記

載されている。

以下各委員長より活動計画と、加えて国際

シンポジウムについてご説明いただき、最後

に木村副会長から講評をお願いしたい。それ

では秋山委員長からお願いする。

秋山広報委員長：昨年度後半の活動および本

年度活動計画に関し次の項目について報告し

た。

く〉昨年10月仙台で開催された第2回食文化

交流プラザ公開研究集会への対応について

く〉会員増加対策の検討について

く）ILSI JAPA Nのガイドブック作

成検討について

く〉ニューズレター的なものの発行検討につ

いて

く〉業界紙等とのコンタクトの検討について

く〉広報委員会のレベルアップの検討・につい

て

議長：大変ご苦心の点多いと思うがよろしく

お願いしたい。つぎにRF設立準備室につい

て福冨事務局次長にお願いする。

福冨事務局次長：機関誌「イlレシーj掲載の

活動報告に基づき、 ResearchFoundation設立

検討経過およびその法人化、原資、人材等の

検討を行っている旨説明を行い、 1995年に予

定されている第二回国際会議までに具体的な
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研究財団の骨格を形成したい旨、および本年

度活動計画としては法人化を具体化するため

に関係官庁への接触、研究調査内容の枠作り、

原資についての基本的調査を行う旨報告した。

議長：只今申し上げた考え方とプロセスで進

めていきたい、時間がかかると思うがよろし

くお願いしたい。続いて科学研究企画委員会

について粟飯原副会長から報告願いたい。

粟飯原科学研究企画委員長：科学研究企画委

員会の活動状況を報告した後、本年度の活動

計画について次の如く報告された。

-1995年秋に開催予定の国際会議の準備のた

めの本年度の課題について 2月3日の科学研

究企画委員会において討議を行った結果、栄

養とエイジング研究委員会の会員対象のアン

ケート調査結果に基づき「エイジングと疾病」

および「脳の栄養と老化jを取り上げ、具体

的なテーマを定め進めることとした。このシ

ンポジウムのテーマと連動して、出来れば外

部の専門の先生に依託研究を実施することが

必要かっ有効と考え2月18日の役員会に提案

した。この提案について役員会においては、

研究企画委員会において、さらに具体的な検

討を行い、 7月頃までにとりまとめたうえ、

先ず小規模に行うことについて了承された。

本日の総会にこの点お諮りし、ご了承いただ

くこととなった。一

粟飯原委員長：それではこれから各研究委員

会の委員長からご報告いただくこととする。

内容はそれぞれ「イルシーJ34号に掲載され
ているので今年度の活動計画に重点をおいて

説明願いたい。栄養とエイジング、バイオ、

油脂、安全性の順でお願いする。

大田委員長：栄養とエイジング研究委員会に

関し、アンケート調査に基づくテーマの設定

の経緯、 RF設立準備室に対する協力、第一

回栄養とエイジング国際会議の日本語版プロ
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シーデイング作成について説明を行った。

倉沢委員長：バイオテクノロジー研究委員会

に関し、今年度活動計画の重点、項目として、

今年秋に開催を予定しているバイオ食品国際

シンポジウムについて次の要旨の報告を行っ

た。バイオ食品国際シンポジウムは組変え体

を食べる上での安全性の考察を行い、厚生省、

農水省の指針作りの参考とする事を目的とし

ていたが、行政当局における指針設定が早ま

り、シンポジウムの結果が反映されない見通

しとなった。このことから当初の計画のシン

ポジウムの内容の修正、メリットの確認等、

計画を早急に練り直し、原則的には10月に新

しい形のシンポジウムを開催し、バイオ食品

にどのような問題、あるいは心配があるか等、

消費者の理解を深める内容とする事で進めた

いと考えている。

日野委員長：油脂の栄養研究委員会に関し次

の要旨の報告を行った。油脂の研究委員会は

魚介類脂質の栄養、畜産脂質の栄養およびパ

ーム油類の栄養の3グループに分け、昨年度

で準備段階が終わり本年初めから本格的な活

動を行っている。現在世界の学会では必ず油

脂に関連する報告があり、これらを取り上げ

て紹介していきたい。油脂はエイジングと密

接な関係があることから、油脂の研究委員会

の検討結果が第2回栄養とエイジング国際会

議のテーマの種になればよいとも考えている。

また、パーム油は将来世界における油脂供給

源の主流を占めるものと考えられることから、

この油脂の特性について、さらに詳細に研究

する必要があり、マレーシアのポリム研究所

等と協力してパーム泊の栄養に関する疫学調

査を行うことも考えている。

大下委員長：安全性研究委員会に関し、検討

主題として定めた「加工食品の保存性と日付

表示Jの設定に至る経緯および現在行政面に
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おいて検討が進められている日付表示との関

連性について説明を行い、当面の緊急課題と

して、加工食品の定義と分類、加工食品の品

質保持期間の科学的評価、日付表示に関する

国際的調和の方向性について検討を進めてい

く旨報告した。

議長：次にこの4月に開催を予定している

「毒性学の将来への展望国際シンポジウム」

について福冨事務局次長から説明願いたい。

福冨事務局次長：毒性学の国際シンポジウム

について次の要旨の説明を行った。昨年の理

事会でもご説明したが、毒性試験の評価法に

ついては国際的に統一化の方向に進んでおり、

WH  Oでもガイドラインを設定する動きもあ

る。今回のシンポジウムは過去11回のスライ

ドセミナー完結記念を兼ねて行われるもので

あり、 21世紀に向けて毒性試験法のあり方を

主たるテーマとしている。このシンポジウム

の所要経費は会員の皆様のご支援をいただき

経済的に成り立たせる方法もあるが、時節柄

参加者の参加費により賄うことを主としてい

る。参加者は200名を目標としているが本日

現在の申込数は約40名であり、会員各社にお

かれては是非1名以上の参加をご検討いただ

きたい。

議長：次にこのシンポジウムの運営面をご担

当いただいているボゾリサーチセンターの山

内社長よりPromotionを兼ねてお話をいただ

きたい。

山内社長：シンポジウムの内容に関し、次の

如く説明を行った。

一過去11回奈良で病理に関するスライドセ

ミナーが行われたが、私はこの関係でILS 

Iに参加した。 ILSI JAPA Nにおい

ては食品会社が多いことから栄養学が主体

であるが、 ILS I本部では食品を摂ったと

きの安全性をどのように確保するかについ

て検討が行われている。これも毒性学が関係
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するものと思う。先般行われた栄養とエイ

ジングのアンケート調査においても、栄養過

多による毒性、栄養と疾病の関係等につい

て興味を持っていることがわかる。毒性学と

いうと馴染みが薄いと思うが、例えば成人

病関係で日本人の場合30歳以上で30%の人が

異常値を示していると聞いている。それが何

故起きるか、それを解明することも毒性学で

ある。

今回開催される国際シンポジウムを一つの

チャンスとして参加され理解を深めていただ

きたい。疾病の起こる原因は食生活と関係が

深く、これからの食生活はどうあるべきか、

それを解明し、どのように進めるべきかなど、

全体的にとらえるためにも是非参加していた

だきたいと望んでいる。一

議長：ただ今お話があったように是非ご協力

いただきたい。最後に木村先生から各委員会

報告等全体について感想をお願いいたしたい。

木村副会長 ：全体についてお話申し上げる前

に「栄養学レビューJについて一言お願いい
たしたい。 「栄養学レビューJの第2号が出
来て皆様のお手元に届いていると思うが、第

2号は脂肪に重点をおいた内容となっている。

「栄養学レピュー」は月刊のNutrition

Reviewsの内容から興味あるものを選定して

3ヶ月に l回の季刊としており、月刊とする

にはまだ力不足で出来ない状態である。

Nutrition Reviewsは栄養学を学ぶ者にとって

新しい情報を得るために、これに勝るものが

ないものであり、 「栄養学レビューjは日本

語になっているので必ず皆様に読んでいただ

ILSl.(No.35) 93.6 

けるものと期待している。現在購読者数は約

800名であるが、出版社では1500部出ないと

ペイしないと言っているので何卒よろしく宣

イ云していただきたい。

研究委員会についてはそれぞれの委員長か

らお話があったが、 ILSI JAPAN 

がILS I N.A.のような力を持つために

は、第1に如何に組織するか、第2には如何

に世の中に知らしめるか、第3には如何なる

活動をするかということであり、最終的には

魅力ある組織としなければならないと思う。

特に官 ・学の人々にとって魅力ある認識を持

たせるようにしないと強くならないと思う。

私自身は栄養学の方面の活動で古くから IL 

SIJAPA Nに参加しており、 IL S I 

JAPA Nの活動について十分意欲を持って

いる。しかし、何と言っても未だILS Iを

知らない人が多い現状であるが、本日討議さ

れた活動の内容は今まで申し上げた方針に即

応するものとなっているので、是非進めてい

ただきたい。特に 「栄養とエイジング国際会

議jを行う際、我々が主体的に日本独自のも

のを取り上げるためには、それなりの覚悟が

必要であると思う。その覚悟がないと国際会

議の内容に我々の主張を入れることはなかな

か困難であると思う。その面で先程の粟飯原

先生のご提案は時宜を得たものと思う。この

ための研究費は沢山でなくとも必要なものと

考えられることから、私からも委託研究の実

jjfliについてお願いしたいと考えている。

議長：以上により全ての審議は終了し、閉会

を宣した。

総会風棄
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エイジングと脳の活性化

一摂食機構の立場からー

大村裕

日本臓器製薬（株）・生物活性科学研究所 名誉所長

九州大学名誉教短

わが国の65歳以上の人口は約13%に達しており、世界ーの長寿国を謡歌しています。

しかし70歳を越えるとこの国の老人性痴呆は増加し始め、 74歳までに3.1%、75から79

歳までに 5%、80歳から84歳までに13%、85歳からは実に30%と、 5年ごとに倍々の

急激な増加です。

さて摂食はヒトにとって最も大切なことで、これによって、生体エネルギーを確保し、

生体の種々の機能に対してホメオスターシスを保持しています。摂食を調節しているハ

ード機構は、視床下部にある満腹中枢と摂食中枢です。そしてこれら中枢内に、特殊に

分化した神経細胞群があり、血液中や脳脊髄液中の代謝産物、ペプチド、ホルモンなど

の科学物質の濃度の変化に反応します。従ってハードに対するソフトは、空腹時と満腹

時に変化するこれら内在性の科学物質です。

最近の神経生理学は、摂食が、生命維持に必須であることに加えて、脳の学習記憶の

イ足進効果を持っていることを教えてくれています。すなわち摂食によって脳から放出さ

れた線維芽細胞増殖因子が満腹物質として作用すると同時に、海馬に働いて記憶促進効

果を発揮するのです。線維芽細胞増殖因子の放出には、炭水化物の摂食によって脳内に

ブドウ糖が増えることがトリガーとなっています。この線維芽細胞増殖因子は、アルツ

ハイマー型病態モデルである老化促進マウスの生後早期から学習記憶能力が低下して行

くのを 1週間 1回の度下注射によって完全に防止することができます。これは海馬を含

む記憶に必要な回路を正常状態にもたらすことによります。

Aging and Activation of the Brain YUTAKA OMURA, M. D., Dr., Med. Sci. 

Institute of Bio -Active Science -from the Angle Feeding Mechanism-
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また、ネズミでの摂食は、自由に満腹するまで続けさせるよりは、全力口リーを60%

にした食事、すなわち適当量のたんぱくと炭水化物にして指肪は抑えた場合、寿命が2

倍に延長するだけでなく脳の老化による学習記憶能力低下を阻止できることがわかって

いるのです。この食事制限は毎日でなくても 1日おきとか 1週2日とかでも有効です。

しかし早くから開始する方がより強く働きます。このようにすると免疫など生体防御機

構が増加し、脳内の記憶回路が働くのに必要な種々の化学伝達物質を増加させているた

めに有効なのです。

このように脳の活性化を摂食神経生理学の面から考えることが出来るのです。

はじめに

脳の活性化について今日お話しする内容は、

食事をすれば脳内に、ある物質が出て、脳が

活性化されるということです。老化と共に脳

の機能はだんだん低下していきます。また老

化モデル動物があって、京都大の竹田俊男教

授が遺伝的に早くから老化するマウスを開発

されました。この老化促進マウス（Senese-

ence accelerated mouse ; SAM）に、上の私

の見付けた物質を生まれて3週間目から l週

1回皮下注射する。後にそのことについて話

しますが、そうすると死ぬまで学習記憶の能

力が落ちないのです。この物質は線維芽細胞

増殖因子（FibroblastGrowth Factor ; F G F) 

です。

さて、まず現在の日本がどういうふうな人

口状態におかれているかと考えると、 1991年

で日本の65歳以上の人口が12.5%を越えまし

た。これは皆様よく御存知のことで、 12.5%

にも増えましたがその内の4分の1は更に活

躍したいと言う勤労意欲の非常に高い人達で

す。ですからこういう人達が痴呆になること

なくいつまでも働けるような状態にもって行

くことが、我々医学関係の人間にとって、ま

た政府にとって非常に大事なことだと思いま

す。 1982年から88年にわが国の自治体で行っ
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た21の疫学調査によると、老年痴呆の有病率、

つまり痴呆にかかった人の率は、 4から 6%

です。ところが更に年齢別に見ていくと、 65

歳から69歳までは老人性痴呆は1.2%で、 70

歳から74歳になると3.1%、この辺まではそ

う悪くありません。しかし75歳から79歳まで

は4.7%で、 80歳から84歳になると13%に増

え、 85歳以上になりますと実に29.4%と3人

に1人の率で老人性痴呆になっております。

つまり65歳以上は5年毎に2倍強づっ増えて

いく勘定です。

これは非常に大きな問題で、本人自身はわ

からないのでハッピーでしょうが、周りの人

達にとっては非常に迷惑なことです。 80歳く

らいまではまあまあだいたい大丈夫でしょう

がそれを越えたら充分に注意していく必要が

あります。私の考えでは、厚生省は何と言う

かわかりませんが、 80歳になってからでは遅

いわけで、 65歳ぐらいから磁気共鳴画像法

(MR I）で脳血管の梗塞がどの部分にどれ

だけあるかをず、っと l年か2年おきにみ持続

的にみていって、その数がある程度以上越し

たら予防的に脳の賦活薬を投与していく必要

があると思います。

日本の老人性痴呆の70%は脳の血管性由来

ですから、このような予防的なことに対して

は政府は充分な対策を講ずべきであると思い

17 



Life Science & Quality of Life 

ます。ではどのような薬物を飲めば良いのか

ですが、実際そんな良い物はありません。

このように、わが国の老人人口が増えてき

て、 1985年時には生産年齢の人、すなわち15

歳から64歳までの人達が6人か7人でl人の

老人を養えばよかったのが、 2000年になると

4人が1人の老人を養わないといけない。

2025年には2.6人がl人の老人を養わないと

いけないということで、大変なことです。本

当にこの数字を見ると、日本の将来はなかな

か油断出来ないと言うか大変なことだと思い

ます。

1.寿命と脳の活動

寿命を延ばすのはどうしたら良いかという

ことですが、京大の家森幸男教授のお話では、

ロシアの南の方のグルジア地方が非常に長寿、

つまり 100歳を越えた人が多いのです。なぜ、

長寿かと言うと、一つは老人が非常芯尊敬さ

れていることと、家族が大家族で生活をして

おり、老人がl人でアイソレーションされて

いるのではなくて、多くの家族の中で一緒に

生活をしている。この二つが大切な事だそう

です。それから栄養面では、食べているのは

低たんぱく性で、あまり脂肪を取らない。チ

ーズとか乳製品を取り、食塩摂取量が低いこ

とです。それ以外はそう強調すべきことはな

いです。このようなことを動物実験で調べて

みますと、ネズミでは標準として30センチ四

方のかごの中に3、4匹入れて飼育するのを

倍にする、つまり 6匹を一つのかごに入れ、

標準と寿命を比較して見ると、標準のものの

寿命が1年半から 2年で、倍にすると寿命は

ず、っと延びます。また1匹だけアイソレイシ

ョンすると寿命は非常に短くなる。生まれて

すぐアイソレイションすると、これはサルの

実験でわかっているように、大きくなって性

行動が出来なくなります。

18 

さて、アセチルコリンを合成する酵素

( Cholin acetyltransferase ; C A T）の量がア

イソレイションしたラットの脳ではがた落ち

になっています。アセチルコリンは脳の活動

を司る神経細胞、つまり脳の活性化にとって

非常に大事なものです。脳内でアセチルコリ

ン産生神経細胞の集団は二箇所あります。一

つは中隔で、ここの神経細胞群は海馬の神経

細胞にシナプスを作って接続しています。こ

れは記憶の回路です。もう一つはマイナート

核で、ここの神経細胞群は大脳皮質の神経細

胞にシナプスを作って接続しています。アル

ツハイマー病ではマイナート核の神経細胞群

が脱落してきます。従って大脳皮質にアセチ

ルコリンを供給できなくなり、皮質のニュー

ロン群の活動がうまく行われなくなるのです。

家族団らんは大切なことなのです。中隔のア

セチルコリン細胞群が脱落すると学習できな

くなります。これについてはSAMのことで

また述べます。

年齢と体の若さ、言い換えると脳の若さと

言ってもいいかもしれませんが、その関係を

みると、年齢より老けて見えるヒトは寿命が

短くて、若く見える、あるいは脳の方も若い

であろうヒトは寿命が有意に長くて違ってい

ます。統計では大体20%くらいの差で、若く

見えると言うか考え方の若いヒトが寿命が延

びています。

a.脳の萎縮

脳の重量をMR Iで見ると、少しづっ年と

共に大脳が縮小していっています。冗談があ

って、大学の先生は全部MR Iを取るべきだ。

業績を上げていない先生の脳では…などとい

う話しがあり、 55歳を過ぎた教授は絶対MR 

I検査を受けない方が安全だと言うわけです。

一応75歳で脳重量は35歳の時の92%位までは

下がり、神経伝導速度は速いもので1秒間に

100メートルですが、これも90%に落ちます。

それから基礎代謝量は75歳で84%に下がりま
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す。脳は加齢によって脳室が拡大して行き、

実質は10%以上萎縮するが脳全体に一様に平

均して起こるのではなく、大脳皮質、小脳皮

質、脳幹の一部である黒質や青斑核などが著

しいのです。これらの部位は神経細胞の減少

のための萎縮です。大脳皮質では前頭葉の上

前頭回（運動前野から前上方で前頭前野の尾

側）、上側頭回（視覚中枢の上位の連合野）

および視覚中枢で、減少の割合は90歳では若

いヒトの約60%位になります。小脳皮質でも

90歳ではプルキンエ細胞が50%位減少してい

ます。黒質はドパミンを産生する神経細胞群

が集団としてあるところで、これの脱落はパ

ルキンソン氏病の原因となります。 60歳以上

でパルキンソン氏病になるヒトが増加し、ま

たパルキンソン氏病ではなくても、手がふる

えたり、速く歩けなくなったりします。青斑

核はノルアドレナリン産生神経細胞群が集団

を作っており、大脳皮質を始め脳の種々の部

位の神経細胞や血管と接続してノルアドレナ

リンを供給しています。これの脱落で脳の血

管の調節や睡眠の調節が障害されます。特に

夢をみる時のレム睡眠が障害されます。アル

ツハイマー病では、この細胞群も非常に多く

脱落しております。ヒトの視交叉上核、日概

リズムを司る部位では80歳以上では容積が35

%減少し、その内に含まれるパゾプレッシン

産生神経細胞の数も62%減少します。これは

加齢と共に日概リズムが障害されることと関

係します。アルツハイマー病ではパゾプレツ

シン神経細胞減少は40歳からの歳で89%にも

達します（8）。

b.樹状突起の変化

神経細胞が脱落するというドラスティック

なことが起こる前に、加齢によって神経細胞

に起こる変化はその突起いわゆる樹状突起の

減少です。樹状突起は他の神経細胞からの突

起がシナプスを作るところですから、これの

減少は脳の情報交換に支障をきたすことにな
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ります。ところが記憶回路の内の海馬などで

は、加齢に伴う神経細胞の減少が多いにもか

かわらず、生き残った神経細胞がその機能を

代償するために樹状突起が伸展したり、その

数を逆に増やしたりしているのです。脳で神

経細胞の脱落のない領域は樹状突起の変化も

見られていません。ですから老人と成人の樹

状突起の長さや広がりを比較すると、老人の

方が勝っています。しかし老人性痴呆の場合

にはず、っと低下しています。樹状突起が逆に

代償する理由はよくわかりませんが、標的部

位の神経細胞からシナプスを受けている時、

受取側の一個の細胞が死ぬとすると、隣の生

き残っている細胞に神経線維を伸ばして代償

性にシナプスを作ったり、またその時、標的

細胞から軸索輸送によって運ばれている栄養

因子が、受け取り側がなくなったので過剰に

その付近に拡散することによると考えられます。

c. リポフスチン頼粒と老人斑

加齢と共に肝、筋細胞、神経細胞などの中

に黄褐色の蛍光を発するリポフスチン（過酸

化脂質を中心として、たんぱく質などを巻き

込んだ不溶性の不均質な集合体）が蓄積して

きます。これは老化の指標ですが、この蓄積

する神経細胞も部位によって大きな差があり

ます。

老人斑は、直径5～100μ mの大きな沈着

物で、老化脳の細胞外に現れてきます。 7～

lOnmの太さの戸構造のたんぱくが重合した

線維状のアミロイドが中心にあり、その周り

を変性した神経線維およびミエリン様物質が

取り囲んでいます。 65歳頃から年齢と共に増

加してくるが、特に海馬、扇桃体、大脳皮質

などに広範に現れてきます。老人性痴呆では

これが著明に増加しています。

d.老化と大脳の働き

これをみるのに二つの方法でみたデータが

あります。
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一つは言語を使つての理解に関連した能力、

あるいは長年蓄積されている知恵と言います

か、そういうものを扱ったテストです。もう

一つは感覚運動機能を共同して働かせること

を基礎としたテストです。これらで知能テス

トしてみると、前者は結晶性能力テストと言

いますが、 20歳から60歳までではだんだん向

上していっており、老年になってもあまり変

わらないということが出ています。ところが

後者の流動性機能テストでは、やはり20歳く

らいから徐々に下がっていく。いわゆる人生

を経て行くに従って得られた知識、結晶性能

力はそのままで、下がっていないことから、

老年に向かうヒト達にとってはこれを十分活

用することが大切なわけです。

ネズミでも 13カ月を過ぎていきますと、

色々な学習テストでだんだん学習記憶能力が

悪くなっていきます。ネズミの学習・記憶を

調べるのには二つの方法を主として使います。

後に必要になりますのでここで述べておきま

す。

一つは受動回避学習テストで、暗箱の床に

金網を敷いて、電気ショックがかけられるよ

うにします。ネズミは夜行性で、暗い所が好

きですぐそこに入ろうとします。ところが中

に入ると強い電撃ショックを与えるのです。

これがネズミにとっての学習で、 24時間後に

もう一度暗箱の前に同じネズミを置きます。

昨日の経験を覚えていれば、入るのに跨跨す

るはずです。しかし最後には入るので、そこ

でこの入るまでの時間を測定して記憶の指標

とします。これは情動性記憶と言います。

もう一つはモリスの水迷路学習テストです。

マウスの場合は直径lmのプールに小さな足

場を水中に沈めていれ、水の表面にはポリス

チロールの粉を撒いてマウスには見えないよ

うにします。マウスを泳がすと、一回目は偶

然に足場にぶつかってその上に上がって休み

ます。 10分おきに4回このテストを行い、も

し足場の位置を覚えていれば、早く見いだす

20 

ことが出来るはずです。 4回の見つけるまで

の時間を平均し、短いほど良い訳です。これ

を空間記憶と呼びます。老化ネズミはこの2

テストで、有意に学習能力が落ちています。

電気生理学的に調べる方法は、海馬を使用

します。海馬のCA I領域に記録電極を入れ、

シャファの側枝に刺激電極を入れます。シャ

ファの側枝は入力系線維で、 CA Iの神経細

胞にシナプスを作っています。従ってシャフ

アの側枝を電気的に1回刺激すると、 CAI 

の部位からシナプス電位が記録できます。次

にシャファ側枝をlOOHzの頻度で7回（14.3

ミリ秒間隔）刺激を与えると、シナプス電位

は大きくなります。この大きさが数時間以上

も持続する時、長期増強（longterm potentia-

tion ; LT  P）が発現したと言います。これ

が記憶のモデル実験と考えられています。

海馬でLT Pを調べると、老化ラットの場

合（13カ月のものと30カ月のもの）ある程度

代償作用が行われていることがわかりました

( 1 ）。と言うのは海，馬に入ってくる神経線

維の数が減っているのです。つまり海馬神経

細胞にシナプスを作る入力系の神経の数が減

っています。従って入力系線維を刺激して発

生するシナプス電位が小さくならなくてはい

けないのですが小さくなっていません。これ

は入力が減ったために、受け取る方の神経細

胞のシナプスにおいて、伝達物質に対する受

容器の感受性を上げているためです（1, 2）。

海馬では代償作用があっても学習・記憶を司

る部位はここだけではありませんからどうし

ても年齢と共に落ちていきます。

では学習記憶能力が落ちていく原因は何か

ですが、今まで言われているのはアセチルコ

リンの原料になるレシチンを老化ネズミに多

く食べさせると、ある程度学習記憶能力が回

復してくるというデータがあります。同じよ

うにシティデイン（5’）ーデイフォスフォコリ

ンも有効とも言います。ガングリオシドもそ

の一つです。これはシナプス膜に非常に豊富
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図1：食塩（A）友びショ糖（B）に対する昧覚
の加齢との関係（5)

．． ．． ． ． 
． 
． 

． 

・・・

．
 

．
 
・

よ
ω 

ム
70 

－ 

・・ ・．．．・． ．”・・．．・・ ・－ ．・・・・・・・・ ・・ ・．． ． ．． ・．．．．．．．・．．．． 
－‘・・・－・・ ・．． ．． ・・．

．． ．． ．．  ．． 
・・・・ ・．．．．ー・．．．．・・・・・ ・・・・・・．．・・．．．．． ．． ．．．・．．．．－ ．． ．．－ ．．． ． 

． 

． 

よ一一」
図的

AGE (years! 

． 

--1.. 
40 

． 

上
30 

－ 

．． ． 

－・． 

． 

． 

ム
20 

-11-

白

星－2ト
U) 
凶
a: 
正
説。
a: 
~ .3い

8' 
.;J 

・1←

ド

ト

内

，

‘

内

d

白
4
D
Z回
凶
匡
工
↑
凶
口
一
E
O
J
Z
U
2コ
一
口
口
凶
ョ
目
。
4

4ト

A 

B 

にあるもので、これを補給すると老化による

学習能力の低下がある程度防げます。オラン

ダの D.de Wied先生はバゾプレッシンとかA

C寸Hが効果があると言っています。 ACT 

Hはストレスなどの場合に下垂体から出るホ

ルモンで、これが副腎皮質に作用してコルチ

コロイドを出させます。 ACT Hの最後の4

アミノ酸だけあればいいので、ネズミでは老

化による学習能力の低下を相当防ぐことがで

きます。ヒトでもこれを最近相当試していま

すが、まだ有意性は出ていません。ヒトでは、

ある程度患者の顔付きが良くなっだとか他の

人に対する対応が良くなったとか言う程度の

ことは出ております（3）。次にはアセチル

コリンを受け取る側の受容器、ムスカリン様

受容器の活性を上げる物質、ムスカリンなど

もある程度学習能力を上げると言われていま

す。脳栄養因子として神経成長因子（nerve

growth factor ; N G F ）があり、脳室投与に

よって老化ラットの学習・記憶の低下を回復

できるとも言われています。 FG Fについて

は後で述べます。

． ． 
・4ト

2.老化と味覚、嘆覚
」
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図2：クエン酸の濃度に対する味覚の若齢（平均
24歳）と老齢（平均83歳）の差（6)
水（濃度0）及び非常に低い濃度に対して
老齢者は若齢者より強く反応
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ヒトは加齢と共に味ゃにおいに対して鈍感

になってくるということが言われています。

しかし、舌にある味覚の受容器の構造も数は

加齢によって変化しませんし、電気生理学的

に調べた舌の感覚も変化ありません（ 4 ）。

図lに示すように、食塩に対する反応は年と

共に闘値がわずかに上がってますが（20歳と

お歳では3～ 5倍上昇）、砂糖に対しては変

化がありません（5）。また酸に対しでもあ

まり変わりません。図2に示すようにクエン

酸の濃度の変化に対する感覚の強さは、老年

者は低い味に若年者より強く感じています。

中等度以上の濃度では変化がありません。特

に水に強く反応しています。これらのことは
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図3：加齢と臭賞ーペンシルバニア大学臭覚テ
ストでつけた臭覚（縦） (7) 
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老年者はもともと舌に何か背景の味が刺激し

ていて（歯の周辺から何か分泌されていて）、

水や低濃度のものがきたときにその変化を感

ずるためではないかと考えられています（6）。

嘆覚については、図3に示すように加齢と

共にどのような匂いに対しても確かに低下し

て行っています（7 ）。しかも男性の方が女

性よりも強く低下しています。面白いことに、

嘆覚不全は加齢と痴呆との関係でアルツハイ

マー病やパルキンソン氏病での早期の指標に

なるのです。あるにおいをかがして30秒後に

尋ねた時、老年者は若年者に比較して、どの

ようなにおいであったか記憶して答える率は

56%に低下しています（若年者は80%）。こ

れが15分後や60分後になると、老年者では、

ほんの僅かの人になります。しかし視覚性の

もの（顔、ある道具、シンボルのようなもの）

に対しては、記憶障害はありませんからにお

い特有の現象です。

3 .性欲の中枢機構

a.性欲中枢

さて、私の専門は摂食行動の中枢機構です
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が、視床下部が摂食行動と性行動を支配して

いますので、この話からしていきたいと思い

ます。

性行動も統計によりますと80歳までは 1週

間に2回性行為をしたほうがよろしいと専門

家は書いています。

性欲中枢は図4に示すところです。視床下

部の一番吻側にあります。ここには性欲中枢

の他に飲水中枢と体温調節中枢の三つがオー

バーラップしています。性欲中枢の外側は睡

眠中枢になっています。ですから非常に大事

な中枢が視索前野だけに四つもあるのです。

性欲中枢を刺激すると、動物では交尾行動が

起こってきます。

図4：アカゲザルの脳と性中枢の局在
一横断面（前額断面）

上：サルの脳の横断面。横約6cm、縦正中で約3cm。
正中腹側部の前支連と視突叉の聞に視索前野が存在し、
中側視索前野はその最内側に位置する。下：横断面。
横約Bern、縦5cm、ほぽ中心lこ視床下部が存在する。
視索前野はその前方に位置し、これから後方約2mmの
ところに宵内側核する。腹内側核はその側腰に接して
存在し、外側野は腹内側核の外側に存在する。

横断面（前額断面）

前交連

視索前野

視交又

縦断函
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サルでは視索前野だけが交尾行動の起る

部位ではなく、背内側核、満腹中枢のすぐ背

側です。サルの雄の場合、ここを刺激すると

交尾行動が起こってきます。雌では腹内側核、

つまり満腹中枢です。ですから行動として、

性欲中枢を刺激しても満腹中枢を刺激しても

同じことが起こってきます。

サルの雌では、性欲中枢を電気的に刺激し

ますと雄を受け入れる姿勢をします。満腹中

枢を刺激しても同じ姿勢をとります。そこで

情報が全部入ってきています。視覚情報、聴

覚、味覚、嘆覚、触角、全部の情報がここに

入ってきてますから、ここで外界の情報を判

断できます。もし外界の情報が適当であれば

性行動が起こります。けれど雌がいない場合、

連合野で判断して手を出さないのです。つま

り視床下部を刺激したとしてもそこだけの話

でなくて連合野の活動に話が移ってくるので

す。これが一番大事なことです。視床下部に

ある摂食中枢を刺激すると摂食行動がただ単

図5：視床下部と前頭連合野との連絡一両者は相互に接続している。

連合野には視覚、聴覚、味覚、体性感覚なと、のt情報が入ってくる。

一一一視覚中枢

←一一聴覚中枢

に起こるというものでなく

て、餌がないとまずウロウ

ロ捜し回ります。そして捜

し当てればそこに行って食

べる。これは連合野があっ

て初めて出来ることです。
連合野

」一一味覚中枢

b.性欲中枢の活動

一一一臭覚中枢 雄ザルは雌ザルに約10秒

間マウントしますが、離れ

てて30秒間休み、また10秒

間マウントします。これを

10回くらい繰り返して最後

に射精します。そしてこの

l回離れる毎に雄はあくび

一一一体性感覚

ー
視床下部

雄がマウンテイング、つまり性交をします。

じゃあどちらが本物だろうかということにな

ります。

さて雄の性欲中枢を刺激しますと雌がいれ

ば手を出してこれを引き付けて交尾行動に移

ります。ところが雌がいないと雄の性欲中枢

を刺激しても手が出ません。例えば助手が雌

ザルの代わりに立っていてもだめです。なぜ

でしょうか。図5に示すように、性欲中枢と

連合野、ヒトでは一番大事なところ、と接続

しています。その為なんです。

視床下部の性欲中枢を刺激しますと、連合

野と直接つながっておりますので、連合野が

刺激されたことになります。ここには全ての

ILSl.(No.35) 93.6 
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性行動

喪食行動

をします。このような大事

図6：モンキーチェアー上でのアカゲサeルの性f官勧（10)

A：雄ザル雌ザjレをそれぞれモンキ チェア に座らせ、約1m
の間隔で向い合わせ、閤にスクリーンを置く。
B：スクリーンが上がると雄ザルは右手で前にあるパ を押し雌
ザルを近づける。約20回のパー押しで雌ザルが近づく。 c: 
雄ザルは雌ザルの腰に手をあて（夕、ソチング）、雌ザルはそれに
応じて雄ザルに尻を向ける（プレゼンティング）。 D：雄ザル
は雌ザルに背乗り姿勢（マウンティング）をとり蔭茎を揮入して
腰を前後に動かす（スラスティング）。
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図7：性行動の雄ザル視床下部神経活動
v：シャνター開放、円：パー押し、．：斐尾行動（夕、ソ
チーマウン卜ースラスト）、・：射精
MPOA：内側視索前野（性欲中枢）ニューロン、 DMH:
背内側核二ユーロン
上、下段とも同じニューロンの連続記録、 3'.t尾行動前に活動
が高進しており、パー押しと共に活動は低下、受尾行動中も
下がり、さらに射精後は一層活動が減少している。その後
徐々 に回復。
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な時になぜ、あくびをするのだろうかと、一番

最初にインドで見た時そこの先生に尋ねま

したら、インタナリーゼーション、内制止

のためと言いましたが、何のことかわかり

ません。

図6に示すように、スクリーンがあって

雄と雌は見えないようになっています。し

かし雌の匂いで雄はそこに雌がいることが

わかりますから、雄は盛んにこれを自分で

押し上げようとしたりしてます。験者がス

クリーンを上げますと、雄はそばにあるバ

ーを押して雌を近付けて交尾行動に移るの

です。雌は発情期にはフェロモンを出して

おり、雄はわかるのです。また、毎日訓練

をしていますから雌がいるのはわかってい

ます。フェロモンはこの場合非常に大事で、

雄の鼻に栓をしますとバー押しはなくなり

ます。

図7にこれが性欲中枢の電気的活動を示

します。スクリーンを開ける前からここは

非常に活動が上がっています。スクリーン

が聞いて雄はパーを押し続けています。つ

いで交尾行動に入ります。黒丸が射精です。

ノt－を押す途中位からもう活動が下がって

24 

図8：雌ザル獲得時とリンゴ彊得時の雄ザルの
視床下部神経活動（10)
同一内側視索前野ニュー口ン

上：雌がパートナーとして座った場合。
下：リンゴがパ 卜ナーとして置いてある場合。
↓V ：：シャνター開放、円：パー押し、．：斐尾行動、
．：射精、マ：両者の椅子を離す。

.i マ
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おります。そして射精で活動はより下がっ

てしまいます。つまり性欲中枢は雌を求め

るという気持ちの時だけ、つまり異性欲求

という動機時に活動して、実際の交尾行動

の実行時には活動していないということで

す（10）。

図8に示すようにリンゴを雌の変わりに

置いて、やはりスクリーンを開けると雄ザ

ルはパーを押し続けてリンゴの乗っている

イスを近付けて取って食べますが、その時

は性欲中枢の活動は全然変化しません。こ

の時は摂食中枢の方が活動しているのです。

行動としては同じでも脳の中は違うのです。

雌の性欲中枢の活動もパターンは雄と同じ

です。

射精後、性欲中枢の活動は低下したまま

ですが、 30分くらいたつとまた元に戻っ

てきます。射精時に、脳脊髄液中に増える

物質はオキシトシンで、これは視床下部か

ら出るホルモンで雌の場合には子宮を収縮

させるホルモンです。妊娠の最後のお産の

時にオキシトシンが出ます。ホルモンが射

精時に雄でも雌でも脳脊髄液中に増えてお

ります。雄の場合はオキシトシンはエルパ

ILSl.(No.35) 93.6 
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図9：性行動時のメスザル視床下部神経活動（10)

v：：シャνター開放、円：パー押し、ー－プレゼンティング、
．：射精
雌内側視索前野ニューロン活動。上段：性行動開始前に活動
が徐々に増加し、プレゼンティング中活動が著明に低下して
いる。毛づくろい中はわずかに抑制がある。中段：別の内側
視索前野ニューロン活動の加算ヒストグラム。プレゼンティ
ング開始時（矢印）をトリガ一点として12回加算。プレゼン
デイング開始直前に一過性の興奮を示し、プレゼンティング
中は活動は低下している。下段： l雌視床下部腹内側核ニュー
ロン活動。プレゼンテインクに一致して活動上昇している。
縦軸、インパルス数／秒。横軸、時間。
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・-
トールペニス筋、すなわちペニスを持ち上げ

る筋肉の活動を上げます。それからプロラク

チンも増えます。お乳を出させるものです。

電気刺激をすると交尾行動が起こる部位は

雌の場合には満腹中枢で、雄の場合は満腹中

枢のすぐ上にある背内側核です。どちらも図

9に示すように、ここはスクリーンが開く前

はぜ、んぜ、ん活動していません。スクリーンが

聞いてバーを押してる時も活動していません。

交尾行動の時だけ、つまりマウンテイング時

だけ活動が上がっております。満腹中枢や背

内側核はいわゆる実行系なんです。交尾行動

を実際に起こさせることに関係している。こ

のように神経細胞の活動を記録すれば、両者

の機能的差異がはっきり出てくるのです。

c.性欲を起こす原因

なぜ、性欲が起こるのかということになりま

す。雄の入ってるケースと雌の入っているケ

ースの真ん中に仕切りがあって、雌が雄を欲

求している時にそばのパーを押すようにしま

ILSl.(No.35) 93.6 
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す。雌がバーを押すと仕切が上がる。すると

雄が入ってきて雌と交尾行動をします。雌の

パーを押す回数を性欲の度合と見ますが、図

10に示すように雌でピークになるところは丁

度排卵の2' 3日前です。排卵は月経と月経

の間で（サルの場合は28日周期で月経があ

ります）、その2, 3日前に雌の性欲はピー

クになります。もう 1回丁度月経の1日前に

ピークがあります。一方雄の方はサルでは雌

主導型ですから雌とだいたい似たカーブにな

ります。排卵の2～ 3日前のピークに一致し

て雌の血液中のエストロゲンとテストステロ

ンカfピークになっています。エストロゲンは

もちろん卵巣から出ますが、男性ホルモン、

テストステロンの方は、雌では副腎から出ま

す。これらニつがピークになった時、性欲が

ピークになっています。ところが月経1日前

の性欲高進は何か。これら二つはどちらも増

えていません。それなのになぜ、性欲が上がる

のか。排卵と同時に今度は黄体ホルモンが出

てピークになっています。この黄体ホルモン

図10：性欲の周期とホルモン
ア力ゲザルの雌の工ストロゲン、プロゲステロン、テストステ
ロンの移り変わり、エス卜ロゲン（この場合はその中の工スト
ラジオ ル）と、テストステロンは、排卵の2、3目前にピー
クに達し、それに致して雌は最もよく雄を受け入れる。プロ
ゲステロンの上昇とともに、受け入れ回数は下がり、月経の1、
2日前に、一時的にプロゲステロンの抑制がはずれて、受け入
れが急速に上がる。
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が月経前日位から下がってきます。黄体ホル

モンはいろいろな情動行動を抑制しますから、

黄体ホルモンが盛んに分泌されている聞は性

欲は抑制されていますが、抑制が外れると、

脱抑制でもう l回性行動が盛んになるのです。

ここで強調したいことは、性欲中枢の神経細

胞は性ホルモン感受性を持っているというこ

とです。性ホルモンの上昇によってここの神

経細胞が興奮して、性行動を発現させるもと

になるのです。

d.性欲中枢の雄と雌の差

性欲中枢は雄と雌とでは大きさが違います。

ネズミとサルではっきりしていて、雄が雌よ

り大きいのです。ではヒトはどうか。今から

2年前にサイエンスという雑誌に次のような

論文が出ました。同性愛の男性の脳を調べた

ら、性欲中枢が女性と同じような大きさであ

った。ですから通常の男性の性欲中枢より小

さいということです。この論文の著者はアメ

リカ人で自分も同性愛の男性です。多数例の

同性愛の男性の脳を調べてそういう統計を出

したのです。ただ残念なことに、全部がエイ

ズで死んだ人の脳でした。いろいろな反論が

出て、それは一般化できないのではないかと

いうことです。丁度私の研究所で、そのサイ

エンスの論文が発表になった後に、国際シン

ポジウムがあったのですが、オランダの M.

A. Rotman先生があれは本当だといわれてま

した。その先生も男性と女d性の脳をず、っと調

べていて、その40何例で視交叉上核がやはり

男の方が大きいことを発表されました。です

から性欲に関しては男の方が女より強いので

しょう。ついでですが、ヒトで視交叉上核は、

夏・秋に容積が2倍になり、その内のパゾプ

レシン産生神経細胞の数も 2倍多くなってい

ます（9 ）。光と関係しているのです。もう

一つ、満腹中枢の付近が攻撃性 attackbehav-

iorをおこさせる中枢です。ヒトではいわれて

いませんが、ネズミ、ネコ、サルなどでは雄

26 

が雌よりここが大きい。ヒトでも同じとする

と、生まれながらにして男子はチャンパラで

遊ぶのが好きで、女子はママゴトとか人形を

持って遊ぶのが好きだということで、環境と

いうより攻撃中枢の解剖学的な大きさの差に

よる違いが出てきていると思われます。

4.摂食行動の中枢機構

a .摂食および満腹中枢

これから食欲に関する話しをします。

図11：視床下部、摂食中枢（L HA）と
満腹中枢（VMH)

ラット視床下部の満腹中枢（腹内側核、 VMH）と摂食中枢
（外側視床下野、 LHA）。それぞれ直径約1mmの球状を
している。右水平断面に示すように、 VMHの方は室周囲束
CP VS）が、 LH Aの方は内側前脳束 CMBF）が通過し
ている。

守 前額断面

+6 
A9 

A6 

mm 

O 3 6 7 8 RO 1 2 

図11に示すように満腹中枢の外側が摂食中

枢です。

満腹中枢の方は昭和17年にアメリカのノー

スウエスト大学の解剖の先生が発見しました。

さて昭和27年にエール大学の生理の先生方の

実験で、ここを狙って壊したつもりが餌を全

然食べない動物が出てきました。満腹中枢を

壊すとどんどん餌を食べて太るのですが、逆

になったのです。それが摂食中枢の発見です。

ある思いがけない現象を見付けた時に科学的

に追跡することが新しい発見につながるとい

う例の一つがこれです。もう一つの例を話し

ましょう。 I. p.パブロフ先生は条件反射

学を完成された先生ですが、レニングラード

ILSl.(No.35) 93.6 
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の大学には先生の銅像ではなく、ループルと

いうイヌの銅像があります。パプロフ先生は

その頃イヌを使って胃液分泌の実験をしてい

ました。胃液分泌ですから胃に管を付けて外

に出し、出てくる胃液量を計るのです。この

実験をしている時に次のことがわかったので

す。動物の世話をする人が毎朝動物小屋にい

って餌をやります。その人があることに気付

きました。朝行ってドアを開けると 1匹のイ

ヌの周りに他のイヌが集まってくると言うの

です。よく見ると、胃に管をつけたイヌの周

りに他のイヌが集まるのです。つまり世話人

がドアを開けた時に、胃液が出るので、それ

を他のイヌが集まって来て祇めているのです。

イヌは世話人がドアを開けたことによって餌

をもらえるということがわかるので、胃液が

でてきます。パブロフ先生は世話人の話でピ

ンときたのでしょう。実際に音を聞かせて餌

をやることを繰り返している聞に、音だけで

胃液が出てきます。条件反射学の発見です。

ある生理現象を捕まえるということが一番大

事なことのように思います。

満腹中枢を電流を流して壊したのではなく、

カイニン酸でそこの神経細胞だけを壊してみ

ます。満腹中枢にしろ摂食中枢にしろ神経細

胞の聞を神経線維が走っています。神経線維

の方はグルタミン酸受容器を持たず、神経細

胞がグルタミン酸受容器を持っていますので、

カイニン酸を直接満腹中枢に投与してグルタ

ミン酸受容器に結合させると細胞だけを壊し

てやることができます。これにより、過食と

肥満が起こりますので、満腹中枢内の神経細

胞が本質的なものであることがわかります。

満腹中枢にはブドウ糖に反応して活動の上が

るニューロンがあり、摂食中枢にはブドウ糖

によって活動の抑制されるニューロンがあり

ます。先程の性欲中枢には性ホルモンにに反

応する特別な神経細胞群があります。摂食中

枢と満腹中枢にはブドウ糖に反応する特別な

神経細胞があります。これが視床下部の特徴

ILSl.(No.35) 93.6 

図12：摂食前後における血中ブドウ糖、遊離脂
肪酸、インスリン、グルカゴン、カルチト
ニンの濃度変化

無麻酔無拘束ラ、ソ卜右心房への留置カニューレから
任意に採血出来る状態で摂食前後の血液を採取。
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で、大脳とは全然違うところです。

b.摂食を調節する内在性物質

図12に示すように、餌を食べると最初にイ

ンスリンとグルカゴンが1' 2分で血中に上

がってきます。これは味覚を刺激したために

反射的に迷走神経が活動してインスリンとグ

ルカゴンが同時に分泌されるためです。その

後血糖値が3, 4分で上がってきて、約30分

続きます。血糖値が上がると又インスリンが

出てきます。それからカルシトニンという甲

状腺から出るホルモンが出てきます。カルシ

図13：血中より見出した満腹及ぴ空腹物質（11)

(A) (s)-3,4-dihydroxybutyric acid y lactone (3,4-DB) 
(B) 2 buten-4-olide (2640) 
(C) (2S,4S) 2,4,5-t「ihydroxypentanoicacid y lactone 
(2,4,5-TP) 

重堕型璽 空腹物質

ロローは
(Al (8) (Cl 

トニンは、カルシウムが腸管から吸収されま

すとそれが血液中を回って甲状腺にきます。

これによって甲状腺から出るホルモンです。
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図14：摂食調節物質（3,4・DB,2,4 5・TP,2840) 
の絶食後の濃度変化

9時から絶食を開始する。色帯は明期、黒帯は暗期
を示す。＊・pく0.05、＊＊.pくO目O1、ラットn=10
匹

400トメ~··＂＇~，d:"

L ニL土 λにl
200 

H －~t:\ 

2840 ＊ 

＊ ぐっ、。
10 
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0＂「ー－－－－..・・・戸
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さてブドウ糖とインスリンが同時に上がると

遊離脂肪酸が脂肪細胞に取り込まれて脂肪に

合成されるので下がってきます。これらの物

質が全てブドウ糖反応神経細胞に働きます。

図13に示す物質は、我々が血液中から見付

けた空腹物質（HungerSubstance）と満腹物

質（SatietySubstance）です（11）。 1984年の

ことでした。

図14に示すように絶食をかけますと、 12時

間目に空腹物質が血中にピークになります。

ついで30時間過ぎから満腹物質が増加して、

48～60時間でピークになります。絶食療法で、

患者は最初、非常に空腹感がありますが、 3

日目から空腹感が和らいできます。これは満

腹物質の方が血液中に増えてくるためです。

生物学的に言えば、腹が減っている最中に餌

を捜して動き回ったら体が消耗するから、遅

れて満腹物質が上昇するのでしょうか。

ここで次のことを話したいと思います。肥

満は成人病のもとで悪い。これは間違いない

28 

ことです。従って自分は肥満であるかどうか

知る必要があります。これには Bodymass 

index (BM I）があります。体重を身長の

2乗で割って、小さな数字になるので10,000

をかけると20とか22とかになります。日本の

平均は男女とも22から23にあります。これが

基準です。例えば20以下になりますと風邪を

ひきやすくなったり、がんで早く亡くなった

りとか、死亡率が高くなります。 26以上を肥

満、 30以上を病的肥満とします。ただもう一

つ指標があります。筋肉を鍛えている人はB

M Iが大きく出る場合があります。そこでウ

エストをヒップの周りで割るのです。ヒップ

は尻の一番出た所で男性の場合l以上、女性

は0.85以上を危険肥満とします。この二つか

ら自分がどの程度の範囲にあるか、食事制限

したり、大丈夫だと食べたりします。

図15は、 1日に取るカロリー数ですが、男

図15：日本人男女の 1日必要エネルギー
（厚生省編、日本人の栄養所要量）

必要エネルギーのピークは男性で16歳、女性で14歳、 20
代になるとすでにごはん1杯分は減っていることに注意。
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女で一番多く取らなければならないのは14,5

歳、男性は2,700キロカロリーで、女性では2,

300キロカロリーです。 60歳では700キロカロ

リーから600キロカロリーは減らさなければ

なりません。ではどの程度減らせばいいのか。

ごはん2杯が400キロカロリー。そば2枚や

食パン薄切り 3枚が400キロカロリーです。

普通若いときに食べるのと比べるとこの程度

は減らさないといけない。

ところがいくら食べても太らない人がいま

す。つまり背中から出る熱が非常に高い人で

す。肥満と痩せの違いを体の発熱の点から調

べてみます。食事をした後、体が暖まるとい

うのを皆さん御存知かと思いますが、赤外線

カメラを使って皮膚の温度を調べます。食事

直後の背中で、赤い部分は一番温度が高くて

35℃あります。時間が経つにつれて赤い部分

が広がっていきます。さて、太った人と痩せ

た人を見るという違いがあるのか、 2人の同

級の学生で調べてみました。身長178センチ、

体重69.5キロと身長176センチ、体重105キロ

の二人です。二人の背中の体温の上がり方を

比較してみます。二人に同じ1,000キロカロ

リーの食事をしてもらいます。食事時間は 1

0分間。体重の少ない方が遥かに食事直後の

背中の温度が高く、 35℃以上になっています。

体重の多い方はなかなか温度が上がらず、熱

の放出が少ない。正確に食事によって使われ

たエネルギーを知るために、二人の吐き出し

た空気を集めて、消費された酸素量を調べる

と、痩せ型の方が酸素の消費量が多く、食後

2時間半で酸素消費量を合計してみると、痩

せ型の方は肥満型の方より 3倍以上も消費量

が増えていました。このように、背中にある

褐色脂肪組織の活動の高い人は、多食でも太

らないのです。生物学的には無駄使いをして

いるのですが、健康的にいいことになります。

これは生まれっきでしょうがないです。

c.繊維芽細胞増殖因子

ILSl.(No.35) 93.6 

図16：摂食後の脳脊髄液中の化学物質の変動
（ラット） (12) 

A：摂食によるaFGFの増加、 B：ブドウ糖の腹腔内投与
によるaFGFの用量一反応的場加。 A、Bともにヒドラバイ
オァ、yセイ法による。
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脳脊髄液中から摂食を調節する物質を見付

けようとして発見したのが繊維芽細胞増殖因

子（FibroblastGrowth Factor）です。 1989年

でした。摂食により、図16に示すように、脳

脊髄液中に2時間後に1,000倍に上がってい

ます。摂食は血糖値を上げることですから、

ブドウ糖を腹腔内に注射してみると用量一反

応的にFG Fが増えてきます。食べる量に比

例してFG Fが増えますから満腹物質だと思

いました。ちょうど見付けた頃は市販品があ

りませんから、北海道から牛の脳を 50頭分

集め、酸性FGF (aFGF）をl.4r噌抽出

しました。 aFG Fを脳室内にいれますと摂

食を抑えます。最小有効濃度はラットで3

pmolです。

aFG Fはどこから出るのか。図17に示す

ように、ラットの第3脳室壁に上衣細胞があ

りますが、これが空腹時に持っています。摂

食後2時間、あるいはブドウ糖を腹腔内に投

与して2時間目になると、上衣細胞が空にな

って脳脊髄液中 aFG Fを放出し、またこれ

が脳実質内を流れてきている像が見えます。

どうしてaFG Fが脳室内に出るのか。餌を

食べると血糖値が2倍に上がりますが、同時

29 
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図18：マウス受動的回避学習の作用（12)に脳脊髄液中のブドウ糖も 2倍に上がります。

ですから脳室内にブドウ糖を注入しますと上

衣細胞から aFG Fが放出されるということ

がわかりました。ブドウ糖だけで、ロイシン

では反応しません。つまり上衣細胞がaFG 

Fを持っていて、ブドウ糖が来るとこれを放

出する上衣細胞はグルコセンサーです。
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d.繊維芽細胞増殖因子の学習記憶促進作用

放出されたaFG Fは、摂食中枢の神経細

胞や海馬の神経細胞が取り込んでいます。満

腹中枢の方は神経細胞がFG Fを取り込みま

せん。これはaFG Fのレセプターがないか
らで、摂食中枢や海馬の神経細胞はレセプタ

ーを持っているから取り込んでおります。海

馬が取り込んでいますので、海馬というのは

記憶に関係する、食事後2時間後にいろんな

学習をやらせてそれをどれだけ記憶しとるか

というのを見ました （12）。

さて、く 1-d＞で述べた学習記憶実験を

ブドウ糖
＋ 

抗aFGF抗｛事

ブドウ糖
＋ 
正常lgG

込まれているときです。この時に学習をさせ

ると、これをしっかり記憶しているのです。

ところが図18に示すように、ブドウ糖を注射

図17:aFGF抗体による脳染色 （12)

摂食前 （A）と摂食2時間後 (B, C) A 第3脳室
(][CV）壁の上衣細胞 （矢田）、 B：摂食後上衣細胞の
aFGF は＠になり、脳実質 （右側）内に強く観察、 c: 
摂食後LH AニューロンがaFG Fを含有。較正25μm。 図19: Morris の水迷路学習に対するブドウ糖の作用

A・ 縦軸はマウスを泳がせて水中の足場を見いだすまでの潜時4回試行
の平均 （ブーjレを4区画に分け、それそ・れのプールの縁から10分間隔
で泳がせる）を1ブロックとする。横輪、 4ブロック試行、1日おいて
4回訪行しこれを2ブロックとする。全部で4ブロック行う。 300略／
kgブドウ糖を腹腔内投与後2時間目が3回目の試行になるようにする。
この1ブロックの場合だけが有意にはやく足場を発見する。右上の図は
ブドウ糖および生理塩水投与2時間目の運動量を示しているが両者に差
はない。 n=B。 B : Morrisの水迷路学習に対するブドウ糖効果およ
びこれに対する抗aFG F抗体の隠害作用。ブドウ糖300時／kg腹腔内
投与30分前に抗aFGF抗体あるいは正常lgGを両側の側脳室に投与。
4回試行の1ブ口、ソクで抗体によりブドウ糖による学習効果が阻害され
ている。正常lgGにはその作用はない。 t-test,*P<D.05 n= 8。
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やってみます。まずネズミを用い、受動的回

避学習テストをブドウ糖を注射して 1時間目

の群、 2時間目群、 3時間目群、 5時間日群

で行います。図17に示すように、ブドウ糖を

注射して 2時間目の群だけが有意に記憶を促

進させています。ブドウ糖を注射して 2時間

目は、丁度aFG Fが海馬の神経細胞に取り

認CV
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．
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図20：摂食後の中枢性と抹消性の記憶促進及び
抑制作用

中枢性：摂食後脳脊髄液中に増加したブドウ糖濃度の上昇に
応じて上衣細胞からaf.G Fが放出され、 2時間後には海馬、
中隔などのニューロンがそれを取り込んでいる。これにより
aFG Fは記憶促進に作用する。摂食によって中枢オピオイ
ド系（室傍核、腹内側核、弓状核、扇桃体など）が活動して
摂食中枢ニューロンを抑制する。オピオイド系に記憶抑制的
に作用する（しかし、促進性の場合もある）。内側隆起（弓
状核を含む）のNp Y含有ニューロンは室傍核や海馬に線維
を送り、摂食開始時にNp Yをそれらの部位に放出する。 N
p Yも記憶に促進させる。摂食時に室傍核内に放出されたガ
ラニンは記憶抑制に作用する。 末梢性：摂食によって醇よ
り分泌されたCc Kは、肝に分布する求心性迷走神経終末に
作用して、その活動を変化させる。その変化は弧束核に入り、
直接あるいは腕傍核を介して視床下部へ、さらに海馬や中隔
に伝達される。また、弧束核から青髄核及ひ瀧線核を介して
海馬や中隔ヘ入る。 Cc Kは記憶促進に作用するが、迷走神
経の切断で無効となる。ボンベシン CBBS）も同様。腸管
から分泌されたVIPは記憶抑制的に作用する。

aFGF(+) 

オピオイド（ー） ｜ 海馬

ガラニン（ー） ｜ 中隔
NPY(+) 

援内側核視床下部外側野室傍技

する 30分前に抗aFG F抗体を脳室内に

入れて、そしてブドウ糖を注射した群は、

学習をやらせても記憶上昇はありません。

正常のグロプリンではこのようなことは起

こりません。

もう一つの水迷路学習テストをやってみ

ます。図19に示すように、ブドウ糖を注射

して 2時間目の群は、有意に早く水中に隠

した足場を見つけることができます。とこ

ろが、やはり aFG F抗体をブドウ糖を入

れる 30分前に脳室内に入れておくと、駄

目になります。

ILSl.(No.35) 93.6 

e .摂食と学習記憶

図20に示すように、餌を食べると、ブド

ウ糖上昇に反応して aFG Fが脳脊髄液中

に出て、さらに海馬に行き、そこの神経細

胞が取り込む。これが学習記憶の促進にな

るのです。海馬を壊していればこういう記

憶が出来ません。あと三つ、餌を食べた時

に記憶を修飾させる物があります。一つは

視床下部の弓状核の神経細胞がニューロペ

プタイドYを作っており、室芳核と海馬に

線維を送っています。餌を食べ始めるとニ

ューロベプタイドYが出て海馬に働き記憶

を促進させます。また餌を食べている時は

モルヒネ様物質が脳内に出てきます。これ

は記憶を促進させるという人もいれば抑制

するという人もいてはっきりしません。こ

こでは抑制としておきます。また室芳核か

ら海馬に接続している神経細胞で、餌を食

べるとここから出る物があります。これは

ガラニンです。ガラニンはインスリンの分

泌を抑制するものですが、これが海馬に働

いて学習記憶を抑制します。ですから餌を

食べた時にFG F、ニューロベプタイドY、

オピオイド、ガラニンなどが出る。結局は

プラスが勝って記憶を促進させているので

す。

また餌を食べると十二指腸から Cc K、
すなわちコレシストキニンが腸管からVI 

P、すなわちノTソアクテイブ・インテステ

イナル・ペプタイドが出ます。これらは迷

走神経に働きます。求心性の迷走神経の終

末が肝臓の門脈のところにあって、こうい

う物質が出ると門脈から肝臓に入って来ま

すから、迷走神経終末に働いて、その活動

を変えます。その求心性迷走神経の変化は

図20に示すように弧束核から視床下部、さ

らに海馬に到着します。故にCc Kは神経
的に海馬に働いて記憶を促進させる。 VI 

Pは逆です。しかしCc Kの方がVI Pに
うち勝って、餌を食べた後には記憶を促進
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図21:SA Mの食事制限と寿命（13)

口：雄マウス、自由摂食、 0:1雌マウス、自由摂食、
・：雌マウス、 60%摂食群、 ・：雄マウス、 60%摂食群
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させます。今の所FG Fが一番強い記憶促進

物質です。餌を食べるということは従って非

常に大事です。それによって血糖値を上げる。

炭水化物をより食べるということによって脳

内のブドウ糖濃度を上げてそしてaFG Fを

上衣細胞から放出させる。または末梢性にC

c Kを出させる。これらが記憶の促進につな
がるのです。

5 .摂食制限と寿命

a .寿命の延長効果

雄と雌のラットを生まれてから栄養のカロ

リーを60%に抑えた食事で飼育したものは、

ラットで寿命が約2倍に延びています。正常

ラットで50%死亡が約500日が900日となって

います。図21に示すように、 SAMでも50%

死亡は普通の220日が約330日と1.5倍延びて

います（13）。 B/Wマイスで図22に示すよ

うに、食いたいだけ食わせていると一番寿命

が短く、死亡と炭水化物を Oに減らした例が

次で、炭水化物をいれるともう少し延びます。

しかし大したことはありません。しかし総カ

ロリーを60%に抑え、しかもたんぱくを60%

に脂肪と炭水化物を取り除くと、寿命は前の

9カ月から 15カ月と 1.6倍に延びています。

ところがたんぱくと脂肪を60%に抑えると同

時に炭水化物を60%入れると、寿命は更に延

ぴて約27カ月となります（14）。もちろん体

重は9カ月の時点で、無制限の約37gに対し、

制限した方は約25gと、 68%にしかなりませ

ん。炭水化物が入ることは、前述のようにa

FG Fを脳内に出させるわけですから、寿命

だけでなく学習記憶にも関係することになり

ます。

寿命の延長理由（14）は、炭水化物が腸管

を通る速度に比べてたんぱくと脂肪の方は非

常に遅い、いわゆる消化管に留まっている時

聞が長いと、それだけ発生するフリーラジカ

ルや sup町 oxideの量が多くなってくる。これ

らは細胞を障害する物質ですから、これらが

図22：マウス（町W）の延命率（14)

口：自由摂取群（カロリ 100Kcal)、 ム：高たんぱく／無含水炭素・無脂肪 C100Kcal)、 0：高たんぱく
／高含水炭素 C100Kcal）、 ....：低たんぱくの0%)／無含水炭素・無脂肪（60Kcal)、 ・：低たんぱく（60
%）／低含水炭素（60%) ・低脂肪（60%) C60Kcal) 
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図23：マウス （C3 H）制限食群 （離手日量自由摂取の
印%）と他の食事群での腺がん発生率 （15)． 低力口リー／高含水炭素食、 ...：低カロリー／高
脂肪食、 0：高カロリー／高含水炭素食、 ム・高カ
ロリー／高脂肪食、 口：自白摂食
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少ないことが一つの原因になり得ます。また、

炭水化物を取るよ りも脂肪やたんぱく を取っ

ておると自己抗体産生が上がり、いわゆる自

己免疫疾患に非常にかかり易くなってきます。

自己免疫疾患に よっておこる病気に血管障

害、特に腎での腎炎があり ます。腎炎が非常

に起こり易くなっていると言われております。

SAMでもカロリーを60%で8カ月日に調べ

ると、自己抗体産生は有意に50%以下に無制

限に比して低下しています。しかしT細胞、

B細胞関係の抗体産生能は有意に上昇してい

ます（13）。

食事制限によってネズミ乳がんビールスに

よるがん発生率も低下してきます。図23に示

すように、図22の場合と同じく無制限でも炭

水化物と脂肪を取り除いた方がわずかに羅病

率は低く 、炭水化物を加えるとも う少し低下

しますが大したことはありません。しかし、

60%のカロリー制限で炭水化物と脂肪を取る

と非常に低くなり、しかも炭水化物、脂肪お

よびたんぱくを60%にしたものは、全然羅患

率がなくなっています。つまりがんに対し抵

抗性が非常に高まっています （15）。この理

由も明確ではありませんが、食事エネルギー

制限で次の可能性が考えられています。加齢

ILSl.(No.35) 93.6 

表1：生後1日おきに制限食を与えた雄動物の
生存率 （17)
生後早くから開始する方が長命
（餌は年齢により15～30%減る）。

自由領食群を

種 開始月 100%し、それよ り

延命を%で示す

W1s1ar rat 1.5 s2• 
10.5 34・
18.8 11ホ

C57BL/6J mice 1.5 50・
6.0 11ホ

10.0 。
NJ mice 1.5 12• 

6.0 2 

10.0 -14• 

B6AF1 nuce 1.5 20* 

6.0 19• 

10.0 -1 

C57BL/6J ob/ob m田 1.5 26ホ

C57BL/6J AY/a mice 1.5 79• 

*p<O 05, according to Lee-Desu survival叩 alys1s

によるDN A修復能力の低下の遅れること、

フリーラジカル発生を下げること、下垂体や

視床下部で産生されるホルモンである LHR 

HやTR Hなど、栄養因子の減少。これらは

すべて内分泌器官の細胞増殖を抑制するので、

がん細胞増殖も抑えることが出来るなどです。

確かにプロトオンコジン（動物遺伝子の中に

あって、細胞増殖や分化を調節する。がん形

成の場合、突然変異なで腫蕩を引き起こす遺

図24：フィッシャーラット制限食群 （自由摂食の
67%、Group2）制限食を週2回摂取群
(67%食、 Group3）と自由摂食群 （Group1)
の24ヵ月後の血液状態 （16)

RB C：赤血球数、 Hb.ヘモグロビン、 Ht：ヘマトク
リット値、 WBC：白血球数
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伝子に変換）なども食事制限で減少します。

摂食制限は毎日でなくても 1日置きあるいは

週2固などでも有効になっています。しかし

スタートは表Iに示すようにできるだけ早く

ないと寿命延長はだめです（17）。レントゲ

ンをラットに照射して起こる白血病も60%に

摂食制限をすると有意に羅病率が低下します。

図24は、ラットで生後4週日から67%のカ

ロリーに制限した群と、週2回67%のカロリ

ーを与えた群での血中動態を示しています

(16）。後二者では24カ月後の赤血球、ヘモ

グロピン、ヘマトクリットはすべて有意に増

加しており、白血球と血小板には変化ありま

せん。これから赤血球は直径が小になってい

るが数が増加していることを示しています。

b.学習記憶に対する効果

マウスやラットに種々の心身的な仕事をさ

せた時、摂食制限群の方は無制限群に比べ有

意にうまくできる場合があります。例えば綱

渡り、棒渡り、探索行動、回転輪廻し、オー

プンフィールド・テストなどです。このよう

なことは 1日置きに摂食制限したマウスや、

生後12カ月から制限したラットでも、結構う

まく行きます（17）。体重減少の欠点を補う

ために、食事制限をテスト前数週間省いて体

重を対照の 5%以下に抑えても、これらを15

カ月や30カ月のマウスで試しても同じ効果が

あります。

例の水迷路学習テストで学習記憶がどうな

るかを生後8'16及び18カ月でみると、摂食

制限群は対照に比し、有意に記憶促進の能力

を持っています（18）。ラットで他の学習テ

ストでは無効だという例が出ています（17）。

加齢と共にシナプス伝達物質及びその受容

器密度が脳の種々の部位で低下してきます。

しかし生後すぐから 1日置きに摂食制限群の

ラットのドパミン受容器密度（DA-R）は

線条体で24カ月で有意に高く、前述の種々の

心身的な仕事をこなすことができます。アセ

34 

チルコリン受容器密度も線条体で高くなって

います。アセチルコリン合成酵素（choline

acetyl transferase ; C A T）は24カ月で比較し

て制限ラット群 (1日置きの制限群も）が有

意に海馬、線条体、小脳で高いままになって

います。これは学習記憶にとって大切なこと

です（17）。しかしアセチルコリンのムスカ

リン受容器密度は、海馬で制限によって別に

変わらず、加齢と共に減少して行きます。チ

ロシン水酸化酵素は老化によって増加するが、

制限ラットでは皮質だけが有意に低い状態で

す。ノルアドレナリン、セロトニンなどのイ云

達物質濃度は、食事制限をしたからといって

線条体、視床下部、嘆球などで対照と比して

別に変化はありません

ラット神経細胞のシナプスを受容する部位

でもある樹状突起束は、加齢によって減少し

て行くのですが、 1日おきに食事制限した群

では24カ月～30カ月後でも線条体、頭頂葉な

どで全然減少していません。これは生後24カ

月から 1日おき食事制限をしても同様の効果

が得られています。

c .脂質過酸化物

く1-c＞で述べた脳のリポフスチンの蓄

積は、食事制限群と対照群で生後3カ月日で

は前者で減少しています。ところが24カ月後

から食事制限を行った群では6カ月後にみて

対照と差はありません。やはり生後すぐとか

でないと効果がないようです。

6. SAMの学習記憶能力低下と線維芽細胞

増殖因子の関係

SAMは生まれて3カ月目にはすでに腰が

曲がったり、白内障が起ったり、毛が抜けた

りして、だいたい1年以内に死んでしまいま

す。この動物の学習記’憶をずっと調べてみる

には、図25に示すように受動回避学習で調べて

ILSl.(No.35) 93.6 
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このようにリンガー液注射

群は全然駄目です。

図26に示すように、水迷

路学習テストでもやはり a

FG Fを皮下注射した群は

96日目に調べて有意に早く

足場を見付けることができ

ます。

何故このようなことが起

こるのか、証拠を次に述べ

ます。

中隔のアセチルコリン含

有神経細胞群は、その軸索

を伸ばして海馬にシナプス

を作っています。同じくマ

イナート核のアセチルコリ

ン含有神経細胞群は皮質に

シナプスをイ乍っています。

SAMで抗CA T抗体で脳

を染色してみると、図27に

示すように中隔のアセチル

コリン含有細胞の数も減少

していますが、それよりも

著明なことはCA T含有量

が減少していることです。

図28中に示すように、対照

のR-8 （正常）の中隔の

CA T含有細胞は250レベ

ルが一番高いのにSA Mで

は100レベルで200以上はご

くわずかです。ところがa

FG F投与群ではCA T含
有細胞数もR-8と同様に

なっており、 CA Tレベルも 120が平均とな

り、 200レベルより多い細胞数も増加してい

ます。 aFG Fによって記憶回路が正常化し

ているのです。 SAMのマイナート核にはR

-8と比して変化はありません。

もう一つは脳で老化するとカテコラミンを

分解するMAO-B酵素が上がります。しか

P-8の受動回避学習テスト－aFGFの効果

~.FG F、生後3週日から週1回aFG Fを皮下注射（？ μg/kg）。リン
ガー液投与群（n=10）と比較。縦軸、暗箱に入るまでの時間（保持）。 1
群（n=10)は5カ月白と6カ月目で一時記憶保持が低下しているが、 9力
月目で上昇しているが、もう 1；群（n=1Q)は5カ月日と6カ月目で低下は
ない。

図25:SAM 

.A. control, acquisition ・aFGF,acquisition 

.A. control, retention ・aFGF,retention 
女co附 ol,retention 
e aFGF, retention 下↑

70 

＊＊ 

／λ 
＊＊ 

60 

50 

40 

30 

20 

｛

U
由
的
｝

h
u
E由
H
S
F
H

冊。
2

ヂ「
9 
7μg/kg, s.c., weekly n=1 O 

10 

。
6 4 5 

Months 

3 2 

P-8のモリス水迷路学習－aFGFの効果

aFG F、生後3週間白から週1回aFG Fを皮下注射（？ μ g/kg）。
リンガー液投与群と比較。生後9カ月末にテスト。 aFG F群 Cn=10) 
は対照群（n=10）に比し有意に早＜足場を見つける。
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てみます。 1週間にl回aFG Fを皮下注射

しております。 7μ g/kgです。 aFG Fは

たんぱく質で、 140個のアミノ酸が集まった

ものですが、皮下注射で利くのです。 9カ月

日で学習記憶能力は低下せず、にず、っと続いて

おります。別の10匹でやりますと、これは5

カ月目、 6カ月目だけで下がっております。
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図27:SAM P-8及び対照のR-8中隔のコ
リントランスフエラーゼ（CAT）含有神経
細胞

FGF, P-8にaFG Fを生後3週日から週1回
(? μg/kg）を皮下注射、 9カ月間。 BSA, 1）ンガ
ー液皮下注射。 ControlR-8・無処置。

Cell Numberlmm2 

6 

~ 

2 

FGF 

(*; p<0.05) 

しaFG Fを注射しておると、下がっており

ます。これは雌の方では下がってないが、雄

の方では下がっている。上述の学習記憶テス

トでは雄も雌も同じようにうまくいっている

が、 MAO-Bで言うと雄だ、けが一応下がっ

たままで、上がらない。

もう一つは、海馬でアセチルコリンを受け

取るムスカリン受容器がSAMでは低下して

いるのがaFG F注射群 （3カ月）で有意に

上がっています。これは痴呆でない指標にな

ります。こうして aFG Fが老化を防ぐもの

になりうる可能性をもっています。ですから

寿命を延ばす為には食事を適当なたんぱく質、

脂肪と炭水化物にして、しかも大量に食べな

い。腹八分に押さえておくことで脳の老化も

防げるし、寿命も長く延びるんだろうと思い

ます。

7 .脳梗塞と FGF 

日本の老人ぼけの70%は血管硬化によりま

す。アルツハイマーは30%と少ない。日本で

も欧米並にこれからアルツハイマー型痴呆が

増えるだろうと言う人もいますが、脳梗塞が

36 

図28:SAM P-8及び対照のR-8中隔のコ
リントランスフエラーゼ （CAT）含有神経
細胞

横軸： CA T含有量（相対値）、 縦軸：神経細胞数、
FG F、P-8にaFG Fを生後3週包から週1回
(? μg/kg）皮下注射、 9カ月間。 Bs A，リンガー
液皮下注射。 Control、対照のR-8に無処置。
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図29：虚血による海馬のCA1ニュー口ン変性と
FG F効果、 FG Fは浸透圧ミニポンプで
両側側脳室に投与（19）。

CA1領域神経細胞層 （強拡大） 上・虚血による細
抱壊死、 下： aFGF投与による細胞の正常化。較
正： 100 μmo 
aFG F投与、 20μg/ml5分間虚血後5分後から5
日間投与 （0.5μl/h）、 全量は1側に1.7μg／？日
（約1.1nmol）。CA1領域は正常と変化ない。

“警

、，
守、

尚大きな原因です。ですから初めに言いまし

たようにMR Iで脳血管の梗塞部分がある数

以上増えたら脳の薬を飲んでぽけないように

することが大事なことになってくると思いま

す。脳の梗塞も海馬に aFG Fを投与するこ

とがすごく利くということをお話したいと思

います。

5分間脳両側頚動脈を結繋して脳虚血を起

こして、その後5日後に見ると、海馬のCA 

lだけが薄くなって神経細胞がやられていま

す。1ミリの幅のところに250個ある神経細

ILSl.(No.35) 93.6 

胞が30個以下に落ちてしまいます。図29上に

示すように細胞はえ死を起こしています。と

ころが5分間虚血をして、 5分経ってaFG 

Fを脳室内に 5日聞入れると、図29下に示す

ように5日目に調べて神経細胞は正常に締麗

に残って、脳の梗塞による変化は起らない。

したがって脳梗塞による細胞死を防ぐことも

FG F作用の一つです。すなわち aFG Fの

神経栄養作用です（19）。

8 .おわりに

脳の話はこれで終わりたいと思います。い

ずれにしろ暴飲暴食はやめて、適当に炭水化

物を取って、たんぱくと脂肪を減らすことが

老人性痴呆の予防によいと考えられます。た

んぱく源としては青身の魚がよいと言われて

います。脳では思春期以降1日に約10万個の

神経細胞が壊れているということは前から言

われていますが、 50年間でも 15億個程度で、

約全体の10%以下の変化です。しかし海馬な

ど大事なところが壊れるといけないわけです。

80歳以上になるとどうしてもこれら大事なと

ころが壊れる確率が非常に高くなって、統計

上3人に l人にその変化が起ってくるのです

から、それを防ぐためにもいろいろな予防手

段を講ずる必要があります。このためにはど

れがいいという結論はないと思いますが、お

のおのがそういうふうな気持ちで生活し、脳

を常に活性化していくことが大切だと思いま

す。

く質疑応答＞

［ニューロペプチドY (NP Y）と言ってい

るものはもう化学構造がわかっているんです

か。］

NP Yの化学構造及びその受容器の化学構造

37 
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も分かつています。主としてアメリカで。日

本では神戸大学の内科教室で、動物を使って

実験しています。

大脳の一番下の視床下部の内側隆起にある弓

状核Np Y産生神経細胞で軸索を延ばして海

馬にNp Yを送り込んで記憶促進に働いてい

ます。 Np Yは39個のアミノ酸ですが有効部

位は1から10幾つまでで、そう多くありませ

ん。 Np Y産生細胞は視床下部の室傍核にも

NY  Pを送り込んで、摂食特に含水炭素を摂

るのを促進させます。

［脳梗塞から痴呆症にいかないのには脳血流

促進剤は有効なんですか。］

脳血流促進剤は脳にブドウ糖と酸素を補給す

ることですから一つの神経細胞の活性化につ

ながる可能性はあります。神経細胞にエネル

ギーを補給するとCaポンプが働いて、神経

細胞内に入り込んだCaイオンを追い出すこ

とになる。これが細胞死を防ぐことになりま

す。 aFG FはCaの追い出しを実際に促進

させております。

［夢物語でなくて現実にFG Fの話をうけた

まわったんですけど、先程、適当に取ればと

いうお話だったんですが、適量というのはあ

るんですか。］

適当という意味は、 FG Fは一方で動脈硬化

を起こさせる物質です。一番最初にFG Fが

見付かったのは1976年です。アメリカのサン

デイエゴの近くのラホーヤにSalk研究所があ

ります。有名な。ノーベル賞を受賞した

Guilleminがおりますね。そこのGospo-

darowiezがウシの脳から見付けました。その

時に線維芽細胞の数を増やすことを見付けた

ものですから線維芽細胞増殖因子と名付けた

のです。その頃の実験では、 FG Fは毛細血

管を構成している内皮細胞を増殖させる。ま

た血管を取り巻いている平滑筋も増殖させる。

毛細血管にしろ血管にしろ肥厚してきますか

38 

ら、弾力性がなくなり血管硬化につながるの

です。それでFG Fは血管硬化物質だという

ふうに言われておりました。その後摂食によ

って脳に放出される満腹物質である学習記憶

を促進させる頭の活性化物質である、また神

経栄養作用があるということがわかってきた

のです。たくさん食べればそれだけ多く FG 

Fも脳内に出てきますから硬化も起こるでし

ょう。長年飯を食べるのですから血管の硬化

も考えねばなりません。適当というのはそこ

のことを言ったのです。実際に実験でFGF 

をネズミにずっと長期にやって脳の血管硬化

が起こることを調べたからその可能性を言っ

ておるだけです。

く木村先生コメント＞

脳血流量の問題が出ましたけれど、私達は、

ビタミンCを欠乏させたネズミを飼っており

ます。ピタミンCを欠乏させますと脳血流量

がぐっと減ってしまいます。ピタミンCとい

うのはそういう意味で脳血流量に関係がある

のではないかと今実験をしているところです。

先程一番最初に大村先生がおっしゃいました

制限食事のこと、私の方でもやっているので

すけど、 T免疫細胞、リンパ球細胞が非常に

アクテイブになっているのです。先程先生が

御紹介していただきましたけど、赤血球の方

はむしろ小さい赤血球が増えてくるのです。

結局小さい赤血球で turnoverが早くなりまし

て活性のある、つまり酸素の運びがよくなる

血球が増えていって、死にそうな大きな赤血

球はむしろ無くなってしまっている状況にな

ってます。脳の酸素供給に非常に関係するの

ではないかと考えられますね。

ILSl.(No.35) 93.6 



Life Science & Quality of Life 

文献

1) Barnes, C.A. & McNaughton, B.D. Physiological compensation for loss of afferent synapses in rat 

hippocampal granule cells during senescence J. Physiol. 309, 473・485,1980 

2) Barnes, C.A., Foster, T.C., Rao, G. & McNaughton, B.L. Specificity of functional changes during 

normal brain ag泊g Ann. N.Y. Acad. Sci., 640, 80・85,1991 

3) Siegfred, K.R. First clinical impressions with an ACTH analog (HOE 427) in the treatment of 

Alzheimer’s disease Ann. N.Y. Acad. Sci., 640, 280-283, 1991 

4) Mistretta, C.M. Anatomy and neurophysiology of the taste system in aged animals Ann. N.Y. Acad. 

Sci. 561, 277-290, 1989 

5) Weiffenbach, J.M., Cowart, B.J. and Baum, B.J. Taste intensity per1αption in aging J. Gerontol. 41, 

460-468, 1986 

6) Bartoshuk, L.M., Ri此in,B., Marks, L.E. & Bars, P. Taste and aging J. Gerontol. 41, 51-57, 1986 

7) Doty, R.L. Shaman, P. Applebaum, S.L., Giberson, R., Sikorsky, L & Rosenberg,C Smell identifica 

tion ability changes with age Science, 226, 1441-1443, 1984 

8) Hofman, M.A., Fliers, E., Goudsmit, E & Swaab, D.F. Mo叩hometricanalysis ofthe suprachiasmatic 

and p訂av即位icularnuclai in the human brain: sex differences and age-dependent changes J. Anat. 

160, 127-143, 1988 

9) Hofman, M.A., and Swaab, D.F.百iehuman hypothalamus comparative mo中hometryandphotoperi 

odic influences Prog. Brain. Res. 93, 133-147, 1992 

10) Oomura, Y., Aou,S., Yoshimatsu, H., Koyama, Y. & Fujita, I. Central controlof sexual behavior 

Brain Res. Bull. 20, 863・870,1988 

11) Shimizu, N., Oomura, Y. & Sakata, T Modulation of feeding by endogenous sugar acids acting as 

hunger or satiety factors Am. J. Physiol. 246, 542-550,1984 

ILSl.(No.35) 93.6 39 



Life Science & Quality of Life 

12) Oomura, Y., Sasaki, K., Suzuki, K., Muto, T., Li, A., Ogita, Z., Hanai, K., Tooyama, I., Kimura, H. 

&Yanおhara,N. New brain glucosensor and its physiological significance Am. J. Clin. Nutr. 55, 

2785-2825, 1992 

13) Umezawa, M., Hanada, K., Naiki, H., Chen, W吋 Hosokawa,M., Hosono, H., Hosokawa, M, 

Hosokawa, T. & Takeda, T Effects of dietary restriction on age-related immune dysfunction in the 

renescence accelerated m叩 se(SAM) J. Nutr.120, 1393-1400, 1990 

14) Kubo, C., Conner, J., Gajjar, A & Good, R.A. Crucial factors in maximizing life span and longevity 

in autoimmune -prone mice J. Nutr. 117, 1129・1135

15) Chen, R.F., Good, R.A., Englelman, R.W., Hamada, N., Tanaka, A., Nonoyama, M.& Day, N.K. 

Suppression of mouse mammary tumor proviral DNA and proto・oncogeneexpression: association 

with nutritional regulation of mammary tumor development Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 87, 

2385-2389, 1990 

16) Im泊，K.,Yoshimura, S., Hashimoto, K.L., Boorman, G.A. Effects of dietary restriction on age-

associated pathological changes in Fischer 344 rats In:Biological effects of dietary restriction/Ed. 

L. Fishbein/Springer-Verlag, Heidelburg, 87・98,1991 

17) Ingram, D.K. Behavioral and neurobiological effects of dietary restriction in aged rodent In: Bio 

logical effects of dietary restriction/Ed. L. Fishbein/Springer事Verlag,Heidelburg, 157・171,1991 

18) Stewart, J.お1itchell,J. & Kalan, N. The effects of life-long food restriction on spatial memory in 

young組 daged Fischer 344 rats measured in the eight-arm radial and the Morris water mazes Neu 

robiol. Aging 10, 669・675,1989 

19) Sasaki, K., Oomura, Y., Suzuki, K., Hanai, K. & Yagi, H. Acidic fibroblast growth factor prevents 

death of hippocampal CAl pyramidal cells following ischemia Neurochem. Intern. 21, 397-402 

40 ILSl.(No.35) 93.6 



Life Science & Quality of Life 

大村裕先生ご略歴

昭和22年九州帝国大学医学部卒
34年鹿児島大学医学部教授（生理学）
38年金沢大学医学部教授（生理学）
49年九州大学医学部教授（生理学）
55年 国立岡崎研究機構生理学研究所教授（併任）
62年富山医科薬科大学教授（和漢薬研究所）
63年 日本学士院賞受賞（中枢神経系及び内在性化学物質による摂食調節の研究）
63年九州大学退官名誉教授
63年生理学研究所退官名誉教授
63年 日本臓器製薬（株）生物活性科学研究所名誉所長

日本肥満学会会長
国際肥満学会会長
第2回国際病態生理学会会長

Dr. YUTAKA 001¥机JRA -Curriculum Vitae -

Education 
M.D., Fae. Med. Kyushu Univ., Sept., 1947 D. Med. Sci., Fae. Med., Kyushu Univ., Jun., 1953 

Position Current 
President: Institute of Bio-Active Science Nippon Zoki Pharmaceutical Co., Ltd. 1988-

Previous 
Professor and head Dept. Physiol., Fac. Med., Kyushu Univ., Aug., 1974・1988
Adjunct Professor Dept. Biol. Contl. Syst., Natl. Inst. Physiol. Sci., Apr., 

1980-1988 
Professor and head Dept. Physiol., Fae. Med., Kanazawa Univ., 1963-1974 
Professor and head Dept. Physiol., Fac. Med., Kagoshima Univ., 1959-1963 
Adjunct Professor Dept. Central Nervous Function Control Systems 

Toyama Med. and Pharmaceut. Univ., Oct., 1987・1992

Academic Activity 
Vice President: International Commision of the Pathophysiology 1990・

International Association for the study of Obesity. 1990-

Honor Member 
The Bulgarian Neurological Society, 1987 
The Hungarian Physiological Society, 1988 
The Bulgarian Physiological Society, 1991 
The Bulgarian Internal Medicine Society, 1991 

ILSl.(No.35) 93.6 41 



Life Science & Quality of Life 

「毒性学の将来への展望」

国際シンポジウム報告

編集委員会委員長

青木真一郎

本協会が主催した「毒性学の将来への展望」

国際シンポジウムは、東京・椿山荘において、

4月19日、 20日の2日間、業界、官界、産業

界から170名余の参加者をえて開催された。

このシンポジウムは、本協会が奈良県立医

科大学と共催して毎年開催してきた、 「実験

動物の各種臓器に関する国際シンポジウムと

IL S I病理組織スライドセミナーjのオリ

ジナルシリーズ（11回）の完了を記念して企

画され、日本毒性病理学会、日本製薬工業協

会、奈良県立医科大学、奈良市の後援を得て

行われた。

生命科学のめざましい進歩にあわせて、環

境化学物質の安全性確保をめざして行われて

いる、毒性試験のあり方とその方法および結

果の評価と安全性の判定の方法も大きく転換

していくといわれている。

国際的にも、医薬品を主とする化学物質・

毒性試験ガイドラインについて、米国、ヨー

ロッパ共同体および日本の3極が中心になっ

て、国際的な調和を目的とする会議(ICH) 

ILSI International Symposium on 

”Future Development of Research in Toxicology” 

42 

が進められており、この中でも、毒性試験・

研究について、新しい知見や技術を導入して

近代化すべきであるとして、具体策が検討さ

れている。

今回のシンポジウムでは、 21世紀に向けて、

これからの毒性試験、その評価についての展

望を検討することに主眼をおいたプログラム

が盛り込まれた。

基調講演では、 「環境化学物質の発癌性の

リスク評価についての新しい視点」と題して、

林裕造博士（杉村隆博士は健康上の理由で口

演を辞退されたが、内容に対する多大な御助

言を得ている）から見事な展望が述べられた。

（後述）

続いて、毒性試験法の国際的協調のあり方

（三森国敏博士）、毒性病理学の役割の重要

性（S.Mコーヘン博士）についてオーバー

ピューが討論された。また、今後確立される

とされる免疫毒性およびヰ申経毒性について、

J. G. ヴォス、 B. G. ゴールド両博士：
新しい技術としてレーザー顕微鏡およびPc 
R-SSC P分析について、川西徹、関屋剛

SHINICHIRO AOKI, Ph. D. 
Chairman of the Editorial Committee 
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男両博士：研究者の教育訓練のための毒性病

理スライドセミナーおよびコンビューター情

報システムの活用について、小西陽一、 u.
モーア両博士、また2日目には、毒性の様々

な最新のトピックスについて、寺田雅昭、黒

川雄二、山口建、 R.R.マロンポット、

J. A.スウェンノfーグ、 A. コロンノTーノ、
s.ネイルの各博士からの話題提供があった。
以下に、シンポジウムのまとめと基調講演の

内容について紹介する。
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［基調講演］環境化学物質の発がんリスクアセスメントに関する新しい考え方

林裕造博士 国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長

杉村隆博士 国立がんセンター名誉総長

（本講演は、杉村博士と林博士の討論の結果取りまとめられたもので、

講演は林博士により行われた）

発がん物質と発がんに関する科学的研究の最

終目標は一次的ながんの予防に向けられる。

くリスクアセスメントとリスクマネージメント＞

リスクアセスメントは「科学的な証拠」と

「リスクマネージメントjを橋渡しするプロ

セス、または「科学的証拠jと「がんの予防

の達成」を結びつけるプロセスと考えられる。

リスクマネージメントはそれぞれの発がん物

質に対する暴露による発がんリスクを排除ま

たは最小限にするための戦略を確立し、実行

するためのステップを含んでいる。リスクマ

ネージメントはリスクアセスメントの結果に

依存している。

科学的証拠→リスクアセスメント→リス

クマネージメント→がん予防

発がんに関する分子メカニズムの知識はここ

20年間に急速に進歩しているので、発がんリ

スクアセスメントにこれらの新しい科学的証

拠を常に付け加えて改良していくことにより、
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リスクアセスメントがさらに効果的にまた適

切に一次的発がん予防に応用することが出来

る。

く発がんリスクアセスメントの定義＞

現在存在する情報に基づき化学物質に対する

暴露によるヒトの発がんリスクを決定する科

学的なプロセスである。また長期間に亘る非

常に低濃度の発癌物質への暴露に関連するヒ

トに対する発がんリスクを推定するロジック

の枠組みである。全く同じ科学的情報に基づ

いて、ほとんど反対の結論が出ることがある。

これは評価をする人の、発がん物質と発がん

機構に関する知識の決定的な違いによるもの

である。従って、リスクアセスメントを実行

するためには発がん物質と発がん機構に関す

る十分な知識が不可欠である。

く発がんリスクアセスメントの現在の概念＞

米国のEp Aは1976年、発がんリスクアセス

メントが次の4つのステップからなることを

最初に提案した。すなわち 1）有害性確認、
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2）暴露評価、 3）用量作用評価、 4）リス

ク判定 である。簡単に言えば、発がんリス

クアセスメントは次の質問に回答することで

ある。

1）化学物質の発がん効果がヒトに発現する

確からしさ（有害性確認）

2）その化学物質が量的な基準でどのような

強度をもっているか（用量作用評価）

3）ヒトはその化学物質にどの程度暴露を受

けるか（暴露評価）

リスクアセスメントの最後の段階は以上

の3つから得られた適切な情報を総合し

てヒトがその化学物質に暴露されること

による発がんのリスクを判定することで

ある。

この一般原則は科学者の間で合意されて

いるものである治人リスクアセスメント

の実行は得られる情報の不足のために妨

げられるものであることが段々と認識さ

れてきた。

く発がんリスクアセスメントに要求される科

学情報＞

発がんリスクアセスメントの実行には2つの

タイプの科学的情報が必要である。すなわち、

1）動物に対する発がん性、様々な種におけ

る代謝経路、などの質的な情報

2）非常に低い濃度でのヒトにおける発がん

の可能性、実質安全量（VSD），個体

の一日あたりまたは全摂取量などの量的

な情報。

質的な情報の取得はDN Aの付加物、発がん

遺伝子の活性化、がん抑制遺伝子の不活化な

どの進歩した知識を応用することにより一般

的に満足できる状態にあるが、これに反し、

得られる量的な情報はしばしば不確実性が高

く、信頼性が低く、現在無意味な適用である

こともある。

この状態は将来も継続される恐れもある。こ

の問題をVs D推定を例に考えてみる。
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vs Dは、 10-sまたは10-5のように非常に低
い率でがんを誘発する用量に相当する値と定

義される。この値は適切な数学的なモデルを

用い、動物における用量作用データを低用量

に外挿することから得られる。 Vs Dの考え
方は科学物質の安全限界を決めるのには有効

であるが、実際の値を推定するのには色々な

問題がある。

1 ）推定された値は動物実験のデザインと数

学的モデルに強く依存する。

2）適切な数学的モデルの選択には決められ

た基準がない。

3）現在Vs Dの推定に使用される手段は、
動物からヒトへ外挿するファクターを含

んでいない。

杉村は 1）の基礎として体のサイズとリスク

のある構造細胞の数を、 2）の基礎には、が

んの単クローン性細胞源（発がん物質に対す

る感受性はヒトの方がラットに比して250倍

も高い）

4）ある場合には極めて非現実的な値が計算

されることがある。アスコルピン酸やヨ

ウ素は高い用量でがんを発生させ、また

非常に低い用量でその他の望ましくない

影響が発生する。例えばアスコルビン酸

ソーダを長期間投与すると、ラットに勝

脱がんを生じることがある。今までの動

物データと直線多段階モデルに基づき最

高許容用量または10-5リスクレベルで

のVs DはビタミンCとして3mg／日
と計算される。この値（60mg／日）は

壊血病予防のためのビタミンCの最低1

日所要量の 1/2 0に相当する。

く科学的証拠とリスクアセスメントの結論と

の矛盾＞

ヒトのがんは多段階に起こる複数の遺伝子の

変化を伴う多くの因子の影響の下で発生する

ことが一般に認められている。従って、人間

集団はがん細胞の生成に向けて様々な程度の
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遺伝的改変を伴う異種の体細胞をもっ個人よ

り成ると考えられる。これに反し、現在のが

んリスクアセスメントは、主として単一化学

物質の遺伝的に良性な個人に対する発がん効

果を評価するようにデザインされている。こ

のことはあるケースにおいてははっきりとリ

スクの過小評価につながるものである。

疫学的研究は高食塩食の日常摂取と胃の新生

物の発生との関係を示している。ラットに極

めて食塩の高い食餌だけを与えても胃がんは

発生しない。加熱した肉から分離された色々

な複素環式アミンはげっ歯類や猿にもがんを

起こすことが知られている。動物実験とそれ

らの食品中の濃度または一日摂取量に基づき、

複素環式アミンに対する日常の暴露による発

がんのリスクの大きさは103から10-4の範囲

の階数で、！これは複素環式アミンは日常の摂

取量では依然として安全であろうということ

を示唆している。しかしながら、ほとんどの

ケース・コントロール・スタデイーから得ュら

れる疫学データは、複素環式アミンを含む食

品の消費とヒトのがんの発生の聞には有意な

相闘があることを示している。

くリスクマネージメントの観点から＞

リスクマネージメントはそれ自身2つの領域、

すなわち、 1）喫煙の習慣を止めるとか、カ

ロリーや脂肪摂取の減少などのライフスタイ

ルの変化を含む個人レベルでのリスクマネー

ジメント 2）行政レベルでのリスクマネー

ジメントまたは食品中の発がん性汚染物質や

労働条件の下での発がん性化学物質の公的な

規制、に分けることが出来る。現在では公式

な規制を受ける化学物質のみが主として、 1) 

単一の化学物質の単ーまたは数段階の用量に

よる動物実験および、 2）単一の化学物質ま

たはある特定の化学物質群に対して特定の人

口が高い暴露がある場合における疫学分析、

からのデータに基づき発がんリスクが評価さ
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れる。言い換えれば、現在の発がんリスクア

セスメントは主としてヒトが特定の物質に暴

露されることによる発がんリスクを制面する

ようにデザインされている。現実にこの発が

んリスクアセスメントは主として、ある特定

の社会で、ある職業的または薬品により誘発

されるヒトのがんを予防することに使用でき

ることが証明されている。

しかしながら、もっと重要な一般人口の普通

のがんのコントロールの効用については疑問

である。

＜発がんリスクアセスメントについての新し

い考え方＞

現在の発がんリスクアセスメントに存在する

科学的な問題は、以下の2つの基本的な疑問

に答えることで要約できる；

1）発がんリスクアセスメントはリスクマネ

ージメントの目的のために、または一次

的がん予防の達成にとって真に有効であ

るか？

現在の回答は、我々の考えでは、イエスであ

るが、ある種の職業的がんについてのみで、

一般人口の普通のがんについては非常に疑問

である。

2）発がんリスクアセスメントは科学的な証

拠の進歩と発がん物質と発がんについて

の考慮を取り込んで適切に更新されてい

るか？

この場合の回答はほとんどノーで、ある場合

リスク（げっ歯類特有の発がん物質）の過大

評価を避けるために必要で、イエスである。

しかしながら、リスクの過小評価も避けるべ

きである。従って、発がんリスクアセスメン

トについての新しい考え方は適切で、信頼で

きる、そして実用的な次の3つの必要条件に

絞られる：

1）ヒトにおける潜在的な発がんリスクを評

価するために質的な情報のみに基づいた

プロセスまたはロジックを作り出すべき
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である。

2）アセスメントの結果は一般人口の一次発

がん予防の達成に有効でなくてはならな

し）0

3）リスクアセスメントの最終結論は、リス

クマネージメントの実行に直接適用でき

るような形で表現されるべきである。

既に述べたように、リスクマネージメントは

個々の発がん物質または発がん条件に対する

暴露からの発がんリスクを排除または最小限

にするための戦略を確立または実行するため

のプロセスと定義される。通常、リスクマネ

ージメントの最終決定は意図的または非意図

的に関心のある化学物質に対して、科学的証

拠および考えられる暴露の後遺症に関するそ

の他の社会的、経済的、心理的問題に関する

要因を考慮してなされる。従って、リスクア

セスメントに要求される最終決定は、望まし

くない物質はヒトの環境から除かれるかまた

は最小限に抑えられるべきであるか、または

その存在は許容できるかについての科学的判

断を含む。前の討論を考え、我々は環境化学

物質の発がんリスクアセスメントに関する新

しい考え方を概説したい。動物における発が

ん性、作用機作または代謝経路のような質的

な情報の取得と分析については、我々がヒト

における化学物質の発がんの潜在性をはっき

りと決定するために、発がんに関する最新の

知識と技術を継続的に取り込む有害性確認の

ためのステップを更新し、実施することが非

常に重要である。しかしながら、定量的情報

については我々は個々の化学物質についての

質的なデータからリスクの大きさを大ざっぱ

に推定することだけが要求する。この新しい

考え方に従う最終判断またはリスク判定の結

果は、化学物質を仮に2つのグループに分類

するものである。すなわち、 1）ヒトの環境

中から排除または技術的に可能な限りヒトへ

の暴露を最小限にすべきもの、 2）本質的に

非発がん物質として取り扱われるもの。
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グループ1）は「遺伝毒性のメカニズムを通

じてヒトにがんを発生させる可能性のある化

学物質（例えば、 1ーナフチルアミン、アフ

ラトキシンBl、発がん性複素環式アミン、

喫煙関連物質）」および「比較的低濃度で非

遺伝毒性のメカニズムを通じてヒトにがんを

発生させる可能性のある化学物質（例えば、

エストロジェンステロイド）、グループ2)

は、 「BH Aまたはソッルピトールのような

げっ歯類に特異的であると決められた化学物

質」および「非常に高濃度で非遺伝毒性のメ

カニズムでヒトにがんを発生させる可能性の

ある化学物質（例えば食塩、脂肪） Jより成
る。

リスクアセスメントに関する一般人の教育は、

一次発がん予防を導くヒトの環境とライフス

タイルを確立するために不可欠であることも

強調しなければならない。例えば、 「天然の

発がん物質は有害ではないかまたは人口の発

がん物質に比して有害性が低いjまた「内因

性発がん物質（自己生体物質）は外因性発が

ん物質（異種生体物質）より有害性が低いJ
というような誤った理解を払拭しなければな

らない。また、人は自分自身のリスクでのみ

喫煙の習慣、日常の高脂肪食の消費を続ける

ことが出来ることを学ぶべきである。

く結論＞

発がんリスクアセスメントは「科学的な証拠J
を「リスクマネージメントJまたは「一次発
がん予防jに結びつけるプロセスである。が

ん予防の達成はがん遺伝子の活性化、がん抑

制遺伝子の不活性化および遺伝子の不安定性

の誘導を含む分子発がん領域における基礎研

究の進歩に強く依存している。

がんリスクについての一般教育もまたがん予

防に不可欠である。これに関連して ILS I 

の活動、特に、 RiskScience Institute はこのよ

うな基礎的なプロジェクトの領域での科学的

研究の促進と調整に向けられている。
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林博士の基調講演に続きシンポジウム全体の

序論として三森博士が毒性テストの国際的な

ハーモナイゼーションについて講演されたが、

これは今後の毒性学が目指すべき重要なゴー

ルと考えられる。さらに、ネプラスカ大学の

コーエン博士が、リスクマネージメントにお

ける外挿のための病変の作用機序解明の重要

性について述べられた。

これに引き続きシンポジウムは第1日「毒性

学の将来」、 「毒性テストへの新しい技術の

応用j、 「教育J、第2日「毒性学の最近の
話題Jのセッションが行われた。

「毒性学の将来jのセッションでは免疫毒性

（ヴォス博士）、神経毒性（ゴールド博士）

が討議され、従来の病理組織学的方法に加え、

免疫組織化学、インシテューハイブリッド形

成、などのテクニックの意義、またプロトオ

ンコジーンの誘導についても討議された。

「新しい技術jとして川西博士と関屋博士に

より同焦点レーザー顕微鏡の利用と動物組織

における遺伝的変異の検出に有効なPCR-

s s c p （ポリマーチェーン反応一一本鎖コ
ンブオーメーション多型性）分析が取り上げ

られた。

「教育jのセッションでは、小西博士が奈良

における ILS Iヒストパソロジー・セミナ

ーの歩みにつき、モア一博士がRENI 

(Registry Nomenclature Information System一

実験用げっ歯類に自然発生する前がん病変お

よび腫蕩性病変のコンビューターによる病理

組織学検索システム）について報告された。

REN Iについては会場にコンピューターの

展示があり、出席者が興味深くデモンストレ

ーションを見学した。
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「毒性学研究の将来展望」のセッションでは

発がん過程で異数性をもたらす多段階の遺伝

子変化、ゲノムの不安定性、について寺田博

士の興味ある報告の後、マロンポート博士に

よる毒性学、病理学研究におけるMR I生体

内顕微鏡観察の発表があり、スライドで実際

の画像を示され、極めて印象的であった。こ

の技術が更に病理組織の観察に広く応用され

れば、病理組織学の進歩に貢献すると思われ

る。スエンパーグ博士は、動物発がんデータ

からヒトの発がんリスクを推定する上でDN 

Aの分子ドシメトリーとDN Aのたんぱく付

加体の研究の重要性を強調された。

黒川博士は酸素ラジカルがDN Aの損傷を起

し、発がんにつながる可能性とこれの測定に

8ーヒドロキシグアノシンをマーカーとして

使用することを示唆された。

最後にコロンパノ博士、山口博士、ネルソン

博士により肝の化学的発がんにおける細胞増

殖の問題、ホルモンが関与する発がん、につ

いての報告があり、伊東博士のシンポジウム

要約でプログラムを終了した。

本シンポジウムは毒性学の将来展望、特に発

がんの機構に関しての毒性学的観点からの検

討という重要な課題が熱心に論じられ極めて

実りあるものであった。 ILS Iが先端的学

術領域でのこのような国際的なコミュニケー

ションの場を提供することは意義深いものが

あると思われる。

第1日終了後に行われたミキサーには、 IL 

s Iマラスピーナ会長、 ILSI JAPA 
N角田会長、国立がんセンターの杉村名誉総

長初め、多数が集まり、国際的な交流も深ま

り、学術セッションと共に意義深い催しであ

った。
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「lLSI病理組織スライドセミナ一」報告
一奈良病理組織スライドセミナー オリジナルシリーズを完了一

日本国際生命科学協会

事務局次長福富文武

過去11年間にわたり成功裡に執り行われて

きた「実験動物の各種臓器における国際シ

ンポジウムと ILS I病理組織スライドセ

ミナーJは、来年4月22～24日、奈良県新
公会堂における第11回学会をもって、その

オリジナルシリーズを完結させた。

本年は、この完結を記念して、 4月19～20

日、東京において「毒性学の将来への展望」

と題する国際シンポジウムを併せて開催し

たが、奈良においてもその続編として「毒

性学の将来展望J国際シンポジウムが行わ
れ、続いて「感覚器系における病理スライ

ドセミナーjが行われた。

国際シンポジウムでは、杉村隆／林裕造博

士による「環境化学物質の発がんリスクの

評価についての新しい考え方jと題する基

調講演が行われ、 21世紀へ向けての試験研

究のあり方が示唆され、続いて林裕造／三

森田敏博士による毒性試験の国際的調和へ

の取組み、 J. L. ファーパ一、 u.モー
ア、高橋道人、関屋剛男、 L.エルンスタ

ー、 T. C.ジョーンズ各博士による毒性

学各分野における新しい知見と考え方につ

いての講演があった。

続いて、 ILS I病理・毒性学研究所の企

The 11th”Histopathology Slide Seminar" 
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画開発による「実験動物の病理組織スライ

ドセミナーjの最終回、感覚器系について

のセミナーを130名余の参加者が受講した。

これまでのスライドセミナーには、延べ1,

100名余の動物実験担当者が参加し、国際的

な視野での病理学的知識を習得し、毒性試

験の質的向上にいささかの貢献が出来たと

FUMITAKE FUKUTOMI 
Administrator, ILSI JAPAN 
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されている。日本でのこのスライドセミナー

の病理・毒性学分野への貢献に対し、学会を

後援してきた奈良市でも高い評価をしており、

このシリ ーズの完結を機会に、企画実行委員

会のT. C.ジョーンズ博士（ ILS I研究

財団）、 u.モーア博士（ハノーパー医科大
学）、小西陽一博士（奈良県立医科大学）に

対し奈良市の大川靖則市長から感謝状が贈ら

れた（前頁写真）。

以上のオリジナルシリーズの完結を機会に、

今後のあり方について関係者の検討が進めら

れている。

すでに、ヨーロッパではハノーパー医科大学

において第2回シリースが開始されているが、

日本でも各方面からの要望もあり、これまで

の内容をより応用的なものに再編して、 1994

年から奈良市において開始されることになっ

た。

椿山荘における 「国際シンポジウム」風棄

講演中の林教授 伊東教授

会場風崇
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加工食品の日付表示の現状と問題点

安全性研究委員会

委員長大下克典

最近、加工食品の日付表示の問題について

は、行政、メーカ一、流通・小売り、消費者

それぞれの立場で関心が高まっており、関連

する雑誌やマスコミに話題として多く取り上

げられている。そこで、これらの情報と 5月

13日に健康産業新聞社（「食品と開発jセミ

ナー係）主催で開催された緊急セミナー「食

品目付表示改正の全容と企業の対応jを聴講

して得た情報などを参考に、表題とした『加

工食品の日付表示の現状と問題点』について

私見も交え、まとめてみたい。

1.加工食品の日付表示の現状

現在、我が国の市場で売られている加工食

品の多くは、厚生省管轄の「食品衛生法jお

よび農林水産省管轄の「農林物資の規格化及

ぴ品質表示の適正化に関する法律 (JAS 

法） Jによって、 「製造（加工または輸入）
年月日」、 「品質保持期限」または「賞味期

限（期間） Jの日付表示が義務付けられてい
る。さらに、法律でこれら日付表示が定めら

れていないか、省略できる加工食品について

も、製造業界・メーカーの判断や流通業界の

要望により、自主的にそれらの表示が併記さ

れているものがほとんどである。

しかし、近年、食品の多様化、製造・加

Current Status of Date Labeling 

for Packaged Food in Japan 
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工・保存技術の進歩や国際的流通の拡大、更

に消費者の鮮度・健康志向の高まり、スーパ

ーマーケットなど小売り業界の商品管理の厳

密化などの理由で、現行の日付表示の見直し

の必要性が注目されるようになった。

特に、欧米から“多くの加工食品に製造

（または輸入）年月日の表示が義務付けられ

ていることは非関税障壁で日本市場進出の障

害となっている。”と指摘されてきたことを

受けたかたちで、国会においても、昨（1992

年6月の臨時行政改革推進審議会の「国際化

対応－国民生活重視の行政改革に関する第3

次答申」の「国際規格・基準等への整合化j

の中で、 「［イ］食品衛生法に基づく食品の

規格については、最新の科学的知見等を踏ま

え、 FAO/WH O合同食品規格委員会等の

定める国際規格との整合化を図る。 ［ウ］表

示が義務付けられている食品の日付表示方法

については、国際的な動向等を踏まえ、品質

保持の期限表示について早急に検討を行う。」

ことが求められた。

こうした背景の下で、加工食品の日付表示

等に関し、行政的な立場から農林水産省は

「食品表示問題懇談会jを、厚生省は「食品

の日付表示に関する検討会」をそれぞれ昨

(1992）年3月と12月に設置し、相互の連携

KATSUNORI OSHITA 

Chairman of the Research Committee 

on Safety 
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を図りながら、それぞれの話し合いが続けら

れている。その過程については一般に“食品

の製造年月日表示消える可能性「（品質保持

または賞味）期限表示に統ーを」欧米の外圧

で検討中、厚生・農水省が着手” （朝日新聞

1993.2.26）のように理解されているのが現状

であろう。しかし、現在までに、農林水産省

では第9回目（1993.5.14）、厚生省では第7

回目（1993.5.17）の会合が開催されたが、い

ずれも確定的な結論を出すまでには至ってい

ないとのことである。

2.加工食品の日付表示の問題点

( 1 ）行政の立場

我が国の加工食品の製造年月日表示は、昭

和22(1947）年に施行された「食品衛生法J
第11条を受け、昭和23(1948）年に施行され

た「食品衛生法施行規則」第5条にもりこま

れたもので、本来の趣旨は戦後、 GHQ  （連

合国最高指令官総司令部）の申し入れにより、

食品衛生上の事故が生じた際の回収及び原因

究明のため製造ロットを特定する符号のーっ

として義務付けられた。

また、賞味期間表示は、 JA S法の品質表
示基準の一部として昭和51(1976）年にイン

スタントラーメンに対して導入された。賞味

期間という言葉は、国際食品規格（Codex)

でいう”Dateof Minimum Durability，，を農林水

産省で翻訳したものであると云われている。

さらに、品質保持期限表示は、食品衛生法に

基づく「乳及び乳製品の成分規格等に関する

省令（乳等省令） Jで昭和60(1985）年に常
温保存可能品（ロングライフミルク）に対し

て義務付けられた。

このように、製造年月日は消費者にとって

45年間親しんできた表示（言葉）である一方、

賞味期間（期限）と品質保持期限は、いずれ

も平たく云えば“おいしく食べられる期間”

を示す同義語でありながら、管轄する省庁の

違いで別々の言葉が使用されている上、消費
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者にとっては比較的馴染みが短く、その意味

が十分理解されていないような扱いを受けて

いることが多い。

これらの日付表示を一本化し、しかもすべ

ての加工食品に一律に適用することが、はた

して可能なのであろうか。

しかしながら、少なくとも厚生省と農林水

産省とで使用する言葉とその定義は一本化す

べきで、特に、厚生省では法律（食品衛生法）

上で「賞味jなどという情緒的表現は受け入

れられがたいということであるが、余り堅い

ことは云わず、広く整合性のある言葉を模索

し、両省で統一して使用できるように配慮し

て欲しいものである。

( 2 ）メーカーの立場

製造年月日表示が小売り段階で鮮度管理の

名の下に販売戦略に利用され、多頻度小口配

送や返品、廃棄などの問題につながるように

なってきた。このためにメーカーは製造の

月・時間に合わせた生産調整と人員確保を強

いられることになる。最終的には製品のコス

トアップとなり、メーカーにも消費者にも有

利なことにはならない。

その他いくつかの理由もあり、日付表示と

して製造年月日をなくし、賞味期限（期間）

に一本化するのは大いに結構というのが大方

のメーカーの考え方であろう。

他方、表示を変えるということは一時的に

しろ、ラベルなどの印刷変更や製造現場にお

ける日付印字機械の調整・追加など手間と経

費がかかるわけで、現在、製造年月日と賞味

期限（期間）を併記しており、特に不都合も

ないから、このままでいいのではないか、と

いう考え方もある。

いずれにしろ、作り出す製品の「日持期間J
（？）から見れば千差万別の製品とメーカー

があるわけで、これを一律に論ずることは困

難なことではなかろうか。

しかしこの際、メーカーとしても日付表示
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について十分検討・整理して、そのルール・

原則を統ーできるように努力しなければなら

ない。その中で大切なことは、たとえ賞味期

限（期間）に一本化されたとしても、その表

示する日付（期限）数値（期間の長さ）は

個々のメーカー（業界団体の場合もあり得る）

の判断で決定し、それにかかわる責任も負う

覚悟で臨むことであろう。同一食品でも保存

性を向上させることは個々のメーカーの技術

開発の一つであり、それを消費者に知らせる

ことはメーカーとしてのサービスの一環と考

えられるからである。

(3）流通・小売りの立場

卸売り業を含み、スーパーマーケット、コ

ンビニエンスストア、生協、デパート、個人

などの流通・小売り業界の多くでは、消費者

の鮮度志向に対応するものとして「納入期限」

や「販売期限Jを設定しているという調査報
告がある（調理科学25(3),249(1992））。

販売期限とは、 「小売業者がメーカーの定

めた賞味期限や製造年月日を基準に設定する

店舗に商品を陳列し販売する期限をいう。 J
納入期限とは、 「小売業者が納入業者（メ

ーカー及び卸売り業者）に対し、商品ごとに

当該商品の賞味期限または製造年月日を基準

に設定する小売業者への納入日の期限をいう。

例えば、製造年月日から何日以内にとか、賞

味期限の何日（イ可ヵ月）前までに納入するよ

うにという、納入日の期限をいう。 J(] A 
S情報28(2),10(1993)) 

これらの期限は小売業者単位ごとに独自に

決められていることが多く、鮮度を売りもの

とした販売戦略に利用されているのが実状で

ある。その結果、安値処分や返品・廃棄につ

ながり、市場の混乱と社会問題を引き起こし

ていることも事実である。

これに対し、平成3 (1991）年7月、公正

取引委員会は独占禁止法運用ガイドラインを

公表し、流通・取引慣行の中で、日付を理由

とする返品に厳しい歯止めをかけた。つまり、
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小売業者が賞味期限より短い販売期限を定め、

その販売期限が経過したことを理由にして返

品することは「優越的地位の濫用に該当す

る。 Jと明記した。しかし、これも十分守ら
れているとはいえず、取引上、立場が弱い納

入業者（メーカー、卸）は現在も泣き寝入り

の状況のようである（明日の食品産業’92・

11, 11(1992））。

こうした背景においても、一番重要なこと

は、消費者に製造年月日なり、賞味期限（期

間）なり、その日付表示の定義・意味をしっ

かりと理解してもらい、小売業者が「納入期

限jや「販売期限Jを設定する必要の内容に
するのが理想、であろう。そのリーダーシップ

をとるのは、やはり行政ということになろう

か。

( 4）消費者の立場

「消費者には権利がある。その一つは選ぶ

権利であり、また一つは知らされる権利であ

る。 21年前に米国大統領が言った言葉だ。仮

に侵されようとしたならどうするか。消費者

は組織を作って真っ向から反対しなくてはな

らない。これは Iocu （国際消費者機構）
が主張している点である。 J（ニッポン消費
者新聞H5.4.1)

日本消費者連盟は、機関誌「消費者リポー

トJ(No. 855, 1993ユ27）の中で、加工食品
の日付表示問題に関して『私たちが知りたい

と思っている「製造年月日」 「輸入年月日」

「賞味期限（あるいは品質保持期限）」の表

示は、いずれも消費者の知る権利、選択の権

利として必要であり、奪われではならないも

のです。』と、強く主張を述べている。さら

に「同リポート」 (No. 860, 1993.4.17）では、

『加工食品の日付表示改悪』として、農林水

産大臣宛に製造年月日（表示）廃止に反対で

ある旨申し入れをしたことが報告されている。

本文中より、その考え方について内容をその

まま転載させて頂くことにする。

①表示制度は消費者が適正な選択を行うため
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に客観情報を与えるものでなければならない。

製造年月日表示は、正に製造日という確かな

客観表示である。

②賞味期限表示は、誰がどういう基準で設定

するのか。また併せて保存方法も表示しなけ

れば意味がない。保存方法が守られるかどう

か確かではなく、あいまい表示と言える。

③可食期間の長い食品については、製造年月

日と賞味期限を併記し、業界は消費者に対し

で情報提供の努力をもっとすべきである。

④多頻度小口配送や、賞味期限よりはるか前

に販売期限を決めて返品してしまう小売り業

界の習慣を先ず改めるべきで、消費者へ責任

転嫁すべきではない。

⑤国際化と言うが、農水省資料の諸外国の日

付表示制度を見てみると、製造日表示を行っ

ているのは、日本、韓国、台湾。製造日表示

とほぼ同義の包装日表示を行っているのが、

カナダ、オーストラリア。米国は日付表示は

任意だが、乳幼児食品、酸性食品等や容器詰

め食肉などに対し、包装日表示を義務づけて

いる。 ECは加盟国法律の平準化に関する指

令で原則として賞味期限表示としているが、

具体的な施行は各国の法律に基づくというも

の。 （農水省の言う） 「国際化Jとは貿易に
都合よくという意味でしかない。

以上の考え方に基づき、日本消費者連盟は

農林水産省に続いて厚生省とも交渉するとの

ことである。

これらがすべての消費者の意見を代表する

ものと思われない点もあるが、実際に日付表

示を見る消費者の立場として、納得できるよ

うな表示を望む気持ちは十分に伝わってくる

ように思われる。

3.私見を交えたまとめ

それでは「加工食品の日付表示」について、

一体どうすれば良いのであろうか。個人的な

立場で結論を出せるわけではないが、どうも、

すべての加工食品について、製造年月日と賞

味期限（期間）を併記するとか、賞味期限の
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一本化にすると言うように、一律に考えるの

は無理のように思われる。

そこで、日本加工食品卸協会が行った代表

的な加工食品の「日付表示に関する意識Jの
調査結果の中で報告されているように、加工

食品をその保存性の観点から、いくつかに分

類して考えるのがよいのではなかろうか。そ

の分類例は以下のようなものである (JCA 

ニュース No.1565, H5.3.21）。

①長期保存食品（ 1年以上）

②賞味期間の比較的長い食品（3ヶ月～1年

程度）

③賞味期間の短い食品（2週間～3ヶ月程度）

④賞味期間の非常に短い食品（2週間未満）

これのどこで、どのように線引きするかは、

問題であるが、例えば、 「賞味期間の比較的

短い食品」には、製造年月日と賞味期限を併

記する。 「賞味期間の比較的長い食品」は賞

味期限（期間）のみを表示する。というよう

に分けて考えてはどうであろうか。

いずれにしろ、日付表示が食品の品質保証

の一部であることを考えれば、それらが合法

的に消費者を含めた社会に受け入れられるも

のでなくてはなるまい。

そのためには、食品の「品質Jをいかに科
学的に評価するか、その方法も明示しなけれ

ばならないし、製造年月日にしろ、賞味期限

（期間）や品質保持期限にしろ、その定義・

意味を明確にし、社会全体に十分すぎるほど

知らせることが重要である。

最もありふれた結論であるが、加工食品の

日付表示についても、自分たち一人ひとりが

社会の構成員であり、消費者であるととを考

え、どんな立場にあるにせよ、消費者を中心

に世界的・地球的な規模で有効・有利になる

ことを先ず念頭におくことが大切なことであ

ろう。

皆様のご意見・ご批判を頂き、今後の「安

全性研究委員会j活動の参考にさせていただ

ければ幸いと考える次第である。
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EE!・
｜し SI研究活動の動向

日野哲雄

大沢満里子

1 .天然毒

この報告書は1992年12月に ILS  Iヨーロ ッパ支部の ScientificDirector, Dr. Paulus M. 

VerschurenおよびDr.L. Contorから送られてきた天然毒についての検討委員会報告でその主

要部分を訳したものである。このレポートで完結したのではなく、このレポートを読んで

意見を寄せて欲しいこと、次のステップに進むために関心を持つ会社からの財政的援助を

希望すると結んでいる。
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この天然毒検討委員会の目的は、リスク評価について多方面からの重要度順位付けを

すること、毒性学の評価を得るため必要とする研究を確定すること、評価を記載する方

式と内容について可能な限りいつでも望まれている方向に従うこと、必要とされる研究

を遂行しその成果を発表する研究所もしくは個人を確定することにある。

目標とする主要な点は IPCS （国際化学物質安全問題プログラム）と特に FAO/ 

WH  O内のJEC FA （食品添加物に関する専門委員会）の活動範囲に必要とされる資

料（報告書）を提供することであり、人間の健康に及ぼすリスク評価の中で長期間、低

レベルで暴露される時のリスク評価についての資料を糧供することである門この委員会

ではリスク評価をしたりリスク評価について準備するのではなく、リスク評価が必要で

あるかどうかまたはそれが可能であるかどうかを示すことを目的としでいる門

このプ口ジ工クトを実現させるために、 I P C S /ILSI Europeではブレーン・ストー

ミング・グループをつくり、 1991年2月にジュネーブに集まった。そこで三つのサブ委

員会（微生物毒、海藻類毒、本来の植物毒）が設立され、それぞれの担当で消費者にリ

スクを与えると考えられる毒性物のリストを作成することになった。この三つのサブグ

Report from Activities of ILSI Entities TETSUO HINO 

MARIKO OSAWA 

The Editorial Committee 
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ループ（この三つの実行グループのレポートに基づいて）および検討グループの委員が

1992年5月に英国のカーシャルトンに集まった。

厳格な基準に基づいて順位付けを確定することは不適当と思われたので、まとめの表

に示した程度で満足すべきこととした。これらの表には評価ができているか、またはこ

れから必要とされているかが別欄に記され、毒性学上の評価がなされるための研究が必

要であればそれを遂行し、発表できる研究所もしくは個人名が記されている。順位付け

のグループ分けは（High：高位度、 Medium：中位度、 Low：低位度）とし、それぞれの

化合物が評価に対してと研究の必要性との両面に対してつけられている。

評価のためにJECF AとEH C （環境と健康に関する規準）に提出する資料の表示

法を考えて、この委員会は基本的にはEH CとJECFA/JMP Rの準備資料として

の表示法（書式）ガイドラインを採用した。

最終報告は lPC S専門分野に提出することになるが、サブ委員会メンバー達、 ILSI

Europe の会員各社、他の関心を持つグルーフの意見を求めながら、彼らが関心を示すと

ころは何であるかを問い、財政的な援助に賛意を求めて進めて行く。

彼らの意見や財政的な約束は、 I PC SとILSIEuropeの責任者と議論をして次にどの

ような仕事をするかを決める。 1992年の終わりまでにこの仕事をまとめる議論を可能に

するために充分なフィードパックを期待している。

この委員会はさらに2年間（1994年まで）会合を続け、次のことを討論するつもりで

ある。

一新しい進展がみられた時の進捗状況と、遭遇する難しい問題点

一新しく決めるべき順位付け（順位付けの改訂）

一新しい物質（例えば3－ニトロープロピオン酸）について

I .緒言（討議の経過および選定の条件）

ブレーン・ストーミングで、要約で述べた

目的などを決めたが、討議の後、選定条件、

順位付けの決め方などを定めたので主要点の

み記す。

短期間の暴露でも長期間影響を及ぼすとか、

短期の暴露が後になって影響が出るとか、選

定範囲に問題が残った。

順位付けの際は、対象となる人間の器官を

考慮しないが、違う毒物が同じ器官に害を与

えるときには情報を加える方がよい。肝臓毒

とか腎臓毒とかそれぞれの毒物をグループ分

けできることには興味が持てる。

人間に対する暴露については、人口の大き

さによって補完されなければならないとか、

ILSl.(No.35) 93.3 

多くの毒物は植物に存在していて、その植

物は広く多くの国々で消費され、栄養源とし

て重要なものであることは明瞭であるが、添

加物として使う植物中の毒物については、受

け入れるべきかどうか討議されたが、その毒

性の影響の大きさによって決めるべきである

ことにした。更に毒性学の研究を研究所等に

依頼しようとしても、その毒物に興味を示さ

ないために選定すべき研究機関が見当たらず、

研究コストについても考慮せねばならぬこと
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もあった。

順位付けの決め方は上図の方式によること

をSteeringGroupで定めた。

この会合のまとめとして次の事項が賛成の

上決められた。

0賛同を得た規準によって健康リスク評価が
必要とされる毒物の確定と順位付けを行う。

OEH CとJECF Aが要求している評価書
式に従ってそれぞれに報告する。

0毒性学上やその他の評価値に欠陥があり、
高い健康リスクを与える可能性のある毒物を

確定する。

0現在の暴露と毒性効果についての知識では
人間に与える危害がそれほどでもないと考え

られている毒物を表示する。

0必要とする研究を遂行することの可能な研
究所または個人を確定する。
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II. 本来の植物毒

担当委員： Dr.J. Gry (Soborg) 

Dr. R. Fenwick (Norwich) 

Dr. J. Norman (London) 

Dr. J. Schlatter (Schwarzenbach) 

先ず食素材となる植物がもともと構成成分

としている毒物であり、長期暴露しているた

めに毒性効果が認められているものが先ず選

定された。しかし、アレルギ一反応を起こし

または感受性反応を示す物質、栄養物の効果

を阻害する物質、低分子フェノール系物質、

フラボノイド、ポリアセチレン化合物、リシ

ン、酵素阻害物と大部分のテルペン類は除く

ことにした。その結果20の化合物が選ばれ、

サブグループで検討した。その結果を付表1

に示す。

Steering Group会議で、はこの中からクマリン、

シアン化合物を含むグリコシド、サイカシン、

グリコシノレート、グリチルリジン、ヒドラ

ジン、メチルキサンチン、豆に含まれるレク

チン、タンニン、毒性アミノ酸、ヴイシン、

コンヴイシンは検討しないことに決められた。

表1に結論となった10化合物を表示し、注も

示した。付表1は参考になる点が多いので注

の次に掲げた。
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表 1：本来の植物毒の重要度順位付け表

評 価 研究の必要性

必要
研究所または個人1

化 ムロ、 物 完了 公表され 種類 )I開立付け

たデータ
)I国｛立付け

フラノセスキテルペン類
暴露試験 Medium 

神戸大学3未 部分的 High 
毒性2 High 

グリコアルカロイド：
。x;T4.5 部分的

Medium 
毒性6 Medium7 AT08,RIVM9 αーソラニン、 a－カコニン （再評価の為）

茄子、トマトの
暴露試験

Medium10 AT08,TN012 
未 僅少 Medium10 （種類別、濃度別）グリコアルカロイド

毒性11 Medium10 NFA(S)13 

High IS 暴露試験 High15 
FDA(USA)17 

フロクマリン類 Jf;Tt4 殆ど完成 ARS(USA)18’ 
（再評価の為） 毒性16 Medium15 

FOPH(CH)19『

イソフラボノイド 未 部分的 High20 
暴露試験 High20 AFRc21 

毒性研究 進行中切K) MRC22' 

メチレン・ジオキシー
Medium24 

暴露試験
Medium24 

St.MH26 

ベンゼン関連プロペニルー 占x;T23 部分的 代謝研究 // 

進行中
ベンゼン （再評価の為） 毒性25 ゐ

暴露試験29 High28 
MAFF31 

フェニルヒドラジン 。フロT27 部分的 回gh28
NFAのK)32

（再評価の為） 毒性30 High28 
IT(Zurich) 19’ 

ピロリジデイン・
。フET34 部分的

ワ 暴露試験
Medium 

MAFF31,NF A(DK)32 

アルカロイド（PA's) （再評価の為） 他のPA類の毒性 MRC.Carshalton 33 

サボニン類 未 部分的 Medium35 
暴露試験36 Medium35 IFR21 

毒性37 Medium35 AVU(DK)38 

GPWA 40,INTA41 

jレピンアルカロイド 未 部分的 Medium 毒性39 Medium BIBRA 42 MAFF31 ， 

HPB,(Canada) 43 

j主

1.専門とする研究所または個人とは評価を必要とする団体に報告書を提出する準備ができているか、
必要とされる研究・実験を遂行できるところである。報告書は包括された表でなくとも、簡潔に

まとめられた表でよい。

2.影響が現れないレベル（NOEし）、変異原性、 DN Aを含めての高分子物質との結合実験が行

われている。

3.神戸大学、神戸市灘区六甲町
4. 1992年にJECF Aにより評価され、 WH Oにより WHOFood Additive Service No. 30に掲

載される予定。

5 . Nordic Working Group on Food Toxicology and Risk Evaluation, 1991 

6.影響が現れないレベル CN0 EU、催奇性とE慢性毒性の研究が進行している。
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7.順位付けはソラ二ンを含む「じゃがいも」の消費量が多いことを考慮している。
8 . A T 0 : Agrotechnological Research Inst., Wageningen, The Netherlands 
9 . R I V M : National Inst. of Public Health & Env. Protection, Bilthoven, The Netherlands 
1 0. Mediumとしたのは人間に対する毒性が報告されていないからである。
1 1 .人聞に対する亜慢性毒性、催奇性試験および観察

1 2. TN 0 : Toxicology and Nutrition Inst. Zeist, The Netherlands 

1 3 . N F A : National Food Administration, Uppsala, Sweden 

1 4. IARCモノグラフ， Vol.40,1986 and Suppl. 7 ( 1987）に掲載された IARCによる評価

1 5 .完全な評価の為には沢山のデータは不要であり、順位付けは Highにランクすることができる

1 6.フロクマリン類の相互干渉作用である。
1 7 . U S F D A : Food and Drug Administration, Rockville, U.S.A. 

1 8 . A R S : Agricultural Research Service USDA, Texas, U.S.A. 

1 9. F 0 PH : Federal Office of Public Health Inst. of Toxicology, Schwarzenbach, Switzerland 

2 0.婦人や菜食主義の人達に対して工ス卜口ゲン（女性ホルモン）効果を示すというリスクを与える。
2 1 . AFR C : Food Research Inst. Norwich Norwich U.K. 
2 2 . MR C : Medical Research Council, Cambridge, U.K. 
2 3.サフロールとイソサフロールは化学構造と効果が似ていて、このグループに属すると考えられる。
：凶RCモノグラフ Vol.1, ( 1972) , Vol. 10 ( 1976) and Suppl. 7 ( 1987) 

2 4.川買位付けは低暴露を基にして評価した。
2 5.古い発がん性の研究を確認することになっている。
2 6 . S t . M H : Saint Mary's Hospital, London, U.K. 
2 7 . I A R C ( 1983～1987）の結果が再評価されることになっている。アガリチンは評価済み。
IARCモノグラフ， Vol.31 ( 1983) , Suppl. ( 1987) 

2 8.茸類の新鮮物中に高含量で見つかっていて、発がん性化合物が存在するとみられている。
2 9.アガリチン以外のフェニjレヒドラジンを含む物質の存在を調査・研究する必要があるし、加工に

よってあるいは調理によってどの様に影響されるのかの研究が必要である。

3 0.発がん性が研究されなければならない。
3 1. MA F F：英国農水食品省、 Norwich,U.K. 
3 2 . N F A : National Food Agency of Denmark, Soborg, Denmark 

3 3 . M R C : MRC Toxicological Unit, Carshalton, U.K. 
3 4. I PC Sで1988から他のピロリジディンアjレ力口イド類に研究が広がっている。
3 5.人間に関してのデータがない。暴露は高度である。
3 6.家庭や工場における調理・加工を含めて暴露調査が必要である。
3 7.毒物の吸収に関する影響を動物実験から人聞について関係づける。
3 8 . AV U : Royal Veterinary and Agricultural University : Copenhagen, Denmark 

3 9.亜慢性および慢性についての研究
4 0 . G PW A : Grain Pool of Western Australia, Australia 
4 1 . I N T A : Agriculture Research Inst. Madrid, Spain 

4 2. B I BR A : BIBRA Toxicology International, Carshalton, U.K. 

4 3 . H P B : Food Directorate, health Protection Branch, Ottawa, Canada 
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付表1：本来の植物毒サブグループのまとめ表

化合物 暴露状況（E) 生 産 毒 性
順位

要求されているデータ
付け

附香剤として食品に加えられ暴露
される。一例としてウッドラフは CoEはクマリンのTOIを

クマリン類
製品中に400mg/kg用いられてい 0.lmg/kg.臼と決めているがラ

人間における代謝と暴露データβ グリ

る。 （クマリンとして） ツトの発癌性試験で影響なし
Medium コシドとして存在するクマリン類を合

他に治療薬としてのハーヴに入っ とされたデータである。
めての存在と毒の性格。

ている。

食品の健康に対する暴露試験データ。

シアン化合物
キャッサパを主食とする地域では

世界で157,656 
甲状腺腫に関連しているが、

たとえば亜麻種子（破砕）における存

シアン化物として2Smg／日以上摂
千トンのキャツ

神経系とか他の病気たとえば
在と消費。

を持つ サパが生産され
M吋ium/

甲状腺腫やその他の病気が長い間の暴

グリコシド
取していると思われる。他の原料

ている。
fKonzoJ病との関係も確認 Low 

露によって生ずるかどうかを明らかに
からは少ない。 されている。

(FA0,1990) にすべきである。 JECFAによって評価

されようとしている。 (1992年2月）

Iそてつjの粉（食用）の消費に 「そてつjの粉を5～10%混合

ついて情報が少ない。サイカシン した餌でモルモットを飼うと Iそてつ粉Iや他の植物について暴露

サイカシン
の含量は幅があるが、 30～40g/kg 肝臓腫揚が生じ、動物では発

Medium 
試験が必要。食料が欠乏した時のみ「そ

を越えないであろう。食物が欠乏 癌性変異原性があることが示 てつの粉Iが食べられているか確認の
した時にのみ「そてつ」の粉が食 されている。人間の肝硬変に 要あり。
べられるとも言われる。 関係すると言われる。

「さつまいもjの中に数IOOmg/kg
世界で131,707千

フラノセスキ 存在する少数のデータしかない。
トンの「さつま 肺に害を与える、最低の毒性 暴露試験のデー夕、存在、消費量。主

テルペン類 「さつまいも」を主食とする地域
いも」が生産さ を示す量は不明。高分子量の High 要成分の毒性の特性について（たとえ

では暴露は高いと考えられる。
れている。 物質に結合する。 ば変異原性）

(FA0,1990) 

ジャイロミトラ 僅かの国でのみ使われ暴露は少ない。

中の 完成されたと見られる。 完成されたと見られる。 Medium 
残留するヒドラゾンの量、分解生成物

ヒドラゾン類
の分析値が必要とされる。発癌性の試

験が更に必要である。

豆類に存在し、主として大豆で言
世界で107,760千 飼料に存在する濃度で動物に 暴露試験の最新のデー夕、リスクアセ

イソフラボノイド えば数lOOOmg/kg存在し、 l人当
トンの大豆が生 エストロゲン効果を与える。

High 
スメントが必要。他の物質との複合暴

りSOOmgの暴露量となる。
産されている。 婦人に対しでも 1日60g大豆蛋 露試験がl¥.JKで進行中。イソフラボノイ
(FA0,1990) 白を食べるとその影響が出る。 ドの他の給原を調査する必要あり。

ルピナス粉を餌に入れて育て

一般的にハーヴ茶や治療薬として たラットの子孫は対照に較べ ルピンを基本にした製品の暴露試験が

Jレピン
暴露されている。ルピナス粉は新 F1,F2共に肝臓で減少してい 必要。何の製品が可能であるか、消費

アルカロイド
しい食品である。パンに混ぜて食 る。しかし毒性に関してのデ Medium されているか、誰が食べているかの調

べることがある。同類物質は豆乳、 ータベースではまちまな結果 査。長期間謡歯類に食べさせる試験が

豆腐などにもある。 で、毒性がないと結論ずける 必要。

ことはできない。

一般的にはハーヴ、香辛料から暴
ネズミやハツカネズミの毒性試験を明

メチレン 露されるが、治療薬としてハーヴ
肝臓毒と共に発癌性や変異原 らかにして人間に去すしてのアセスメン

ジオキシベンゼン から或は人参やセロリ、バーバン
性をネズミ、ハツカネズミを High/ トを行う。他のメチレンジオキシ、

類 などから暴露されるので量的には
用いて特異的な代謝活性の手 Medium 或はプロベニルベンゼン類がどの植物

確定されない。
法でその変化の程度を見る。 にどの位存在するかの調査と毒性の重

要性を調査すべきである。

中枢神経を刺激し、心冠状動

脈系に他のコーヒー中の物質

5,964千トンのコ と共に血中コレステロールを

メチルキサンチン
平均摂取量は200mg／人日であるが ーヒーと2,522千 上昇させる影響を与える。乳 機械論的の研究（刺激を与える方法も

類
多い人は600mgl人日以上であり、 トンの茶が生産 児に対するデータは不足。 Low 考慮して）が必要。

主な給源は茶とコーヒーである。 されている。 腎臓や勝臓に対して弱い発癌 疫学的調査を続ける。

(FA0,1990) 性が認められるデータがある

が、他の研究では認められな
u、。

豆類の
レクチンは栽培されている豆類蛋

乾物として豆類 過激な外毒の結果もう度毒性を発揮
自の10～15%を占めている。

レクチン類 豆科特に栽培種の豆は世界で主要
は世界で16,294

腸内の粘液物質と結合して腸
するようになるかの試験。

（フイトフェマグ 産物の一つである。
千トンが生産さ

の微繊毛の傷害を起こす。
Low 少量のレベルでの暴露を豆類その他の

グルティニン類） レクチンは豆を加熱調理すること
れている。 食品から受けていると慢性或は亜慢性

により完全に破壊される。
(FA0,1990) の影響を与えるかどうかが不明確。
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付表1，の続き

化合物 暴露状況（E) 生産 毒性
順位

要求されているデータ
付け

アガリチン以外のヒドラジン含有物の

野性の茸や栽培茸に3種類のフェニル 存在についての研究や、栽培茸のヒド
デンマークにおける平均摂

世界で栽培され
ヒラドラジン誘導体があるが、それだ ラジン分解物の研究が必要である。異

ハラタケ類に存在 取量は2～4mg／日人より低
ている茸類は1.2

けが主要なアガリチン類ではない。そ なった種類の栽培茸のアガリチン含量

するフェニル い。調理法の差があるがI
百万トン以上で

れはハツカネズミの実験で発癌性が認 High についての情報、栽培方法の違いから

ヒドラジン類 固に食べる量は20～60mg ある。 (1986) 
められたものである。乾燥した或は煮 来る量的な影響について情報が必要。

またはより少ない。 た茸にはネズミの試験では発癌性は認 新しい試験法のガイドラインに従って

められない。研究の適正な基準はない。 ハツカネズミ以外の動物で毒性機構の
研究や発癌性の研究が必要。

約200種類の化合物が知ら 主なピロリジンアルカロイドは動物試

れている。暴露は主として 験によって発癌性（TOSO0.1～ 多くの種類のピロリジンアルカロイド

ピロリジン 食習慣により異なる。アル 2mg/kg.bw）と変異原性が認められる。
High 
が複合した暴露試験が要求される。消

アJレカロイド カロイド含量はコンフリー 肝臓毒は約lmg/kg.bwであるが最小毒 費者教育によってリスクの概略が知ら

の根で乾物中20g/kgに達し 性発揮量は不明である。少量でも蓄積 れている。

ている。 することによる毒性が考えられる。

食品からの主な供源は豆類 他の天然毒の吸収に影響しているかの

(50g/kg乾物中）、アルフ
59,430千トンの

調査が必要。
アルファ（50g/kg乾物中） 腸の内壁通過性に影響を及ぼす。鳥類 in vitroの試験や動物試験の結果から人

サボニン類 である。英国では2mg/日位
豆類が生産され

や単胃動物に発育不良を起すことがあ
High/ 
聞に対するアセスメントをしなければ

摂取しているが或る菜食主
ている。

る。 Medium ならない。

義者は93mg／日に達してい
(FA0,1990) 

製造工程や調理工程での影響も研究の

ると言う。 要あり。

主として加水分解可能なタ
詳しくは知られていない。発育を阻害

イプのものがlg／日を越えて
する影響がある。抗癌性効果があると

いる。信頼されるデータは 58, 190千トンの いう主張もある。疫学調査によれば緑

タンニン類 少ない。茶を飲む人達や特
ゾルガムが生産 茶に含有する加水分解可能なタンニン

Low 
進歩した分析法および疫学調査のデー

されている。 （エラーグ酸）は抗癌性があるが、高 タが必要。
別な食習慣（ゾルガム、ハ

(FA0,1990) タンニンを含むゾルガムからつくられ
ーヴ飲料）を持つ人達は暴

露が多い。
る食品、飲料に含まれる濃縮されたタ

ンニンは発癌性を示す可能性がある。

回＇AAとBMAAを含めて毒性アミノ酸の

暴露量は測定されていな
一般的には充分に公表されていない

暴露試験データと毒性データが必要で
い。チック豆やサイカッド ある。

（ヤシ科の植物）の実の中
が、B-N-oxalylamino-L-Alanine(BOAA)

特に動物で認められた影響が人間でも
毒性を持つ

に主な毒性アミノ酸が含有
とB-N-methylamino-L蜘Alanine(GMAA)

Medium 起るかが必要とされている。他のアミ
アミノ酸類 している。欧米の国々では

がグルタミン酸の括抗物質としてモー
ノ酸S-methyl-L-Cystein(SMC)..

食品中に毒性アミノ酸は主
ター・ニューロン症の原因物質である

S-methyl-L-Cystein Sulfoxide(SMCO）が

要成分ではない。
と信じられている。

どのように人間の健康に影響するかの
データが要求されている。

広幅豆を栽培している地域
グルコースー6ベ燐酸デヒドロゲナーゼ

長期間ヴイシン、コンヴイシンについ

で未成熟のさやを食べると
4,312千トンの広 を欠乏している人にそら豆症を起す。

てネズミで暴露試験を行い、慢性毒性、
ヴイシンおよび

2gのヴイシン、 lgのコンヴ
幅豆が生産されて （アグルコンが赤血球にフリー・ラジ

Low 亜慢性毒性が認められるかどうかの試
コンヴイシン

イシンが一食で摂取される
いる。 カルを生じさせ、グルタチオンの供給

験が必要。
ことがあり得る。

(FA0,1990) を減少させ、赤血球のエネルギー交換
消費者に対する教育が必要。

を破壊させる）

主な摂取源はセロリ一、ま
長波紫外線にさらされると光による害 主要食品に含有されている量、柑桶類、

たはセロリー類のスパイ
（エリテーマ）、変異原性、発癌性を

Medium 
野菜の皮に含有される量。異なったフ

フロクマリン類
ス。普通はlmg／人以下（米

持つようになる。
/High 
ロクマリンの協同による作用。毒性動

ネズミに対しては光がないと発癌性を 力学的研究。光による害が現われる最
国ではl.3mg／人）

示す。 低量、およびその他の研究。

グリコシノレートの加水分解物は甲状
腺肥大を起す生理活性を持つが、初期

英国では個人当り300mg／日
世界では37,244

の研究では人間の甲状腺とグルコシノ
現在ではBrassica属に存在する予防因子

グリコシノレート
位迄十字花植物の野菜から

千トンのキャベツ
レート暴露の間には確信を持たせる関

の存在に関心が集まっている。

類
摂っていると思われる。

が生産されてい
係は見られない。グルコシノレートの Low 

甲状腺との関連があるかどうかはっき
Brassica属の野菜は新鮮物 一革重であるシニグリンから生じたアリ

当り1～4g/kg含有する。
る。（FA0,1990)

ルイソチオシアネートはAmesテスト
りさせる研究が必要。

で変異原性を示したがネズミの試験で

は催奇性はなかった。
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付表1，の続き

化合物 暴露状況（E) 生産

デンマークおよびチェコス

ロノTキアでは141g、132g
世界では269,561

グリコアルカロイド
の馬鈴薯を食べているが最

大30mg／人ー日摂取している
千トンの馬鈴薯

（ソラニン、カコニン）
ことになる。一般的には

が生産されてい

15mg／人日より多くはない
る。（FA0,1990

であろう。

英国では甘草からlmg／人日
デンマークでは!Omg／人目

平均的に摂取している。

1日に94mgから穐摂取す

グリチルリジン ると興奮状態になることが

報告されている。

甘草を食べるという食習慣

は民族的に個人的に大きな

差がある。

Ill.海藻類（貝毒、魚毒の一部も含む）

担当委員： Dr.T. Aune (Norway) 

Dr. H.P. van Egmond 

(The Netherland) 

Dr. P. Lassus (France) 

Dr. G.J.P. Speyers 

(The Netherland) 

Dr. M. Waldock 

(United Kingdom) 

下痢性貝毒（diarrhoeicshellfish poisons : 

毒性
順位

要求されているデータ
付け

コリンエステラーゼ阻害以外の作動メ
カニズム研究。他種のグリコアルカロ

アセチルコリンエステラーゼを阻害
イドとの併用による催奇性研究。影響

するが、これは興奮させるメカニズ
の現れないレベルの確定。他のグリコ

ムばかりでなく、腸管内の反応と神
Mediwn アルカロイド含有物の調査。たとえば

経効果を示していると思われる。多 /Low 
緑色トマトや茄子など、グリコアルカ

分催奇性があるであろう。
ロイドの二種が相乗的な効果を示すか
どうかの試験（ソラニンとカコニン）

がJECFAで1992年2月に評価されてい
る。

11-.B－ヒドロキシステロイドデヒド
ロゲナーゼ系を阻害するのでナトリ

ウム、水が排他され難くなり、高血

圧、ハイポカラメミア症状を示し、

レニンアルドセテロン系を抑制する。 Low 
他の国々の特殊な摂取データを必要と

EECの食品科学委員会ではグリチル
している。

リジンが1日lOOmgを越えないように
決めようとしている。組Iを決める

程のデータは集まっていない。

毒化合物； CtoH11N104・2HCI）を用いる。 Ps 
P毒の強さはほぼST Xの毒素の強さに匹敵

するので、 「μg STX equivalent/kg ・ b.w.Jと
いう単位を示す。晴乳類や鳥類の経口LDsoは

90～280 μ g STX/ kg・b.w.の範囲である。麻酔

的な症状を現す経口投与量は人間の例で144～

1,600 μ g STX／人と幅のある範囲が示され、致

死量は300～12,400μ g STX／人とされている。

また生貝に含まれる許容量は40～80μ g/100g 

(STXも同じ）が提案されている。

D SP）と麻埠性貝毒（paralyticshellfish 

poisons : P S P ）については、研究結果が

得られているが、シグワテラ（ciguatera；魚

肉中毒の一例）や、新鮮水藻毒については

担当者たちにも専門家が不在で、詳細が不

明のため討議できなかった。

DS  Pはポリエーテル化合物の数群を指す

のであるが、生物に対する影響は異なる。下

痢症状を起こすと言うのは一種の麻痔作用の

症状（小腸における）であるので、 diarrhoeic

shellfish poisonという名称で全化合物と呼ぶの

は不適当である。

毒性の強さなど小腸を用いて吸収上覆組織

の再生不能になる量を OkadaicAcidやDTXI 

と比較してみるのであるが、明確なデータは

出ていない。このようにDSP  はPs Pに比
べて実験が少なく、特に慢性毒について不足

しており、発がん性や心臓や肝臓疾患に対す

る研究が必要である。

PS  Pはアミノプリン系の化合物で、少

なくとも 18種類あり、すべて神経毒であっ

て晴乳類に対して急性毒性を示す。その毒

性の単位を一匹のネズミを24時間以内に殺

す量を 1単位とし、スタンダードとしてサ

キサトキシン（STX；イガイに含まれる
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表2：海藻毒（貝毒、魚毒の一部を含む）の重要度順位付け表

評 価 研究の必要性

必要

イじ -fr 物 完了 公表され 種類 )I阿立付け

たデータ
)I国f立付け

精製された化合物 Higil3 

PS P一毒 完了2 部分的
High3 を取り出すこと。

High3 
（再評価に対し） 分析方法

毒性研究5 High3 

精製された化合物 Medium11 

DS P一毒 完了2 殆どない Low11 を取り出すこと。 Mediumll 
（再評価に対し） 分析方法

発癌性試験12 Medium11 

AS P一毒 CNS 

（ドモイン酸） 15.16 
未 部分的 Medium IO （中枢神経系） 進行中

分析方法

Ciguatera一毒 毒素の精製

（シグワテラ） 17 
完了 ？ （再評価） ノTイオアセイ

疫学的調査

分析方法 Medium 
新鮮水藻毒

(mic口rocy戸s佃tin路s) 16.2 
未 部分的 Medium 

純粋な化合物 Medium 
毒性研究 Medium 
暴露試験 Medium 

注 1 .植物毒の表の注1と同じ。
2. I PCS C国際化学物質安全プログラム）、 EH C C環境・健康規準）の発刊

No. 37 C 1984) 

研究所または

個人名1

HPB(C担制a)4

BCR6, FDA 7’ 

Botana8 TR9 ， 

RIVM10 

CBR6, Yasumoto14 

Norte13 

即 B(C組 ada)4

Bagnis & Legand 18 

Fremy19『

Carmichael 21 

3.安全について時間的余裕のないこと、 Ps Pの害が世界的であること、 Ps P毒を生産する海藻が
増えていることから順位付けを Highに決められた。

4 . H P B : Food Directorate Health Protection Branch 、力ナダ厚生省、 Ottawa,Canada 
5.経口急性、車急性毒性試験、代謝の傾向、個々の毒物についての作動メ力ニズム
6 . B C R : Community Bureau of Reference, Commission of the EC, Brussel, Belgium 
7 . F D A : Center for Food Safety & Applied Nutrition, Seefood Toxins Research Proj., FDA, 

Washington.DC, U.S.A. 

8. L.M. Botana : Univ. de Santiago de Compostella, Dept. de Farmacologia, Lugo, Spain 

9 . T R : Torrey Research Station, Aberdeen, Scotland, U.K. 
1 0 . R I V M : National Inst. of Public Health & Environmental Protection Bilthoven, The Nether 

lands 

1 1 .評価の順位付けは、 Ds Pが発がんを促進させる可能性があり、この毒を持つ種が地域的に広がり
をみせているが、下痢症状という主症状からみて、 Lowあるいは Mediumと決められた。

1 2.腫療の発育を促進する作用
1 3. M. Norte: Univ. de la Laguna, Centro de Productos Naturales, Tenerife, Spain 
1 4. T. Yasumoto : Faculty of Agr. Tohoku Univ., Sendai, Japan 
1 5. AS Pはamnesicshellfish poison の略で、健忘症にかかるという毒性を持ち、 1987年にはCanadaで
107件の中毒があり、 3人が死に至った。下痢症状も4年以上に及ぶ記憶喪失と共に起きる。これ
らの実験によると最高限度は貝重量g当たり20μgが人聞に対しての発現レベjレと考えられている。
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力ナダでは再発防止プログラムが活動しており、最近では力リフォル二ア沿岸地区でも発見され、広

がりをみせている。中毒症状がさほど特徴的でないため、 As Pの存在は世界に広くは認められてお
らず、その理由から世界的に起こっているという報告がないのかもしれぬ。

1 6.海藻毒委員会（サブ委員会）の中には、 As P及びmicrocystinsの専門家がいなかったので、詳細
は議論しなかった。

1 7 . Ciguatera毒のグループに関して、海藻毒委員の中に専門家がいなかったので紹介はできなかった。

Ciguatera毒は、熱帯・亜熱帯の魚に存在し、他地域に出荷されている可能性がある。しかし毎年5
万人以上の人が中毒にかかり、吐き気、麻痩、刺痛という急性毒J性と慢11的な毒J｜主を持っているので、
この毒素類に関して将来は詳しい報告が必要とされる。

1 8. R. Bagnis and A.M. Legand : Inst. de Recherche Meidicales Louis Malarde,Tahiti, French Polynesia 

1 9 . J.M. Fremy : CNEVA Lab. Central d'Hygiene Alimentaire, Paris, France 

2 0.新鮮水青緑海藻類毒すなわち microcystinsは飲料水の給源から起こる可能性もある。フィンランド、

オーストラリア、英国で関心が持たれている。腫霧発育を促進する影響がある可能性がある。ある種

の青緑色海藻は健康食品として推奨されているが、これらにも海藻毒が存在しているかも知れぬ。

2 1 . W.W. Carmichael : Dept. of Biol. Sciences, Wright State Univ. Dayton, U.S.A. 

IV.微生物毒

担当委員： Dr.W. de Koe (Rifswijk) 

Dr. H. Frank (Karlsruhe) 

Dr. C. Frayssinet (Villejuif) 

Dr. G. Dirheimer (Strasbourg) 

討議中に出た問題点、研究の必要性につい

て要点のみを記す。

オクラトキシンA (0 TA）及びその同族

体（フェニルアラニンが入れ替わった）につ

いて、最近では発がん性及び遺伝子毒が動物

試験で明らかになってきたO 摂取量や摂取し

ている人達の血中濃度はヨーロッパの数カ国

で測定されているが、アフリカ、アジア、ア

メリカ諸国でも必要とされる。

食品中にシトリニンが見いだされる事実は

世界的に見られるが、量的には未調査である。

食品を調理するときに破壊されてしまうほど

不安定であるが、分解生成物の毒性について

は未知であり、食べるときの食品中にどのく

らい存在しているか分析法を開発しなければ

ならない。

また、食品中に存在して摂取されているエ

ルゴアルカロイドについて分析例が少ないし、

ILSl.(No.35) 93.3 

低レベル暴露による慢性毒が研究されねばな

らない。

トリコテセン類に属するデオキシニパレノ

ール（DON）の存在は世界的に広まり、中

国とインドで大規模な中毒を起こしたことが

報ぜ、られている。 D0 NはIAR  Cで1992年

から毒性評価がされる予定であり、カナダで

は長期間の発がん実験が行われている。

Fusarium moniliforme （及び同種の菌）の産

生する毒素は、中国やアフリカのトランスケ

イにおける食道がんと関係があるとされてい

る。

中国におけるかびが生えたさとうきぴの毒

の病因学的研究が Dr.Chenにより報告されて

いる。これによる中毒は特徴ある疫学的・臨

床的症状を有していて、 1972～1978年の聞に

800件が中国の13県に発生し、 10%が死亡し

ていると報ぜられている。 Dr.Chenによると、

Arthrinium sp.属の菌が産生する 3ーニトロプ

ロピオン酸であるとされているが、再確認が

必要である。

アフラトキシンBi, B2, G1, G2, Mi, 

M2は1992年に IAR  Cで毒性評価が行われ

ているが、これらの毒素と肝ウイルスのよう
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な危険因子との干渉作用についても研究が進

行中である。

ゼアラレノンについては深く討議されなか

表3：微生物毒の重要度順位付け

評 価

ったが、エストロゲン負荷時の試験を行う必

要がある。プエルトリコで疫学的調査が進行

中である。

研究の必要性

必要
研究所または個人1

化 主口』 物 完了 公表され 種類 順位付け

たデータ
Ji！貢f立付け

H.P.B5,Fuchs,(Zagreb)9, 

人の血液中および
Hult,(Stockholm)lO, 

オクラトキシンA 2,3,4,5,6, 7 
再評価

食品中の存在 Hald,(Copenhagen)l l, 

(OT A) 完了 人に対する免疫毒
High 

Creppy ,(Bordeaux) 12, 
遺伝子毒

Chemozemsky ,(Sofia)l 3, 

IARC,(Lyon)l 4 

OT  Aーアミノ酸アナローグ 未 少ない
食品中における

Medium 
Creppy ,(Bordeaux) 12, 

存在 Dirheimer(S町asbourg)15

シトリニン 完了16
調理された食品の

Medium Wilson(USA) l? 取扱い法と分析

調理された食品の H.P.B5 
エルゴアルカロイド 完了3 少ない18 再評価 分析。慢性的に低 High19 

RIV WO いレベルでの暴露

トリコテセン類

デオキシニパレノール（日）N) 完了3,6 部分的 進行中21 
RIVM20 

T-2毒
完了3,6 部分的 発癌性 High H.P.B5,NTP22 

HT-2毒
完了3,6 部分的 免疫化学的方法 Medium 

ダイアセトオキシ
完了3,6 部分的 免疫化学的方法 Medium 

サーテノール（DAS)

ニパレノール
完了3,6 部分的 免疫化学的方法 Medium 

フザ、レノン－x 完了3,6 部分的 発癌性 Medium 

RIVM(The Netherlands) 

フザリウム・モニリフオlレム菌
未 少ない

すべてに対しての
High24 

Visconti(Italy )25 

の毒
High 

研究23 MAFF(UK)26 

M訂おお（SA?-7

3－ニトロプロピオン酸28 未 少ない High 
すべてに対しての

High China29 
研究

アフラトキシン類
完了30,6 再評価31

疫学的調査

B1,B2,G1,G2, 進行中 一

アフラトキシン類
完了30,6

M1,M2 完了30,6 再評価31

（アフラトキシコール） 完了30,6

ゼアラレノン 出ヌET31,6 再評価31 
暴露

一疫学的調査
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注 1 .植物毒の表注1と同じ
2. JECF Aによって1990年に評価された。 WHOによる発刊：「ある種の食品添加物及び混在物
の毒性学評価」 WHO食品添加物シリーズNo.28 (1991) 
3 . I P C S, E H C No. 105 「選定された微生物毒：オクラトキシン類、トリコテセン類、工jレ
ゴ・アル力口イド」 ( 1990) 263pp 
4.ノルウエーの食物毒とリスク評価ワーキング・グループ 1991
5 . H P B : Food Directorate, Health Protection Branch，力ナダ厚生省， Ottawa,Canada 
6. I RAC 1992モノグラフ Vol.56 （印刷中）
7 . Deutche Fo「schungsgemeinschaft：オクラトキシンAMitteillung XII, 1990 
8.暴露アセスメントの結果が完了し、人に対するデータが発表される時
9. R. Fuchs : Dept. of Toxicology, Inst. for Med. Res. & Occup. Health, Univ. of Zagreb, 
Zagreb, Croatia 

1 0. K. Hult: Dept. of Biochem. & Biotech., Royal Inst. of Tech., Stockholm, Sweden 
1 1 . B. Hald : Royal Veterinary & Agricultural Univ., Copenhagen, Denmark 
1 2 . E.E. Creppy : Lab. de To×. d'Hygiene Appliquee, U.F.R. des Sci. Pharm. 
Univ. de Bordeaux, Bordeaux, France 

1 3. 1.N. Chernozemsky: National Oncological Centre, Sofia, Bulgaria 
1 4. I ARC : International Agency for Research on Cancer, Lyon, France 
1 5 . G. Dirheimer : Inst. de Bio. Molec. et Cell. du CNRS, Strasbourg, France 
1 6 . I A R C 1986モノグラフ Vol.40 
1 7 . D. Wilson : Dept. of Plant Pathology, Univ. of Georgia, Tiffon, U.S.A. 
1 8.低レベル暴露に対して
1 9.分析結果による順位付けがHighと判定された。
2 0 . R I V M : National Inst. of Public Health and Environmental Protection, Biethoven, The 
Netherlands 

2 1 .長期間に亘るネズミによるバイオア、ソセイ（力ナダ）
2 2 . N T P : National Toxicology Programme, Public Health Service，米国厚生省TrianglePark, U.S.A. 
2 3.一段階毎に毒性学・疫学研究を重ね、広範囲に研究を行う。
2 4.暴露試験データの可能性は未決定
2 5. A. Visconti: Inst. Tossine e Micotossine de Parassiti Vegetali, BalしItaly
2 6. MA F F：英国農水食品省， FoodScience Lab., Norwich, U.K. 
2 7. W.F.O. Marasas : Env. Health and Toxicology Research Inst. for Nutritional Deseases of 
Medical Research Council, Tijgerberg, South Africa 

2 8.このサブ委員会では処理されなかった。
2 9. China : 1nst. of Nutrition and Food Hygeiene, Chinese Academy of Preventive Medicine, 
Beijing, China 

3 0. IPCS, EHC, No. 11 (19'79) 12'7pp 
3 1 .現在の状況では疫学的調査が進行中。

訳者注

1 . ILSI Europeで低暴露・長期型天然毒を選

定し、評価を進めるための研究を呼びかけた

ことは大きな業績である。しかし日本（アジ

ア）から見ると、水産毒関係（ふぐ毒・貝毒）

や微生物毒（かぴ、きのこを含めて）が少な

いように思われる。日本で専門家が集まり日

本独自の研究成果を補足するのが望ましい。

2.植物毒の中には表にも見られるように毒

性と同時に治療効果があるものが見受けられ

る。例えば甘草中のグリチルリジンは治療薬

に用いられているし、クマリン・ルピン・サ

ボニンなども各種の疫病に対し予防または治

療効果があるとされている。用いる量によっ

てあるいは個人差によって毒にも薬にもなる

例が多いと思われる。更なる実験結果を見守

りたい。

（日野哲雄）
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2. ビタミン

ILSI-N Aワークショップ「ビタミンB類に関する新しい知見J

1992年12月2日、 ILS I北米支部の栄養とエイジング委員会主催により、 「ビタミンB類

に関する新しい知見」と題するワークショップが開催された。

ある栄養素に関して明らかな欠乏症ではないまでも、摂取不足によってどのような臨床的・

亜臨床的影響が生じるか、また適当な栄養素の適量摂取が精神的・身体的機能をいかに増進さ

せるかを論題として取り上げ、素人の認識機能及び魚寝に対するビタミンB類の役割について

の知見が述べられた。

講演内容の要旨を以下にご紹介する。

く免疫＞

謹注ム
講師： Dr.s面血 Mey伽M，出eU.S. Depar加ientof 
Agriculture Human Nu凶 ionResearch Cen-

ter on Aging, Tufts University 

遅発性皮膚過敏症試験（delayed-hypersensi-

tivity skin tests）、腫蕩抵抗力、寄生虫、病原

体となるある種の細菌など、免疫機能の一般

的指標はすべて、加齢に伴い免疫機能が低下

することを示している。免疫機能の指標の加

齢に伴う低下現象は、分子レベルでの根拠と

相まって、老人が概して伝染性の疾病にかか

りやすく、一度かかると病気が長引き、また

伝染性の疾病による致死率が高いという臨床

データを裏づけるものである。

ボストン及ぴオランダの老人で栄養摂取量

調査を行ったところ、ピタミンB6及び、葉酸の

摂取量がRDA （推奨一日摂取量）値の3分

の2以下の老人が約70%、ビタミンB12の摂取

量がRD A値の3分の2以下の老人が約30%

にものぼった。その割に血しょう中の葉酸と

ビタミン B12の濃度は低くないのに対し、ビタ

ミンB6の血しょう濃度は摂取量に見合った低

い値を示していて、これが老人における免疫

力低下に大きく影響している可能性がある。

66 

それとは別に血清ビタミンB6濃度の低いグ

ループがいるが、これらの人々はエイズ患者

であって、老人とは異なり、食事から十分な

量のピタミンB6を摂っている。

免疫機能が効果を発揮する上でビタミンB

群が重要だと言うのは、おそらく DN A合成、

脂質のメチル化、ポリアミンやたんぱく質の

合成にビタミンB群が必要とされるためであ

ろう。これらはすべて、感染をくい止めるに

十分な数のリンパ球や好中球（中性好性白血

球）の生成に不可欠な反応である。

健康な老人男女にビタミンB6以外の全ての

栄養素を十分に含んだ食事を与えた実験で、

血しょう中の濃度を調べたところ、被験者は

明らかにビタミンB6欠乏状態で、リンパ球の

数も減少していた。ビタミンB6を十分に与え

た期間には、被験者はRD A値以上の量のビ

タミンB6を摂取して、不足分を完全に補おう

とする。その結果、白血球の数が増えるが、

増え方は意外とゆっくりである。

結論として、素人が十併な魚寝機能を確保

するためには、 RD Aで決められた以上の量

のビタミンB豆を摂取する必要があるn どのく

らい摂取すればよいかという具体的な数値を

設定するには、今後さらに研究が必要である。
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く行動と認識機能＞

ビタミンB6の摂取が最適量に不足すると、動

物及びヒトの行動や認識機能に影響を及ぼす

ことが次の2人の研究者によって指摘された。

益法2-
講師： Dr.Tomas R. Guilarte, Johns Hopkins U凶ー

versity 

出産年齢の女性を含む全米のあらゆる社会

経済的階層の女性から抽出して統計をとった

ところ、ピタミンB6の摂取量がRD A値の70

%以下の女性が約4分の3、RD A値の50%

以下しか摂取していない女性が44%にものぼ

った。行動と学習能力に及ぼすビタミンの影

響を理解する上で、この統計結果は重要であ

る。

ビタミンB6は、 ドパミンなどの神経イ云達物

質の生成に不可欠で、ビタミンB6を十分に与

えなかったラットは、十分に与えたラットよ

りも若い内から活動が鈍くなる。

ビタミンB6を十分に与えられなかった、その

同じラットが、年をとるに連れて意外にも活

動機能が充進することが観察された。ドパミ

ンはヒト及ぴ動物の運動機能を調節している

物質で、パーキンソン氏病患者は、これが不

足している。

ビタミンB6を最適量以下しか与えられてい

ないラットは、記憶力を要する作業が苦手で

ある。それは、ビタミンB!iの不足したラット

では、挙習あるいは記憶の過程を電気的シグ

ナルに変える（enc吋加!Z）働きをする、大脳度

管にあるリセプターの数が減少するためだと

思われるn このリセプターの激減状熊は、ア

ルツハイマ一昨候群やぞの他の痴呆昨など、－

ヒトの神経起因件障害 foeuroizenerativedisor-

den;）状熊に匹敵する。

他の栄養素が欠乏した場合と同じく、ビタ

ミンB6摂取が不十分な場合は、体内のさまざ

まな代謝物に混乱を生じるおそれがあり、通

常なら毒性のない代謝物が、ある量を越えて

増加し、毒性を示すようになる。また、 ζ之

ILSl.(No.35) 93.3 

よと主兵の濃庭が非常に高くなり過ぎても、末

梢件の神経障害を起こす危険があると示唆す

る十分なデータがある。

議注a.
講師： Dr.Judith.Hallfrisch, the U.S. Department of 

Agric叫旬reHuman Nutrition Re田archCen-

ter, Beltsville, Maryland 

ω歳から90歳の 2(i()人の男性に視覚記憶テス
トを行った結果、ビタミンB群のRD A値の

50%以土を食事から摂取している被験者のほ

とんど全員が、 RD A値の50%以下しか摂取

していない被験者よりもテストの成績が良か

った。このテストにより、 60歳から65歳の少

なくとも10%以上の被験者に何らかの痴呆症

状がみられ、 80歳以上になると、それが50%

以上に増えることがわかった。

今後数十年の聞に素人人口は魚増するが、

十分な栄巷摂取によってこの知能低下が多少

なりとも予防できる、あるいは回復すること

ができれば、素人治療費の増加はかなり低く

抑えることができるの

以上3つの講演は今後出版の予定である。

また、 ILS I北米支部栄養とエイジング

委員会は、 4/1 6にも「素人の免疫機能：

ビタミンEと3ーカロチンの4笠割｜と題して

ワークショップを行った。講師は Dr.James S. 

Goodwin, the U凶versityof Texas Medical Branch泊

Galveston; Dr. Simin MeyぬM，出eUSDA Human 

Nutrition Research Center on Aging, Tufts 

U凶versity;Dr. Ronald S. Watson, the University of 

Arizona College of Medicineの3名。

（大沢満里子）
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日本国際生命科学協会活動日誌
(1993年2月1日～1993年5月31日）

2月3日委員長会議 於： ILSI JAPAN 

広報、編集、財務、 RF設立準備室、科学研究企画委員会の各委員長及び

科学研究企画委員会に属する安全性、栄養とエイジング、バイオテクノロ

ジー、油脂の栄養の各研究委員会委員長が出席し、本年度総会に提出する

各委員会の活動状況の報告内容及ぴ優先検討課題の進捗状況等についての

討議。

2月3日科学研究企画委員会 於： ILSI JAPAN 

各研究委員会の活動状況報告及ぴ本年度に開催が計画されている国際シン

ポジウムへの対応ならびに各種学術集会の開催についての検討。

2月5日編集委員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I・イルシー34号の掲載内容及び原稿のチェック、 ILSI・ イル

シー 35号の発行予定スケジュール及び掲載内容の検討。

2月5日 栄養と工イジング研究委員会（準備会） 於： ILSI JAPAN 

栄養とエイジング研究委員会のアンケート調査結果についての検討及び研

究委員会の検討対象項目の取りまとめ。

2月7日編集委員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I・イルシー34号の最終原稿の校正。

2月17日 油脂の栄養研究委員会 於： ILSI JAPAN 

畜産関連脂質に関する前回の岐阜大学農学部渡辺乾二先生の講演内容及び

各学会の最近の関連報告内容についての討議ならびに取りまとめ。目次案

の検討。

2月18日役員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I本部総会出席報告、本年度第1回理事会（総会）への対応審議、

総会終了後開催予定の講演会「エイジングと脳の活性化についてjに関す

る説明及ぴ科学研究企画委員長よりの提案等について審議。

2月23日 安全性研究委員会（懇談会） 於：学士会館

食品の日付表示に関する緊急懇談会を開催し、粟飯原副会長を中心に参加

者30名により意見交換。
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2月26日 バイオテクノ口ジー食品に関する講演会 於：食糧会館

演題：バイオテクノロジ一応用食品、食品添加物をめぐる内外の動向について

講師：厚生省食品保健課

課長補佐鈴木康裕先生

参加者： 35名

3月1日会計監査 於： ILSI JAPAN 

印藤、青木監事により、 1992年度事業報告書、決算報告書及ぴ関係書類につ

いての監査を実施。

3月1日 広報委員会 於： ILSI JAPAN 

ILSI JAPAN Newsletter Executive News I L S I紹介パンフレット等について

の作成検討、業界紙（誌）とのコンタクト及び外部広報専門家を招く懇談会

の開催等について検討。

3月4日 1993年度第一回理事会（総会） 於：国際文化会館

1992年度事業報告書（案）、同決算報告書（案）、同余剰金処分（案）の審

議、承認、ならびに1993年度事業計画（案）、同収支予算書（案）の審議、

承認が行われた他、 ILS I本部総会への出席報告、及びILSI JAP 

A N優先検討課題等についての討議。

3月4日 ILSI JAPA N講演会 於：国際文化会館

演題：エイジングと脳の活性化について

講師：九州大学名誉教授、日本臓器製薬生物活性化学研究所所長

大村裕博士

参加者： 45名

3月17日 油脂の栄養研究委員会 於：大洋漁業

魚介類の脂質の特性及び栄養に関する各種文献による情報交換ならびに委員

会検討結果取りまとめ報告書の目次案とその項目分担委員に関する検討。

3月22日編集委員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I・イルシー35号の発行予定、掲載原稿のチェック及び、36号の発行予

定スケジュール、掲載内容の検討。

3月24日 栄養と工イジング研究委員会（準備会） 於：学士会館

今後の研究委員会の進め方及び骨粗繋症に関する文献の検討。
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4月8日広報委員会 於：薬業健保会館

ILSI JAPA N紹介パンフレットの審議、 ExecutiveNews及び広報活動

全般についての検討を行った後、外部広報専門家を招き次の懇談会を開催。

演題： ILSI JAPA Nの広報についての考え方

ープレゼンテーションについて－

講師：（株） B Bプロモーション

杉浦忠チーフプロデューサ一

久津弘子プロデューサー

4月14日油指の栄養研究委員会 於： ILSI JAPAN 

パーム油系油脂に関する関連学会報文の検討ならびに委員会検討結果取りま

とめ報告書の目次案とその項目分担委員に関する検討。

4月19日 「毒性学の将来への展望J国際シンポジウム
～20日 於：東京・椿山荘

4月19、20日の両日に亘り、毒性試験／評価をめぐる主要問題について囲内

10名、国外11名計21名の権威者による口演が行われ、盛会裡に終了。

参加者： 145名

4月22日 「毒性学の将来への展望j国際シンポジウム 於：奈良県立新公会堂

東京に引き続き毒性試験／評価をめぐる主要問題について国内6名、国外5

名計11名の権威者による口演が行われ、盛会裡に終了。

参加者： 100名

4月23日 「第11回実験動物の目、耳に関する病理組織スライドセミナー

～24日 於：奈良県立新公会堂

園内8名、国外11名の研究者を招聴し、セミナーを実施。

参加者： 120名

4月28日編集委員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I・イルシー35号掲載原稿のチェック、 36号発行予定スケジュール及

び掲載内容の検討。

5月12日 油指の栄養研究委員会 於：国際文化会館

畜産脂質に関する酸化コレステロール、トランス酸及ぴ各種疾病との関連に

ついての各種文献の検討。

5月12日広報委員会 於： ILSI JAPAN 

今後に於ける広報委員会の活動及びExecutiveNewsの発行に関する検討。
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5月18日 栄養とエイジング研究委員会 於：国際文化会館

栄養とエイジング研究委員会の検討課題及び研究委員会の今後の進め方につ

いて討議。

5月26日編集委員会 於： ILSI JAPAN 

IL S I・イルシー35号掲載原稿の校正、及ぴ36号編集についての検討。

5月26日 油脂の栄養研究委員会 於：大洋漁業

魚介類の脂質に関し、各委員より担当項目について取りまとめ原案、骨子に

ついて説明及び討議。

5月26日 バイオテクノロジー研究委員会（運営委員会）

於： ILSI JAPAN 

バイオ食品の安全確保に関する国際シンポジウムの運営に関し、研究委員会

とILSI JAPA N事務局との作業分担、運営委員会の分担項目につい

ての検討。

5月31日 「バイオ食品の安全確保に関する国際シンポジウムJ
第一回組織委員会 於：霞が関キヤツスル

ILSl.(No.35) 93.3 

’93年10月14日に開催予定の国際シンポジウムのプログラム、運営、財務及び

今後の進行スケジ、ユールに関する検討。
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交代年月

1993.2 

1993.6 

変百年月日

1993. 3.21 

1993.4. 1 

凪会主且
1993.2 

会員の異動

理事の交代 （敬称略）

組織名 来庁 ｜日

リノール油脂（株） 専務取締役 名古屋工場

名古屋工場長 研究開発部長

田所洋ニ 堤賢太郎

昭和産業（株） 技術部 油脂事業本部

製油技師長 製油技術長

渡辺睦人 落合室

社名変更

孟 日
（株）アルソア央粧

日本製紙（株）

（株）アルソア総合研究所

十候製紙（株）

脱会

組織名

理工協産（株）
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ILSI JAPAN 出版物

（在庫切れのものもございますので、在庫状況、値段等は事務局にお問い合わせ下さい）
＊印：在庫切れ

New ’93年度出版物友び出版予定…………

．定期刊行物

IL S I・イルシー

No.34特集魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

No.35特集エイジングと脳の活性化、

「毒性学の将来への展望jシンポジウム

栄春壁レビュー

第2号 高齢者のエネルギー需要、食餌性脂肪と血中脂肪、長寿者の食

生活の実態と動向他

第3号 運動と徐脂肪体重、魚油はどのようにして血築トリグリセリド

を低下させるのか、セロトニン仮説の信濃性他

－国際会議講演録

第1回国際会議「栄養とエイジングj講演録（編纂中・’93夏刊行予定）

OILSI JAPA N機関誌
（食品とライフサイエンス）
No. 1 特集発会にあたって、栄養専門家会議、骨代謝とミネラル ＊ 
No. 2 特集最近における癌研究、食品添加物の最近の考え方 ＊ 

No. 3 特集食塩の摂取について、ミネラル代謝 ＊ 

No. 4 特集 日本の塩の需要供給の現状 ＊ 
No. 5 特集 IL S Iの動向
No. 6 特集砂糖をめぐる健康問題、 ILS I概要
No. 7 特集 「食品添加物摂取量調査JWG報告
No. 8 特集 「食塩JWG報告
No. 9 特集 「骨代謝とミネラルjWG報告
No.10 特集 「砂糖JWG報告
No. 11 特集健康食品、日米の比較
No. 12 特集安全性評価国際シンポジウム（ 1 ) 

No. 13 特集安全性評価国際シンポジウム（2) 
No.14 特集安全性評価国際シンポジウム（3) 
No. 15 特集食用油脂成分の栄養性と安全性
No. 16 特集創立5周年を迎えて
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No. 17 特集食事と健康国際シンポジウム
No.18 特集食事と健康シンポジウム（ 1 ) 
No. 19 特集食事と健康シンポジウム（2 ) 

No.20 特集動物実験の現状と問題点
No. 21 特集食用油脂と脳卒中虚血性心疾患
No.22 特集栄養とフィットネス

No.23 特集新技術利用発酵食品の基礎と社会的評価

No. 24,25特集 I L S I JAPAN7周年記念フォーラム
No.26 特集食品の安全、ダイエタリーファイパ一、機能性食品

No.27 特集 イシューマネジメントと ILS I 
バイオテクノロジーに関する規制の国際動向

No.28 特集食餌制限と加令、米国における健康・栄養政策
No.29 特集創立10周年記念特別号

No. 30 特集第l回国際会議「栄養とエイジング」

(IL S I・イルシー）
No. 31 特集新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性

エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ
No. 32 特集委員会活動報告
No. 33 特集化学物質の安全性評価、 「エイジングと栄養J公開研究集会
No. 34 特集魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

0ワーキング・グループ報告シリーズ
No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点」

No. 2 「子供の骨折についての一考察j

No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取） J 
No. 4 「砂糖と健康」

No. 5 「食と健康J
No. 6 「日本人の栄養J
No. 7 「油脂の栄養と健康」

0国際会議講演録
「安全性評価国際シジポジウム講演録j

「ノtイオテクノロジ一国際セミナー講演録J ＊ 

or Ls Iライフサイエンス シリーズ
No. 1 「毒性試験における細胞培養j (U.モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和j ( G. J.ファンエシュ） ＊ 
No. 3 I A D I J ( R .ウォーカー）
No. 4 「骨粗繋症j (B. E. C.ノールデイン、 A.G.ニード）

No. 5 「食事と血紫脂質パターンj (A.ボナノーム、 S.M. グランデイ）
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0最新栄養学（第5版）
O最新栄養学（第6版）
”Present Knowledge in Nutrition, Vol.5及び、Vol.6の邦訳本が、 （株）建吊杜から市販。

0バイオテクノロジーと食品 （株）建吊杜から市販。
0FAO/WHOレポート「バイオ食品の安全性」 （株）建吊社から市販。

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版）
（株）建吊杜から市販。 （季刊）

第l号脳神経化学と三大栄養素の選択、栄養政策としての食品表示、

日本人の栄養と健康他

第2号 生物学における食餌脂肪酸の役割、細膜と脳におけるn-3系脂肪酸の重要’性、
長寿者の食生活の実態と動向他

第3号 ヨーロッパにおける老人の栄養と健康、 LD L受容体欠損ウサギのLD L値
上昇を改善するための遺伝子治療の利用、 w-3系脂肪酸と心臓血管疾患他

Y ソ持議 5わぷ長 N ,,,. w 王宮部品俗説，，，，， .•.· ,,,, ....... ｛＇＇協説 目指品枇.，，，，枇沼 ''" '"'・ .，；弘明佐、・・・・・ ''" ,,,, .，，年明

ILSI 出版物

（以下のILS I出版物は、いずれも英文で、スプリンジャー・フェアラーク社から市販されて
います。購入ご希望のかたは、お手数ですが下記注文先まで直接お問い合わせ下さい）

注文先：イースタン・ブック・サービス（株）圃（03)3818・0861

0実験動物の臓器別病理学モノグラフ・シリーズ
”Monographs on the Pathology of Laboratory Animals" 
・ Cardiovascular and Musculoskeletal Systems 
・ Digestive System 
・ Endocrine System 
・Eye and Ear 
・ Genital System 
・ Hemopoietic System 
・ Integument and Mammary Glands 

・ Nervous System 

・ Respiratory System 
・ Urinary System 

ILSl.(No.35) 93.3 
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OILS I ヒューマン・ニュートリション・レビュー・シリーズ

”ILSI Human Nutrition Reviews" 

・ Calcium in Human Biology 

・ Diet and Behavior : Multidisciplinary Approaches 

・Diet紅yStarches and Sugars in Man: A Comparison 

・ Modern Lifestyles, Lower Energy Intake and Micronutrient Status 

・Sucrose 

・Sweetness 

．τ'hirst 
・ Zinc in Human Biology 

0 IL SI モノグラフ・シリーズ
”ILSI Monographs” 

・ Carcinogenicity 

・ Assessment of Inhalation Hazards 

・ Inhalation Toxicology：官1eDesign and Interpretation of Inhalation Studies and百1eirUse in Risk 

Assessment 

・ Biological Effects of Dietary Restriction 

・ Monitoring Dietary Intakes 

・ Radionuclides in the Food Chain 

。”CurrentIssues in Toxicology" 
・ Interpretation and Extrapolation of Reproductive Data to Establish Human Safety Standards 

ONutrition Reviews誌（月刊）

OCaffeine : Perspectives from Recent Research 

ODietary Fibre -A Component of Food : Nutritional Function in Health and Disease 

下記出版物は、直接 ILS I本部へご注文下さい。

International Life Sciences Institute 

O”Present Knowledge in Nutrition”（第6版）

76 

圃 001-1-202-659-0074

圃 001-1-202-659-8654
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日本国際生命科学協会会員名簿（アイウエオJll頁）
[1993年6月11日現在］

会長 角田俊直 昧の素（株）常任顧問 03-5250・8304
104 東京都中央区京橋1-1 5ー1

副会長 粟飯原景昭 大妻女子大学教授 03-5275-6074 
102 東京都千代田区二番町12 

，》 木村修一 昭和女子大学教授 03-3411-5111 
154 東京都世田谷区太子堂 1-7-57

2》 小西陽一 奈良県立医科大学教授 07442-2-3051 
634 奈良県橿原市四条町84 0 

今 十河幸夫 雪印乳業（株）専務取締役関西本部長 06-397-2014 
532 大阪府大阪市淀川区宮原5ー2ー3

今 戸上貴司 日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長 03-5466岨8287
150 東京都渋谷区渋谷4-6-3

// 山本 康 キリンビール（株）取締役副社長 03-5485-6112 
150 東京都渋谷区神宮前6 2 6 1 

本部理事林 裕造 国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長 03-3700-1141 
158 世田谷区上用賀 1ー18ー1

// 杉田芳久 昧の素（株）理事 03-5250-8184 
104 東京都中央区京橋1-15ー1

監事 印藤元一 高砂香料工業（株）顧問 03-3442-1211 
108 東京都港区高輪3-19-22

。 青木真一郎 青木事務所 0422-55-0423 
180 東京都武蔵野市中町2-6-4

顧問 森実孝郎 （財）食品産業センタ一理事長 03-3716・2101
153 東京都目黒区上目黒3-6ー18 TYピル

// 石田 朗 前（財）食品産業センタ一理事長 03-3445-4399 
108 東京都港区高輪lー5ー33ー51 4 
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理事安田望

4シ 新村正純

,,,. 高木紀子

,,,. 鈴木嘉之

イシ 岡本悠紀

イシ 早川和雄

イシ 平原恒男

今 斎藤成正

今 柳瀬仁茂

2》 寺西 弘

今 高木ヤスオ

今 入江義人

,,,. 河野文雄

砂 渡辺猛

’k 東 直樹

，シ 渡辺睦人

今 片岡 達

78 

[ 33号より会社名アイウ工オ順

坦電化工業（株）理事研究企画部長
116 東京都荒川区東尾久8-4ーl

昧の素ゼネラルフーヅ（株）取締役研究所長
513 三重県鈴鹿市南玉垣町6410

（株）アルソア央粧アルソア総合研究所 次長
150 東京都渋谷区東2-26-16

渋谷HAN  Aピル

エーザイ（株）食品化学事業部長

112・88 東京都文京区小石川5ー5ー5

小川香料（株）取締役プレーパー開発研究所長
115 東京都北区赤羽西6ー32-9

鐘淵化学工業（株）取締役食品事業部長
530 大阪府大阪市北区中之島3ー2-4

カルピス食品工業（株）常務取締役
150 東京都渋谷区恵比寿南2-4-1

キッコーマン（株）研究本部研究推進室長
278 千葉県野田市野田39 9 

キューピー（株）研究所副所長

183 東京都府中市住吉町5-13-1

協和発酵工業（株）取締役

03-3892-2111 

0593-82-3186 

03-3499・3681

03-3817・3781

03・3900・0155

06-226旬5240

03-3713-2151 

0471-23・5515

0423-61-5987 

酒類食品企画開発センター長 03・3282・0078
100 東京都千代田区大手町1-6ー 1大手町ピル

クノール食品（株）常務取締役商品開発研究所長 044-811・3117
213 神奈川県川崎市高津区下野毛2ー 12ー 1

三栄源工フ・工フ・アイ（株）理事学術部長 06-333・0521
561 大阪府豊中市三和町1-1ー 11 

三共（株）特品開発部長 03・3562・0411
104 東京都中央区銀座2ー7ー 12 

サンスター（株）常務取締役国際研究開発本部長 0726-82・7970
569 大阪府高槻市朝日町3ー1

サントリー（株）研究企画部長 03-5276・5071

102 東京都千代田区紀尾井町4・1
ニューオータニガーデンコート 9F

昭和産業（株）技術部製油技師長
101 東京都千代田区内神田2-2-1

昭和電工（株）理事品質保証部長
105 東京都港区芝大門1-13-9

03-3293・7754

03”5470-3591 
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理事 向後新四郎 白鳥製薬（株）常務取締役技術部長 043-242-7631 
261 千葉県千葉市美浜区新港54 

// 萩原耕作 仙波糖化工業（株）取締役会長 02858・2・2171
321・43 栃木県真岡市並木町2-1ー10 

イシ 成富正温 大正製薬（株）取締役企画部長 03-3985-1111 
171 東京都豊島区高田3ー24-1

イシ 柴田征ー 大日本製薬（株）食品化成品部市場開発部部長 06-203-5319 
541 大阪府大阪市中央区道修町2-6-8

。 山崎義文 太陽化学（株）代表取締役副社長 0593-52-2555 
510 二重県四日市市赤堀新町9ー5

。 野中道夫 大洋漁業（株）中央研究所顧問 0298-64-6700 
300・42 茨城県つくば市和台16-2

命 小林茂夫 大和製纏（株）常務取締役 03-3272-0561 
103 東京都中央区日本橋2ー1ー10 

今 石田幸久 武田薬品工業（株）ヘルスケア事業部
商品企画部長 03-3278-2450 
103 東京都中央区日本橋2-12-10

// 伊藤 博 田辺製薬（株）研究統括センター所長 06-300-2746 
532 大阪府大阪市淀川区加島3-16-89

ク 原 健 帝人（株）医薬企画部長 03”3506-4529 
100 東京都千代田区内幸町2-1-1

// 金井 晃 東ソー（株）東京研究センタ一生物工学研究所長 0467-77-2211 
252 神奈川県綾瀬市早川 27 4 3ー1

，》 石川 宏 （株）ニチレイ取締役総合研究所所長 0423-91-1100 
189 東京都東村山市久米川町1 52-14 

今 越智宏倫 日研フード（株）代表取締役社長 0538-49・0122
437・01 静岡県袋井市春岡72 3-1 

，， 長尾精一 日清製粉（株）理事食品研究所長 0492-67-3910 
354 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡5ー3-1

。 神田 洋 日清製油（株）取締役研究所長 045-461-0181 
221 神奈川県横浜市神奈川区千若町1ー3

// 神 伸明 日本ケ口ッグ（株）代表取締役社長 03-3344・0814
163・05 東京都新宿区西新宿 1-26-2
新宿野村ピル27階

，， 岡田 実 日本食品化工（株）研究所長 0545-53-5964 
417 静岡県富士市田島30 
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理事 秦 邦男 日本製紙（株）専務取締役研究開発本部長 03-3218・8885
100 東京都千代田区丸の内 1-4-5

砂 田中健次 日本ペプシコ杜技術部長 03-3584・7343
107 東京都港区赤坂1・9-20第16興和ピル

~ 藤原和彦 日本リーパB.V. 03-3499-6061 
テクノロジーグループマネージャー

150 東京都渋谷区渋谷2・22・3渋谷東口ピル

。 末木一夫 日本口シユ（株）化学品本部 03-5470・1702
ヒューマンニュートリッション部学術課長
105 東京都港区新橋6-17・19新御成門ピル

~ 藤井高任 ネッスル日本（株）学術部長 03-3432-8269 
106 東京都港区麻布台2-4ー5

今 杉j畢 公 ハウス食品工業（株）常務取締役 06-788-1231 

577 大阪府東大阪市御厨栄町 1-5ー7

，》 秋山 孝 長奇川香料（株）理事 03-3241-1151 
103 東京都中央区日本橋本町4-4-14

今 笹山 堅 ファイザー（株）代表取締役社長 03-3503-0441 
105 東京都港区虎ノ門2ー3-22第一秋山ピル

今 森田雄平 不二製油（株）つくば研究開発センター長 0297-52-6321 

300・24 茨城県筑波郡谷和原村絹の台4ー3

，， 山内久実 （株）ボゾリサーチセンター取締役社長 03-3327-2111 

156 東京都世田谷区羽根木1ふ 11ボゾリサーチピル

今 新保喜久雄 （株）ホーネンコーポレーション食品開発研究所長 0543・54・1584
424 静岡県清水市新港町2

イシ 須ケ間弘 ＝井東圧化学（株）ライフサイエンス開発部長 03-3592-4111 
100 東京都千代田区震が関3-2-5

，， 河瀬伸行 三菱化成食品（株）生産企画部長 03-3542・6490
104 東京都中央区銀座5・13・3いちかわピル8F

今 古川 宏 ＝菱商事（株）食料開発部ヘルス7-J.:t－ムリータ～ 03-3210・6415
100 東京都千代田区丸の内2-6ー3

砂 山本良郎 明治乳業（株）取締役中央研究所長 0423・91-2955

189 東京都東村山市栄町Iー21ー3

& 荒木一晴 森永乳業（株）研究情報センター食品総合研究所

分析センタ一室長 0462圃52-3080

228 神奈川県座間市東原 5-1-83
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理事 郷木達雄 （株）ヤクル卜本社中央研究所研究管理部副主席
研究員 0425-77-8961 
186 東京都国立市谷保17 9 6 

// 山崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864~3011 

101 東京都千代田区岩本町3ー2-4

，》 林 利樹 山之内製薬（株）健康科学研究所長 03-3244-3384 

103 東京都中央区日本橋本町2ー3-11 

イシ 神田豊輝 ライオン（株）食品研究所長 03・3621・6461
130 東京都墨田区本所lー3ー7

2砂 曾根 博 理研ビタミン（株）代表取締役社長 03-5275-5111 

101 東京都千代田区二崎町2θ－18(TDCピル）

今 田所洋二 リノール油指（株）専務取締役名古屋工場長 052-611-4114 
455 愛知県名古屋市港区潮見町37-15

// 小林勝利 （株）口ッテ 中央研究所常務取締役所長 048-861-1551 
336 埼玉県浦和市沼影3-1-1

事務局長 桐村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局次長福冨文武 日本コカ・コーラ（株）学術調査マネージャー 03-5466-6715 

事務局次長麓 大二 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局員 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

。 斎藤恵里 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

今 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 
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編集後記

ILSI Japa nの機関誌が「食品とライフサイエンス」から「ILSI 

イルシーJになり新しいスタイルで登場してから早くも 1年が経過し、 35号を
発行することになりました。このl年に31号から34号まで4回発行しましたが、

その問、執筆（講演）して下さった方々、ご協力頂いたILSI Japa nの

各委員会委員、および会員各位にあらためて心から御礼申し上げます。

本号（35号）は新しいスタイルになってはじめて80ページを越す内容となり

ました。巻頭の木村副会長のご論文、大村博士のご講演記録等、読みごたえの

ある内容になったと編集委員会もいささか自負しております。従来から編集委

員会では海外の話題も紹介しておりましたが、本号から、一今世界の各地では

ーというタイトルで主として世界各地のILS Iの研究活動を報告していくこ

とにしました。内容は必ずしも ILS Iの活動だけに限らず関連あるトピック

も取り上げて参ります。本号では ILS I ヨーロッパの天然毒の報告書

とILSI NAのビタミンを取り上げました治宝、特に天然毒は参考文献とし

ても有意義なものと考えます。

「ILS I イルシーjも第2年に入りさらに充実した内容にして参りたい

と思います。皆様の一層のご支援とご指導をお願い申し上げます。 (S.A) 
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